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宇宙地球科学専攻のアドミッションポリシー 

 

 本専攻は、専攻設立の趣旨として、「物理学の基礎を身につけ物理学の最先端

の成果を武器として宇宙地球科学の研究・教育を行う」ことを掲げている。そ

のため、学部学生の教育を物理学科として一本化し、大学院においては、専攻

独自のカリキュラムに基づく教育と同時に、合同の入学試験、研究発表・評価

方式を取り入れ、学習と研究の中に常に物理学的視点を持つことを重視してい

る。従って、専攻に受け入れる学生に対しても、自然現象に対する素朴な好奇

心を持つと同時に、現象を可能な限り物理的、定量的に理解しようとする態度、

能力を学部段階において培ってきたことを求める。宇宙地球科学専攻の専門分

野は、生物学を含む物質科学、地球・惑星科学、天文・宇宙論まで極めて広い

分野に広がっている。それぞれの分野において、野外活動、観測技術、理論等々、

重視する視点が異なる。受け入れたい学生も、上に述べた基本的資質を持つ限

り、特定のスタイルにこだわることはなく、様々なタイプの学生を受け入れて

いる。 

 博士前期課程では、本専攻に関連する分野においてプロフェッショナルな研

究者を志す者も、課程終了後に専門にこだわらず民間企業などに広く活躍の場

を求める者も区別せずに受け入れている。あくまでも物理学を基礎にした知識

を身に付けている学生を求めており、特化した専門分野に詳しい必要はない。

博士前期課程は、自由に、また深く専門知識を見につけ、研究能力を磨くこと

の出来る期間であるから、そのことに邁進する強い決意をもった学生であるこ

とが必要である。博士後期課程の学生は、独立した研究者として研究分野の最

前線で活躍し、民間企業や国公立の研究所等において、自立した研究者として

の役割を果たすことが求められる。そのための能力と意欲を持ったものを積極

的に受け入れている。 
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          平成 25 年度宇宙地球科学専攻の動き 
 
                       平成 25 年度専攻長  常深 博  
 
平成 24 年度の川村専攻長に代わり、平成 25 年度から常深が専攻長になりました。本専

攻の平成 25 年度のグループ体制について概観します。平成 23 年度末に京都大学に転出さ

れた惑星物質学グループ𡈽山教授の後任を人事委員会で検討し、平成 25 年 4 月から国立天

文台の佐々木晶先生が教授に着任されました。佐々木先生は、日本の惑星探査計画を主導

しておられ、ESA の木星探査計画（JUICE）への参加を目指す中心メンバーです。また、

平成 24 年度末を持って定年退職された宇宙進化学グループの高原教授の後任に、ネバダ州

立大学の長峯健太郎先生が平成 25 年 6 月に着任されました。長峯先生は大型計算機を駆使

して宇宙の構造形成や進化を研究しておられる第一人者です。この 2 グループは、新教授

を中心に、今後の発展が期待されます。 
 こうして、これまで当専攻の懸案であったグループの改廃や教授の異動等もすこし一段

落しました。平成 25 年度には、平野大阪大学総長によるポストの留保が推し進められるこ

とになりました。理学研究科ではいくつかの留保ポストを供出しますが、当専攻では、ポ

ストの格の組み替えにより、出来るだけ現状のポスト数を維持する努力をしています。今

後も専攻の維持発展に必要なポストの確保には専攻活動の一層の活発化が必要となります。

これから厳しい状況が続きますが、引き続き皆様の御協力をお願いします。 
 当専攻の事務作業は、6 人の事務職員(秘書)体制で進められています。これら事務職員は、

阪大の規定に従って有期雇用になっています。平成 25 年度末で、6 人のうち橋本正子さん、

羽下博子さん、筒井倫子さんが期間満了により退職されました。その後の事務体制を引継

ぐために、平成 26 年度から渡邉万紀子さん、土屋絵里さん、西川和子さんの三名に来てい

ただくことになりました。従来から勤務していただいている西井康子さん、常盤真理子さ

ん、藤田あずささんの 3 名と協力してこれまでの事務作業を担当していただきます。専攻

メンバー各位の協力が不可欠ですので、よろしくお願いします。 
 財政面では、平成 25 年度に大きな変革がありました。教員個人が獲得した外部資金、主

として科学研究費補助金、には当該教員の研究サポートに使用するための間接経費が処置

されています。これまで、大阪大学では間接経費を大学本部と所属研究科とが折半してい

ました。理学研究科では研究科長の判断で、間接経費をすべて研究科の一般経費と同じよ

うに扱い、当該教員の研究サポートには割り当てませんでした。しかし、平野大阪大学総

長の強い意向により、間接経費を大学本部と研究科とで 4：6 に分け、研究科分の 2/6 を当

該教員サポートに充てることができるようになりました。しかし、これも研究科長の判断

により当該教員サポート分は各専攻に配分され、専攻で使途を決めるようになりました。

当専攻では、教授懇談会等で使途を検討し、大型外部資金による事務職員の人件費の他、

専攻が必要とするものに充てることになりました。一部とはいえ、当該研究員の研究サポ
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ートの実現したことは大きな変革です。運営費交付金並びに間接経費により、各グループ

への運営費交付金配分額も相応に増えたことは喜ばしいことであります。 
 昨今の各種資金の競争的配分策の一環として、24 年度には「卓越した大学院拠点形成支

援補助金」事業が初めて実施され、当専攻は、非常に高いハードルと言える「23 年度に文

科省科研費の特定領域（新学術領域）研究の領域代表者、特別推進研究ないしは基盤 S 研

究の研究代表者を併せて 3 名以上出した専攻」という基準を見事クリアし、教授 8 名とい

う小世帯でありながら、この補助金(卓越予算)の交付を受けております。平成 25 年度はそ

の継続として卓越予算が配算されました。これは博士課程学生支援を目的としていますの

で、当専攻の博士課程進学者は大いに恩恵を受けることになりました。しかし、理学研究

科長は研究科内の博士課程学生のいろいろな意味での平等を目指す方針から、間接経費を

中心とした研究科長裁量経費による学生支援を卓越予算のない専攻の学生に重点配分され

ました。それでも専攻の学生は各種の出張経費などにおいて卓越予算による恩恵を受けて

います。このような専攻メンバーの努力にもかかわらず、専攻の大学院生の定員充足率は

思うように伸びませんでした。修士課程の学生はともかくも、博士課程への進学者数の少

ないことは、研究活動の中核を担う若手が少ないことになり、憂えるべき事態といえます。

専攻の研究活動の活発さやその面白さをこれまで以上に社会に発信することなどが必要か

と思います。 
 ここでは書ききれないような雑事もたくさんありましたが、一年間の専攻長を終了しま

した。今年は物理学科長の役割も兼ねていましたので、それに関する業務もたくさんあり

ました。特に感じたことは、最近の学生の動向です。経済が停滞したままで、少子化が進

み、人口減少を迎えている社会で育ってきた若者の考えは昔と違っていて当たり前ですが、

それを越えた学生が増えているように感じています。大学では、耐震化に関連して建物関

係のプロジェクトがたくさん走っています。そのために、研究科内で専攻間の調整をする

委員会の重要性が増えるなどしました。我が専攻は、比較的こじんまりしており、F 棟にす

べて集中していることなどから、当面、建物関係のプロジェクトには直接の利害関係があ

りません。そこで、研究科長から年度末も押し詰まって、その調整役としての役割を専攻

に新たに割り振られました。その結果として、役割分担の見直しを行い、来年度も常深が

専攻長を引き受けることになりました。結局、昨年度まで、川村教授が二年連続で専攻長

を担当されたことに引き続き、小生の専攻長が二年続くことになりました。これで大役も

免除されると思っていた矢先のことだけに、茫然としているところもあります。昨今の専

攻長業務は事務方の末端・下請け的な部分が大きいですので、今後は専攻長の事務的負担

を極力軽減し、専攻長本来の業務に集中できるような体制にならないかなあと思案してい

ます。来年度も皆様方の御協力をお願いします。 
 
                           

- 5 -



 平成25年4月1日現在

研究室名  卒研４年生 その他

宇宙進化学 教　授 芝井　広 Ｄ３ 大谷　卓也 Ｍ２ 加藤　広樹  小谷　和也  當真  賢二
（5/31迄兼任） 寺木　悠人 Ｍ１ 佐塚　達哉  内藤　有哉 （ＰＤ）

教　授 長峯　健太郎 長谷川　幸彦 篠田　智大  吉村　太翔  成川　達也
（6/1着任） Ｄ２ 木村　成生 辻　　雄介  渡邉　彰吾 （特任）

准教授 藤田　裕 佐野　保道  上野　昂

助　教 田越　秀行 Ｄ１ 高倉　理（委） （特任）

助　教 釣部　通

Ｘ線天文学 教　授 常深　博　 Ｄ３ 上田　周太朗 Ｍ２ 定本　真明  井出　舜一郎  小山　勝二

准教授 林田　清　 Ｄ１ 上司　文善 大江　亮徳  桂川　美穂 （特任）

助　教 中嶋　大 佐々木　将軍  久留飛　寛之  穴吹　直久

Ｍ１ 井上　翔太  横路　修生 （特任）

井上　翔太  薙野　綾

内田　大貴 （特任）

片多　修平  高橋　宏明

吉田　浩晃 （ＰＤ）

吉永　圭吾

理論物質学 教　授 川村　光　 Ｄ２ 伊藤　伸一 Ｍ２ 五十嵐　淳哉  中山　大樹

准教授 湯川　諭 植田　祐史  濱口　基之

助　教 吉野　元 高柳　哲也  南　宇人

山田　涼雅

渡辺　健

Ｍ１ 崎山　泰樹

吉村　高至

惑星科学 教　授 寺田健太郎 Ｍ２ 塚原　直  荻野　理史  久好　圭治

准教授 植田　千秋 中林　誠  長田　章良 （特任）

准教授 山中　千博 Ｍ１ 林　雅也  上岡　萌

助　教 橋爪　光 鈴木　麻由  高橋　絢子

助　教 藪田ひかる 山口　青輝  山田　恭平

惑星内部物質学 教　授 近藤　忠 Ｄ３ 坂田　霞 Ｍ２ 木村　壮志  上井　優典  藤井　敦大

准教授 谷口　年史 Ｄ１ 下山　裕太 田窪　勇作  依田　優大 （ＰＤ）

　 准教授 寺﨑　英紀 安居　俊紀

助　教 境家　達弘 横山　直也

Ｍ１ 桑原　荘馬

田中　浩奈

濱木　健成

細木　亮太

赤外線天文学 教　授 芝井　広 Ｄ３ 山本　広大 Ｍ２ 秋山　直輝  伊藤　哲司

准教授 住　貴宏 鈴木　大介 須藤　淳  内賀嶋　瞭

助　教 深川　美里 和田　光平 丸田　弥生  中道　みのり

Ｄ２ 會見　有香子

桒田　嘉大 （～9/30）

Ｄ１ 小西　美穂子

佐々木　彩奈 （～9/30）

Ｍ１ 大田　百合菜

小野　里佳子

越本　直季

寺農　篤

難波　俊太

平成25年度　宇宙地球科学専攻メンバー表　　　　　　　　　　　　

教　職　員 博士後期課程 博士前期課程

(留) SAMLAND, Matthias S.

(留) KOOISTRA, Robin R.
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研究室名  卒研４年生 その他

惑星物質学 教　授 佐々木　晶 Ｄ３ 大島　基 Ｍ２ 神山　啓　  岡崎　瑞祈

准教授 大高　理 松本　徹（委） 島田　玲  來見　圭祐

准教授 佐伯　和人 鳥居　大亮  丈六　啓介

助　教 谷　篤史 丸山　薫  藤岡　曜太

Ｍ１ 上野　広樹  安廣　佑介

西川　真央

部谷　直大

地球物理化学 教　授 中嶋　悟 Ｄ３ 古家　景悟 Ｍ２ 内山友莉恵  井口　智絵  北台　紀夫

准教授 久冨　修 西山　直毅 小川　裕美  井澤　洋介 （招聘）

准教授 廣野　哲朗 Ｄ２ 塔ノ上　亮太 恩賀　千絵  梅澤　良介

助　教 桂　誠 Ｄ１ Leila Alipour 竹内　健  加藤　尚希

助　教 横山　正 濱本　真衣  神田　大樹

別所　寛紀  長崎　性邦

前川　由佳  中屋　佑紀

Ｍ１ 榎原　聖太  （生）

菊地　洋輝

瀬尾　政貴

中谷　陽一

西村　友香

増本　広和

合　計  Ｂ４：３３名 １０名

協力講座

教　授 高部　英明 Ｍ２ 井手　張良

准教授 坂和　洋一 Ｍ１ 石川　大志

山浦　佑太

合　計

非常勤事務員 橋本　正子　（常深研・専攻共通） 羽下　博子　（中嶋研・佐々木研）

筒井　倫子　（近藤研・芝井研） 藤田　あずさ（川村研・専攻共通）

西井　康子　（宇宙進化・専攻共通） 常盤　真理子（寺田研・専攻共通）

澤本　茂美　（常深研） 榎谷　純衣　（芝井研）7/31退任

森田　登紀子（川村研）6/1着任 篠田　希依子（芝井研）8/1着任

レーザー
エネルギー学
研究センター

教　職　員 博士後期課程 博士前期課程

教　授：　８名 Ｄ３：１２名 Ｍ２：２９名

教　授：１名 Ｍ２：１名

准教授：１名 Ｍ１：２名

准教授：１２名 Ｄ２：　６名 Ｍ１：３２名

助　教：１１名 Ｄ１：　６名
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（単位：円）

講座経費
学部

学生経費
大学院

学生経費
留学生経費

宇宙進化ｸﾞﾙｰﾌﾟ 3,025,248 0 1,173,516 0 -174,933 4,023,831

常深研究室 2,642,824 205,992 1,112,061 0 -178,629 3,782,248

寺田研究室 3,598,884 257,490 470,145 51,705 -351,687 4,026,537

川村研究室 2,642,824 0 791,103 0 -94 3,433,833

佐々木研究室 3,216,460 257,490 924,003 0 177,699 4,575,652

中嶋研究室 3,598,884 308,988 1,621,077 276,390 396,041 6,201,380

近藤研究室 3,216,460 102,996 1,018,032 0 -822,873 3,514,615

芝井研究室 2,642,824 154,494 1,682,532 22,500 -802,579 3,699,771

合　　計 24,584,408 1,287,450 8,792,469 350,595 -1,757,055 33,257,867

運営費交付金　研究グループ配分一覧　(平成25年度)

研究グループ名 合　計

当 初 配 分

移算、
追加配分、

専攻内予算配分
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研究者 研究課題名

＜特別推進研究＞

継続 常深　博 高感度X線CCDとスーパーミラーによる観測と 98,400 千円

宇宙進化の研究 24年度繰越額 27,500 千円

継続 寺崎　英紀 地球惑星中心領域の超高圧物質科学 2,000 千円

（分担、代表：大谷　栄治）

＜新学術領域研究＞

（計画研究） 継続 住　貴宏 ガス惑星の直接撮像・分光と地球型惑星の検出 3,300 千円

（分担、代表：林　正彦）

継続 廣野　哲朗 超深度掘削が拓く海溝型巨大地震の新しい描像 800 千円

（分担、代表：木村　学）

継続 田越　秀行 多様な観測に連携する重力波探索データ解析の研究 12,500 千円

（分担、代表：神田　展行）

（計画研究） 継続 深川　美里 円盤から惑星へ 2,500 千円

（分担、代表：百瀬　宗武）

新規 吉野　元 ガラスにおける遅いゆらぎのダイナミクスと隠れた秩序 1,500 千円

（分担、代表：宮崎　州正）

＜基盤研究＞

S 継続 芝井　広 秒角撮像遠赤外線干渉計による星生成領域核心部の観測 19,400 千円

S 継続 寺田　健太郎 初期太陽系における鉱物ー水ー有機物相互作用： 1,000 千円

惑星と生命起源物質初期進化（代表：永原　裕子）

S 継続 住　貴宏 秒角撮像遠赤外線干渉計による星生成領域核心部の観測 2,000 千円

（分担、代表：芝井　広）

S 継続 深川　美里 秒角撮像遠赤外線干渉計による星生成領域核心部の観測 1,000 千円

（分担、代表：芝井　広）

S 継続 薮田　ひかる 初期太陽系における鉱物－水－有機物相互作用： 1,500 千円

生命材料物質の起源の解明をめざして（代表：永原　裕子）

A 継続 佐々木　晶 探査機ＶＬＢＩ観測による月惑星内部構造の研究： 2,400 千円

金属核の大きさ・状態と起源

A 新規 川村　光 フラストレート磁性体のカイラル秩序化と異常伝導現象 17,800 千円

A 継続 大高　理 衝撃圧縮・超高温高圧下での融体・惑星地球物質の 150 千円

日本先導的局所構造研究（分担、代表：吉朝　朗）

A 継続 住　貴宏 重力マイクロレンズによる浮遊惑星の探索 6,000 千円

A 新規 谷口　年史 フラストレート磁性体のカイラル秩序化と異常伝導現象 0 千円

（分担、代表：川村　光）

A 継続 田越　秀行 数値相対論による重力波源の研究 500 千円

（分担、代表：柴田　大）

B 継続 住　貴宏 重力マイクロレンズによる地球質量系外惑星、浮遊惑星の探索 4,200 千円

科学研究費補助金(文部科学省･日本学術振興会)受け入れ状況　(平成25年度)

種別 金   額
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研究者 研究課題名

＜基盤研究＞

B 継続 寺崎　英紀 鉄メルトの密度・弾性波速度におよぼす軽元素の影響： 1,300 千円

地球外核の軽元素の解明

B 継続 寺崎　英紀 鉄合金メルトの固体珪酸塩中における浸透率の研究 400 千円

（分担、代表：浦川　啓）

B 継続 林田　清 ワイドバンドエックス線撮像偏光検出器の開発と 2,600 千円

硬エックス線偏光観測 24年度繰越額 3,400 千円

C 継続 久冨　修 NMRによる光制御型転写因子オーレオクロームの光構造変化と 200 千円

DNA結合様式の追跡（分担、代表：濱田　格雄）

B 新規 橋爪　光 初期海洋環境における一次生産者の特定 700 千円

（分担、代表：掛川　武）

C 継続 藤田　裕 銀河・銀河団内の宇宙線とそれが母天体に与える影響 1,100 千円

C 継続 湯川　諭 非平衡条件下での輸送・構造形成における 600 千円

ミクロダイナミクス・マクロ記述

C 継続 田越　秀行 重力波のデータ解析法とブラックホール摂動論の研究 1,264 千円

C 新規 横山　正 不飽和状態の岩石-水反応における水膜の役割 1,500 千円

C 継続 吉野　元 アモルファス固体における弾性のレプリカ理論 1,200 千円

＜若手研究＞

A 継続 廣野　哲朗 粘土鉱物の脱OH反応が地震性滑り挙動に与える影響の解明 900 千円

A 継続 中嶋　大 宇宙硬X線精密撮像分光観測に向けた 2,800 千円

広帯域CCDカメラの開発研究 24年度繰越額 960 千円

基金分 2,412 千円

A 継続 薮田　ひかる 始原天体物質に含まれる固体有機物の立体化学： 2,900 千円

反応熱分解キラルGCMS分析法の開発

B 継続 深川　美里 原始惑星系円盤の時間変動の詳細観測 600 千円

＜挑戦的萌芽研究＞

継続 川村　光 微小コイルSQUIDによる自発的磁束観測の試み 600 千円

（分担、代表：谷口　年史）

新規 近藤　忠 磁化率測定による氷の相転移境界の決定 1,700 千円

継続 植田　千秋 微小重力下の磁気誘導運動に基づく単一粒子の磁化 1,300 千円

およびその異方性の検出

継続 佐伯　和人 携帯電話網を使った火山観測機器の 600 千円

データ通信コアシステムの開発

継続 谷口　年史 微小コイルＳＱＵＩＤによる自発的磁束観測の試み 1,100 千円

新規 山中 千博 広帯域誘電分光による地下生物圏計測法の開発 1,100 千円

種別 金   額
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研究者 研究課題名

＜挑戦的萌芽研究＞

継続 橋爪　光 隕石有機物の同位体イメージングにより探る 1,100 千円

冷たい宇宙で進行した物質形成過程

継続 桂　誠 電圧比位相変換によるドリフトフリー物理計測 600 千円

＜特別研究員奨励金＞

継続 北台　紀夫 鉱物-水-アミノ酸相互作用についての分光学研究 1,100 千円

継続 高橋　宏明 X線天文衛星すざくを用いた、活動銀河核の 900 千円

降着円盤からの放射の観測的研究 24年度繰越額 250 千円

継続 上田　周太朗 銀河団高温ガスの運動学とSXI搭載X線CCDの開発研究 900 千円

継続 大島　基 ガスハイドレートにおける分子進化 1,000 千円

〜反応場としてのクラスレート構造の役割と可能性〜

継続 鈴木　大介 重力マイクロレンズ法を用いた軽い系外惑星の 1,000 千円

検出による惑星形成理論への制限

継続 寺木　悠人 ガンマ線バーストの物理的機構 900 千円

新規 西山　直毅 岩石の鉱物・水反応面積と水飽和率の関係 900 千円

新規 松本　徹 炭素質コンドライト母天体の水質変成過程の探求： 1,200 千円

非晶質珪酸塩と有機物の水質変成実験

新規 伊藤　伸一 乾燥破壊パターンの動的スケーリングとその応用 900 千円

新規 木村　成生 原始惑星系円盤の重力不安定と分裂条件 1,000 千円

種別 金   額
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相手先 研究者 研究課題名

＜補助金＞

文部科学省 卓越した大学院拠点形成支援補助金 13,114 千 円

＜共同研究　及び　受託研究＞

大阪大学『大阪大学国際共
同研究促進プログラム』

長峯　健太郎
宇宙論的視点で追う巨大ブラックホールの
生成と進化

2,500 千 円

大阪大学レーザー
エネルギー学研究センター

境家　達弘
地球内部物質の音速と密度の関係
“バーチ則”の検証

330 千 円

大阪大学レーザー
エネルギー学研究センター

近藤　忠 スーパーアースの内部構造と物性測定 300 千 円

大阪大学レーザー
エネルギー学研究センター

山中 千博 深海堆積物に対する水中LIBS法 120 千 円

大阪大学レーザー
エネルギー学研究センター

寺崎　英紀
レイリー・テイラー型重力不安定による
鉄合金と珪酸塩の分離機構：地球核形成
メカニズムの解明

430 千 円

東京大学地震研究所 佐伯　和人 火山観測ロボット群の運用準備確立計画 1,294 千 円

独立行政法人
宇宙航空研究開発機構

常深　博
全天X線監視装置X線CCDカメラ速報で
参照するスペクトルカタログの作成

700 千 円

独立行政法人
宇宙航空研究開発機構

深川　美里 星周円盤を持つ前主系列星の変光観測 972 千 円

日本学術振興会 川村　光
数物系科学の分野にかかる学術研究動向に
関する調査研究及び学術振興方策に関する
調査研究

5,000 千 円

大阪大学『NEXCO西日本高速
道路学共同研究講座』

中嶋　悟
地山の風化評価のための非破壊計測原理の
適用性に関する基礎的検討業務

2,500 千 円

＜二国間交流事業＞

日本学術振興会 湯川　諭
From the dynamics of cracks to the
prediction of catastrophes

2,500 千 円

その他の研究費受け入れ状況　(平成25年度)

金額
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相手先 研究者 研究課題名

＜研究助成金＞

㈱片山化学工業研究所 中嶋　悟
原油予熱交換機の汚れ物質の測定技術開発
に対する研究助成のため

1,000 千 円

金沢大学 北台　紀夫
高温水溶液中におけるオキソ陰イオンの
吸着挙動その場分光観測

500 千 円

科学技術振興機構 谷　篤史
ガスハイドレートナノ反応場を利用した
高効率なアルコール類合成法の開発

1,300 千 円

日本学術振興会 吉野　元
ソフトマターと情報に関する非平衡
ダイナミクス

400 千 円

科学技術振興機構 佐伯　和人
ニオス・マヌーン湖のCO2供給システムの
解明

1,227 千 円

大阪大学
『チャレンジ支援プログラム』

久冨　修 転写のオプトジェネティックス 800 千 円

＜研究科長裁量経費＞

緊急研究費支援 山中　千博 深海におけるレーザー分光 1,430 千 円

若手研究者支援 谷　篤史
天然ガスハイドレートに含まれる微量
揮発性有機物の局所分析法の開発

1,000 千 円

学生提案型研究支援経費 大谷　卓也
星形成期の光量増加現象の起源に関する
理論的研究

194 千 円

学生提案型研究支援経費 小西　美穂子
直接撮像を用いた太陽系外惑星探査に
おける恒星混入数の高精度推定

194 千 円

学生提案型研究支援経費 佐々木　彩奈
遠赤外線干渉計FITEの新干渉計調整機構の
開発

194 千 円

学生提案型研究支援経費 佐野　保道 ブラックホール摂動論と重力波天文学 194 千 円

学生提案型研究支援経費 桒田　嘉大
アーカイブ画像の解析による太陽系外惑星
の直接検出

194 千 円

学生提案型研究支援経費 長谷川　幸彦
ダストの成長と沈殿および原始惑星系円盤
でのshear不安定成長率

194 千 円

学生提案型研究支援経費 和田　光平
MOA-Ⅱ望遠鏡による重力マイクロレンズ法
を用いた惑星イベントの解析

194 千 円

金額

- 14 -



学生実験室

F212

寺田研

[学部等設備室]
電気室

F128

佐々木研

中嶋研

[学部等設備室]
設備室

F116

F122

佐々木研

F530

常深研

F516

常深研

F520

F522

川村研

化学専攻

F532

化学専攻

F524

F526

川村研

F528

化学専攻

F521

川村研

F523

川村研

５階

常深研

F503

F508

F515

常深研

F517

F525

川村研

化学専攻

F111

佐々木研

F121

F513

F527

川村研

F529

川村研

中嶋研

F228

宇宙進化

F608

宇宙進化

F614

宇宙進化

佐々木研

F126

WC

F130

EV

F132

寺田研
F232

中嶋研

中嶋研

F230

寺田研

常深研

F502

F608会議室

F510

常深研

F102

F102講義室
（124人収容）

Ｆ棟（1階-7階）
１階

玄関ﾎｰﾙ

WC

EV

化学専攻

F622

宇宙進化

F624

宇宙進化

F630

高分子科学専攻

F632

F626

高分子科学専攻

・・・宇宙地球科学専攻使用スペース

・・・他専攻または理学部共通スペース

F216

F202

F202講義室
（100人収容）

F210

F109

F628

F620

近藤研

F224

中嶋研

F226

F617

宇宙進化

F621

化学専攻

F623

F629

事務部倉庫

宇宙地球科学棟［Ｆ棟及びＧ棟地下］　　平　面　図

EV

EV

中嶋研

F220

F222

F227

６階

学生実験室
（ドーム室）

F613

宇宙進化

給湯室

F616

宇宙進化

F625

化学専攻

F627

化学専攻

F601

WC

F611

客員研究室

宇宙進化

F603

F221

学生実験室

F223

川村研

中嶋研

F217

近藤研

F328

F324

F326

セミナー室Ⅱ

佐々木研

７階＜屋階＞

F701

物置

２階

近藤研

F203

WC

F225

近藤研

中嶋研

F213

F215

F329

EV

芝井研

F330

F322

F332

佐々木研

F321

佐々木研

F323

佐々木研

佐々木研

F327

佐々木研

佐々木研

F315

芝井研

F317

芝井研

芝井研

F308

F316

F310

中嶋研

３階
F303

芝井研

近藤研

芝井研

WC

F313

F302

ｾﾐﾅｰ室Ⅰ

F428

近藤研

化学専攻

化学・
高分子科学共通

G015

F320

芝井研

佐々木研

近藤研

化学専攻

寺田研

F416

寺田研

F420

F426

近藤研

化学・
高分子科学共通

高分子科学専攻

F410

宇宙地球秘書室

WC

G006

F422

近藤研

F424

受水槽置場

化学専攻

F430

芝井研

G018

[学部等設備室 ]

G004

化学専攻

G008

G016

宇宙地球科学
近藤研

[学部等設備室]
電気室

G013

化学専攻

G007

近藤研

F429

G012

F408

寺田研

F423

G003

F432

近藤研

暗室

EV

EVﾎｰﾙ

Ｇ棟（Ｂ1階）
地階

F421

寺田研

F413

F415

寺田研

F417

4階
F403

寺田研

55

WC

EV

F402

寺田研

寺田研
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宇宙地球科学専攻所有大型装置一覧

品　　　目 数量 規　　格 購入年度 金額（千円）

川村研究室

並列計算機 1
1U Rack Customized Server, 2U
Ruck Customized Server

2007年 6,719

近藤研究室

X線発生装置　  1 Cut.No.4012 1996年 8,000

ローターX線発生装置 1 RU-200 4148 1996年 8,200

IP型X線回折装置 1 R-AXIS(IV) 1998年 18,900

顕微ラマン分光装置 1 日本分光 2002年 23,000

DAC用レーザー加熱装置 1 日本レーザー 2008年 9,500

高周波スパッター装置 1 サンユー電子 2004年 4,700
デジタル・フォスファ・オシロ
スコープ

1 米国テクトロニクス社　DPO5054 2011年 1,585

３Ｄプロッター 1 ローランドディー．ジー．MDX-40A 2011年 719

動き解析高速カメラ 1 キーエンス　VW-6000 2011年 966

液体ヘリウム再凝縮装置 1 仁木工芸　PT410HeRL-FS 2013年 11,970

微小部X線回析装置 1 RINT-RAPIDⅡ 2013年 32,550

佐々木研究室

1000トン超高圧発生装置 1 NP-1000 1988年 基礎工より移管

高圧発生装置 1 キュ—ビック型700ton 1995年 27,538

原子間力顕微装置AFM 1 SIIナノテクノロジーNanopics 2003年 秋田大学より移管

月面観測用画像分光望遠鏡 1 JFEテクノリサーチALIS 2003年 秋田大学より移管

スライディングルーフ天体観測ドーム 1 協栄産業SR-2x4.5 2004年 2,888

サーマル電界放出形走査電子顕微鏡 1 JSM7001-F/INCA Energy250 2007年 45,675

ガスクロマトグラフ質量分析計 1 PerkinElmer/Clarus 600 GCMS 2009年 12,947
電子スピン共鳴装置 1 JEOL/JES-FA200　 2009年 20,000

芝井研究室

赤外線分光光度計 1 BOMEM社製 2008年 名古屋大学より移管

高剛性・精密型X軸ステージ 1 シグマ光機 2009年 名古屋大学より移管

軸外放物面鏡 2 Tydex（露） 2009年 名古屋大学より移管

気球搭載用放物面鏡サポート 1 住友重機械工業 2009年 名古屋大学より移管

気球搭載用クライオスタット 1 住友重機械工業 2009年 名古屋大学より移管

リチウム電池IM90-9(S)専用充電器 1 新神戸電機 2009年 名古屋大学より移管

高剛性高強度ミラー 3 NEC東芝スペースシステム 2010年 名古屋大学より移管

気球搭載遠赤外線干渉計 1 大阪大学 －

宇宙観測データ解析用サーバー 1 大阪大学 2011年 9,941

恒温槽（-40～+100℃） 1 タバイエスペック 常深研より移管

常深研究室

クリーンルーム 1 1994年 20,000

Ｘ線発生装置 1 1995年 12,000

二結晶分光器 1 1997年 30,000

２１ｍビームライン 1 1997年 25,000

I.T STAR DOME 2800 観測室付き 1 アストロ工学工業（株） 2004年 3,780

CCD評価装置 1 浜松ホトニクス㈱　SSD-01 2004年 4,673

開放型マイクロフォーカス 1 浜松ホトニクス㈱　L8321-01 2004年 13,965

高性能三次元空気ばね式防振台 1 ヘルツ株式会社　TDIS-2012LAKY 2005年 1,595

パルスチューブ冷凍機 1 岩谷瓦斬株式会社　P007 2005年 1,352

NeXT衛星SXIシステム 1 三菱重工株式会社 2005年 9,870

パルスチューブ冷凍機用コンプレッサー 1 岩谷産業株式会社 2006年 14,679
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品　　　目 数量 規　　格 購入年度 金額（千円）

常深研究室

ＮＡＳマシン 1 ｼｰﾃｨｰｿﾘｭｰｿﾝ社　RANS-5250GBSR2 2007年 815

ターボキューブ排気ユニットキャスター 1
ファイファーバキューム
TSH071/MVP035-2DN63

2008年 1,491

CCDカメラ冷却装置 1 岩谷瓦斯(株)製　CRT-P007-HTN 2008年 2,520

CCDカメラ冷却装置 2 岩谷瓦斯(株)製　CRT-P007-HTH 2010年 4,986

CCD実験用大型真空装置 1 堀口鉄工所製　CV-500 2010年 1,480

冷凍機 1 住友重機械工業㈱　SRS-2110 2011年 2,205

冷凍機 1 住友重機械工業㈱　SRS-2110 2011年 2,352

MIO-PreFMボード 2 三菱重工株式会社　99AS50505 2013年 3,215

SpaceCard-PreFMボード 1 三菱重工株式会社　99AS50506 2013年 1,665

1段スターリング冷凍機駆動電源 1 住友重機械工業㈱　KE0757TA 2013年 9,996

寺田研究室

イオンマイクロアナライザー 1 日立IMA2A 1980年 34,700

AFM装置 1 JSPM4200 1999年 16,275

ガスクロマトグラフ質量分析計　  1 JEOL AMS-Sun200 2002年 8,358

走査電子顕微鏡 1 JEOL JSM-5510LV 2002年 11,214
振動磁力計・大型ﾍﾙﾑﾎﾙﾂｺｲﾙ
ﾎﾟｰﾙﾋﾟｰｽ型電磁石

1 2002年 1,300

３Dリアルサーフェス顕微鏡一式 1 VE9800　キーエンス 2006年 13,177

エネルギー分散型X線分析装置 1 Genesis 2000 EDAX 2006年 7,140

高周波電子スピン共鳴年代測定装置 1 2008年

テラワットコヒーレント白色光ライダー受信装置 1 2008年

ガスクロマトグラフ質量分析計　  1 Agilent5975GCMSｼｽﾃﾑ 2012年 10,658

パイロライザー 1 EGA/PY-3030D Pyrolyzer 2012年 3,143

分析走査電子顕微鏡 1 JEOL JSM-6010A 2012年 11,949

ネオオスミウムコーター 1 Nwoc-STB 2012年 2,262

電子スピン共鳴年代測定装置 1 JES-X320 2013年 36,750

MULTUM-SIMS 1 JEOL製 2006年

フェムト秒レーザー 1 スペクトラフィジックス社製 2013年 25,200

真空蒸着装置 1 JEE-420 2013年 2,310

中嶋研究室

顕微フーリエ変換赤外分光光度計 1 MFT2000 1993年 15,995
ﾗﾏﾝ・ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ分光ｼｽﾃﾑ
顕微ﾗﾏﾝ分光ｼｽﾃﾑ
顕微ﾗﾏﾝ分光用顕微鏡及びﾚｰｻﾞｰ光源

1 Raman One 1994年 9,260

レーザー顕微鏡 1 FUX-B5SP-Ar 1998年 6,915

DNAシーケンサー 1 SQ-5500 1998年 6,405

近接場顕微分光装置 1 POPS NFIR-200 2000年 37,931

生体分子精製装置 1 AKTA purifier 2001年 6,332

化学発光解析装置 1 Fluor-S/MAX 2001年 6,294

顕微可視分光計用検出器システム 1 DV4200E 2003年 4,515

顕微赤外分光用近接場顕微鏡 1 NFIR-300N 2003年 22,312

流体その場観察セル 1 H-ATR200 2004年 4,998

高温高圧その場観察装置 1 HP-IR1000 2004年 7,998

３次元顕微鏡　冷却カラーCCDカメラ 1 DB441 F1 2004年 4,501

３次元顕微鏡　オートフォーカスZ軸 1 AF Z 2004年 1,910

３次元顕微鏡　3D画像解析システム 1 Auto ３D 2004年 2,588

比表面積測定装置 1 Shimadzu FlowSorb III 2305 2008年 2,069

TG/DSC 熱分析装置 1 NETZSCH STA499F3 Jupiter 2009年 11,581

水熱合成装置 1 HPテクノス 社製 2010年 6,500

ラマン顕微鏡 1 XploRA 2011年 13,944

熱分析装置STA449F3用ハイスピード炉 1 NETZSCH 2011年 3,076
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教務関係 
 
 全世界の連携機関において企業体験を行う CLIC プログラムの他、国際交流室の

FrontierLab を通して、全世界の大学と交流が可能となっている。宇宙地球科学専攻

の学生もこれらの制度を利用した。 
 理学部物理学科のカリキュラムについては、「防災概論」が「安全実験法」へ名称変

更、「Physics in English」の停止等、カリキュラム小規模変更の年次進行分が予定通

り行われた。また、理学への招待、理数オナープログラム、縦断合宿、木曜企画（物

理学セミナー）などの、教育プログラム後継としての科目は、今後の方向性について

の議論を進めながらも継続して行った。一方で、第三期中期目標に向けた大規模な教

育改革が予定されており、今後の定員削減に伴う学部全体の教育体制の見直しと次年

度よりスタートする GPA 制度や教育目標の設定、教育課程の体系化等の議論が開始さ

れた。 
 また、理学研究科宇宙地球科学専攻の大学院カリキュラムにも大きい変更は無かっ

た。 
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博士前期課程大学院入試（第 1 次募集と第 2 次募集） 
 

宇宙地球科学専攻は、夏に物理学専攻と合同で第 1 次募集の大学院入学試験を行う

と同時に、平成 17 年度からは、より広い分野からの人材を受け入れるべく、秋に専攻

独自の第 2 次募集を行っている。 
第 1 次募集（定員 28 名）は、平成 25 年 8 月 28 日～8 月 30 日に行われた（出願期

間：平成 25 年 7 月 8 日－11 日、合格発表：9 月 6 日）。筆記試験は 8 月 28 日 9:00-12:30
に物理、14:00-15:00 に英語の試験が行われた。これに引き続いて口頭試問が 8 月 29
日 10:00-18:00 と 8 月 30 日 9:30-13:00 に行われた。宇宙地球科学専攻の合格者は    

２７名であった（入学者は２２名）。 
第 2 次募集（定員若干名） は、平成 25 年 10 月 26 日に筆記試験と口頭試問が行わ

れた（出願期間：平成 25 年 10 月 17 日－18 日、合格発表：12 月 4 日）。9:30-10:30
に英語、11:00-12:30 に宇宙地球科学・小論文の筆記試験が行われた。小論文は、天文

学・宇宙物理、地球科学、物性、一般物理の中から２題選択とした。引き続いて口頭

試問が 14:00 から行われた。この試験の結果、３名の受験者から３名が合格した（入

学者３名）。 
第 1 次募集、第 2 次募集を合わせて、合計２５名が博士前期課程に入学した。大学

院の過去の入試問題は、ホームページ 
  http://www.ess.sci.osaka-u.ac.jp/japanese/6_admmision/64admi_exams.html 

に掲載されている。 
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2013 年度宇宙地球科学専攻卒業研究合同発表会プログラム 

 

○ 日 時 ： 平成 26 年 2 月 1 日（土） 
○ 場 所 ： F102 講義室 
○ 発表時間： 10 分（発表 7 分、質疑応答 3 分） 
○ 世 話 人： 中嶋研究室 

 
午前の部 
① 10:00～10：40 
座長：中嶋教授  

濱口基之（川村研究室） 

「RKKY型相互作用を持つ古典ハイゼンベルク模型のEwald法を用いた数値シミュレーション」 

久留飛寛之（常深研究室） 

  「NGC4945中心核近傍のブラックホール候補天体の発見」 

依田優大（近藤研究室） 

 「低温下におけるH2Oの磁化率測定」 

荻野理史（寺田研究室） 

  「大気形成主要元素の金属鉄-珪酸塩間分配実験」 

 

② 10:40~11:10 
座長：芝井教授  

上岡萌（寺田研究室） 

  「SHRIMPによるChelyabinsk隕石の年代分析」 

加藤尚希（中嶋研究室） 

  「1586年天正地震を引き起こした阿寺断層の変形構造-鉱物組成-元素組成分析」 

吉村太翔（長峯研究室） 

  「早期宇宙におけるBlack Holeの質量増加の計算」 
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③  11:20~12:00 
座長：佐々木教授 

南宇人（川村研究室） 

  「１次元近藤モデルとRKKYモデルの磁気秩序状態の探求」 

中道みのり（芝井研究室） 

 「FITE用遠赤外線検出器の感度試験」 

中屋佑紀（中嶋研究室） 

  「腐植物質の生成模擬過程のその場分光観測の試み」 

内藤有哉（長峯研究室） 

「超新星爆発における衝撃波問題」 

 

④  12:00~12:30 
座長：近藤教授 

來見圭祐（佐々木研究室） 

 「表層メタンハイドレートの内部構造観察」 

長崎性邦（中嶋研究室） 

 「鉄さびの生成速度の評価」 

山田恭平（寺田研究室） 

  「誘電分光法を用いた地下生物圏嫌気性微生物探査の基礎研究」 

 
午後の部 
⑤  13:30~14:10 
座長：長峯教授 

井出舜一郎（常深研究室） 

  「PolariS衛星搭載用X線偏光計のためのBe散乱体の性能評価」 

井澤洋介（中嶋研究室） 

  「タンパク質の凝集の温度効果」 

岡崎瑞祈（佐々木研究室） 

 「宇宙風化作用における硫黄の効果」 

長田章良（寺田研究室） 

  「岩石の部分一軸圧縮による電流の発生実験」 
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⑥  14:10~14:40 
座長：寺田教授 

井口智絵（中嶋研究室） 

  「大谷石分光測色法による岩石の色変化の追跡」 

伊藤哲司（芝井研究室） 

 「FITE光学系の要求精度評価と公差解析」 

中山大樹（川村研究室） 

  「作用反作用の法則が破れた相互作用をする自己駆動多体系シミュレーション」 

 
⑦ 14：50~15:20 
座長：川村教授 

小谷和也（長峯研究室） 

 「重力波放出を考慮したブラックホール周りを運動する星の軌道進化」 

安廣祐介（佐々木研究室） 

  「高温高圧下その場観察実験を用いたCuBr融解曲線の決定」 

桂川美穂（常深研究室） 

 「若い超新星残骸のガス運動非対称性」 

 
⑧  15:20~16:00 
座長：常深教授 

高橋絢子（寺田研究室） 

  「メイラード・タイプ反応で生じる微小球状有機物の形態観察」 

内賀嶋瞭（芝井研究室） 

  「FITE用可視カメラの画像処理プログラム開発」 

梅澤良介（中嶋研究室） 

  「水飽和率を変化させた砂岩の電気インピーダンス測定」 

丈六啓介（佐々木研究室） 

  「キャビテーションを用いた水中二酸化炭素濃度の測定方法の開発」 
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学位授与 
＜修士論文＞  世話役：常深研究室 
加藤 広樹  星周円盤における分裂片の破壊 

主査：長峯健太郎教授 副査：藤田裕准教授、住貴宏准教授 

五十嵐 淳哉 不均一性を考慮した1 次元バネ-ブロックモデルによる地震の数値シミュ

レーション 

主査：川村光教授 副査：廣野哲朗准教授、湯川諭准教授 

植田 祐史  速度状態依存摩擦則に従う1 次元バネ-ブロックモデルの数値シミュレー

ション – 破壊核形成過程とスロー地震 - 

主査：川村光教授 副査：中嶋悟教授、湯川諭准教授 

高柳 哲也  ランダム異方性のある3 次元ハイゼンベルグスピングラスのスピン-カイ

ラリティ秩序化 

主査：川村光教授 副査：谷口年史准教授、小林研介教授 

定本 真明  PolariS 搭載用 X 線散乱撮像偏光計プロトモデルの開発 

       主査：常深博教授 副査：芝井広教授、林田清准教授 

佐々木 将軍 MAXI を用いた Sco X-1の状態遷移の観測 

主査：常深博教授 副査：藤田裕准教授、林田清准教授 

石川 大志  高出力レーザーを用いたプラズマジェットの協同トムソン散乱計測 

主査：高部英明教授 副査：藤田裕准教授、坂和洋一准教授 

山浦 佑太  協同トムソン散乱計測を用いた高出力レーザー生成プラズマのターゲット

材質依存性に関する研究 

主査：高部英明教授 副査：長峯健太郎教授、坂和洋一准教授 

鳥居 大亮  月永久影領域シャクルトンクレーター内部の温度分布推定 

主査：佐伯和人准教授 副査：佐々木晶教授、山中千博准教授 

丸山 薫   アポロ粒子試料形状モデルを用いた影隠し衝効果の検証 

主査：佐伯和人准教授 副査：佐々木晶教授、湯川諭准教授 

島田 玲   高速衝突実験破片の３次元形状分布 

－はやぶさが採集したイトカワレゴリス形成機構への応用－ 

主査：佐々木晶教授 副査：寺田健太郎教授、佐伯和人准教授 

神山 啓   ナノ秒パルス電子線によりハイドレート中に誘起される捕捉電子の観察 

       主査：佐々木晶教授 副査：大高理准教授、谷口年史准教授 

秋山 直輝  宇宙遠赤外線観測用圧縮型 Ge:Ga 二次元アレイセンサーの開発 

主査：芝井広教授 副査：住貴宏准教授、谷口年史准教授 

須藤 淳   おうし座 V1174Tau に付随する伴星候補天体の近赤外線分光観測 

主査：芝井広教授 副査：住貴宏准教授、藤田裕准教授 
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丸田 弥生   前主系列星HD 34282 に付随する原始惑星系円盤の近赤外線偏光撮像観測  

主査：芝井広教授 副査：住貴宏准教授、林田清准教授 

山田 涼雅  拍手の集団同期現象に関するシミュレーション 

主査：川村光教授 副査：湯川諭准教授、菊地誠教授 

渡辺 健   S=1/2 三角格子ランダム・ハイゼンベルグモデルの低温量子磁気状態 

主査：川村光教授 副査：花咲徳亮教授、萩原政幸教授 

塚原 直   全球凍結期における生物活動解明への炭素同位体地球化学的研究 

主査：寺田健太郎教授 副査：中嶋悟教授、山中千博准教授 

中林 誠   サブミクロン局所年代分析に向けたレーザーイオン化 SNMS の開発 

主査：寺田健太郎教授 副査：中嶋悟教授、豊田岐聡教授 

内山 友莉恵 減衰全反射赤外分光法による皮膚角質層水分の測定 

主査：中嶋悟教授 副査：佐々木晶教授、久冨修准教授 

小川 裕美  湿度制御付き減衰全反射赤外分光法による生体物質への水の吸着･脱着 

挙動 

主査：中嶋悟教授 副査：佐々木晶教授、久冨修准教授 

恩賀 千絵  暗視野顕微可視分光法を用いた赤褐色化花崗岩の色分布の定量化 

主査：中嶋悟教授 副査：佐々木晶教授、佐伯和人准教授 

竹内 健   光散乱法を用いたタンパク質の大きさの測定 

主査：久冨修准教授 副査：近藤忠教授、中嶋悟教授 

濱本 真衣  鉱物粒子間隙水の透過赤外分光測定 

主査：中嶋悟教授 副査：近藤忠教授、山中千博准教授 

別所 寛紀  顕微赤外水熱その場観測によるアルカリ変質生成物 

Calcium Silicate Hydrate 生成過程の追跡 

主査：中嶋悟教授 副査：近藤忠教授、佐伯和人准教授 

前川 由佳  1999 年台湾集集地震における断層滑り挙動の推定 

–炭質物の分光分析による熱履歴解析– 

主査：廣野哲朗准教授 副査：近藤忠教授、寺田健太郎教授 

田窪 勇作  Density and thermoelastic properties of liquid Fe-O under pressure 

主査：近藤忠教授 副査：佐々木晶教授、寺崎英紀准教授、大高理准教授 

横山 直也  衝撃圧縮下における鉄ニッケル合金の音速と地球核への適用 

主査：近藤忠教授 副査：寺崎英紀准教授、重森啓介准教授 

安居 俊紀  温度勾配場におけるマントルオリビンの高圧相転移と元素拡散 

主査：近藤忠教授 副査：中嶋悟教授、寺崎英紀准教授 

 

 

・修士論文の発表会は平成 26 年 2月 12 日・13 日に物理学専攻と合同で執り行われた。 
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＜博士論文＞ 

寺木 悠人  RADIATION FROM RELATIVISTIC ELECTRONS IN A TURBULENT ELECTROMAGNETIC 

FIELD 

（乱流電磁場中の相対論的電子からの放射） 

公聴会日：平成 26 年 2 月 5 日 

主査: 長峯 健太郎 

副査: 常深 博、橋本 幸士、高原 文郎（大阪大学・名誉教授）、藤田 裕 

長谷川 幸彦  The Kelvin-Helmholtz Instability in the Protoplanetary Disk 

(原始惑星系円盤におけるケルビン・ヘルムホルツ不安定) 

公聴会日：平成 26 年 2 月 5 日 

主査: 長峯 健太郎 

副査: 芝井 広、寺田 健太郎、中川 義次（神戸大学・教授）、藤田 裕 

大島  基   Formation and Decay Mechanisms of Carboxyl Radicals through  

Intermolecular Hydrogen Transfers in Clathrate Hydrates 

(クラスレートハイドレートにおける分子間水素移動によるカルボキシル

ラジカルの生成および減衰機構) 

公聴会日：平成 26 年 2 月 5 日 

主査: 佐々木 晶 

副査:  川村 光、近藤 忠、大高 理、内田 努（北海道大学・准教授） 

松本 徹      Three-dimensional structure and surface micromorphology of regolith 

from Asteroid Itokawa: Implication for space weathering of regolith 

(小惑星イトカワのレゴリス粒子の 3 次元構造及び表面微細構造から探る

レゴリスの宇宙風化)  

公聴会日：平成 26 年 2 月 5 日 

主査: 佐々木 晶 

副査:  中嶋 悟、寺田 健太郎、佐伯 和人、𡈽山 明（京都大学・教授） 

山本 広大  Direct Imaging Search for Extrasolar Planets in the Pleiades Cluster 

(直接撮像によるプレアデス星団の太陽系外惑星探査) 

公聴会日：平成 26 年 2 月 6 日 

主査: 芝井 広 

副査: 佐々木 晶、長峯 健太郎、住 貴宏、林田 清 
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坂田 霞   Effects of metal ions, pressure, temperature, and basalt on the 
polymerization reactions of amino acids in hydrothermal systems and 
Organic geochemical investigation for subseafloor biosphere 
(海底熱水中の溶存イオン，圧力，温度，玄武岩がアミノ酸重合反応に及ぼ

す影響及び海底下地下生命圏に対する有機地球化学的考察) 

公聴会日：平成 26 年 2 月 6 日 

主査: 近藤 忠 

副査: 佐々木 晶、寺田 健太郎、山中 千博、寺崎 英紀 

西山 直毅  Characterizations of drying-infiltration and reaction processes in 
water-unsaturated sandstone 
(不飽和砂岩中の乾燥-浸透と反応過程のキャラクタリゼーション) 

公聴会日：平成 26 年 2 月 6 日 

主査: 中嶋 悟 

副査: 近藤 忠、佐々木 晶、寺田 健太郎、湯川 諭 

鈴木 大介  The Study of Giant Exoplanets beyond the Snow Line by Using 
Gravitational Microlensing 
(重力マイクロレンズを用いた氷境界外側の太陽系外巨大惑星の研究) 

公聴会日：平成 26 年 2 月 7 日 

主査: 芝井 広 

副査: 佐々木 晶、寺田 健太郎、住 貴宏、藤田 裕 

上田 周太朗 X-ray Study of Luminous Supermassive Black Holes in the Brightest 
Cluster Galaxies 
(X線を用いた銀河団中心銀河の超巨大ブラックホールの研究) 

公聴会日：平成 26 年 2 月 7 日 

主査: 常深 博 

副査:長峯 健太郎、芝井 広、藤田 裕、林田 清、 

   小山 勝二（京都大学・名誉教授） 

 

 

・定例の博士論文公聴会は平成 26 年 2 月 5 日～7 日に執り行われた。 
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進路状況（平成 25年度） 

 

＜理学部物理学科卒業者（宇宙地球科学教室配属者）＞ 計 32名 

・博士前期課程進学  

 （宇宙地球科学専攻） 17名 

 （他専攻） 2名 

 （他大学） 4名 

・就職  

 民間企業 4名 

 丸紅㈱、Tops京都、㈱光通信、㈱ワークスアプリケーションズ  

・その他 5名 

 

＜大学院博士前期課程修了者＞ 計 29名 

・博士後期課程進学  

 （宇宙地球科学専攻） 3名 

 （他研究科） 2名 

・就職  

 公務員等 1名 

  高校教員（三重県）  

 民間企業 24名 

  三菱電機㈱、ダイハツ九州㈱、㈱エクセディ、㈱オースビー、ア

チーブメント㈱、ケンミン食品㈱、キヤノン㈱、㈱三井住友銀行、

大和総研グループ、クリアパルス㈱、㈱東京精密、パナソニック

㈱、㈱環境総合テクノス、㈱三菱東京ＵＦＪ銀行、ウェザー・サ

ービス㈱、㈱日立ハイテクノロジーズ、キヤノン㈱、㈱ＮＴＴデ

ータ、㈱クラフト情報システム、ＪＸ日鉱日石金属㈱、㈱デンロ

コーポレーション、㈲アールスリーインスティテュート、富士通

㈱、㈱インテック 

 

・その他 1名 

 

＜大学院博士後期課程修了者＞ 計 9名 

・日本学術振興会 特別研究員（宇宙地球科学専攻） 3名 

・就職  

 公務員等 1名 

  大阪府教育委員会  

 法人 8名 

  大阪大学、京都大学、(独)産業技術総合研究所、(独)理化学研究

所、(独)国立天文台 
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＜大学院博士後期単位取得退学者＞ 計 2名 

・就職  

 民間企業 2名 

  AJS㈱、㈱ナノコネクト  
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学生支援活動（平成 25 年度） 

＜研修旅行＞ 

  物理学科研修旅行 平成 25 年 4 月 20 日－21 日 

  対 象 ：理学部物理学科 1 年生 

  研修先 ：西はりま天文台 

    参加教官：川村 光、住 貴宏、田越 秀行、横山 正 

 

  学年縦断合宿 平成 25 年 9 月 29 日－9 月 30 日 

  対 象 ：物理学科学生 

  研修先 ：みさと天文台、和歌山製鉄所（新日鉄住金）、酒蔵見学 

    参加教官：薮田 ひかる 

 

＜相談室等＞ 

  近藤 忠、大高 理 ：理学部学生相談委員 

 

 

＜奨学金（大学院生）＞ 

日本学生支援機構奨学金 

   第一種奨学金 22 名 

   第二種奨学金 1 名 

   第一種・第二種奨学金 併用 1 名 
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TA・RA 採用者名簿（平成 25 年度） 

＜ティーチング アシスタント採用者＞ 

・全学教育推進機構採用 

上野 広樹  (M1)  自然科学実験１生物・地学、自然科学実験２地学、地学実験 

鈴木 麻由  (M1)   自然科学実験１生物・地学、自然科学実験２地学、地学実験 

瀬尾 政貴  (M1)  自然科学実験１生物・地学、自然科学実験２地学、地学実験 

田窪 勇作  (M2)  自然科学実験１生物・地学、自然科学実験２地学、地学実験 

塚原 直   (M2)  自然科学実験１生物・地学、自然科学実験２地学、地学実験 

鳥居 大亮  (M2)   自然科学実験１生物・地学、自然科学実験２地学、地学実験 

林  雅也  (M1)   自然科学実験１生物・地学、自然科学実験２地学、地学実験 

部谷 直大  (M1)   自然科学実験１生物・地学、自然科学実験２地学、地学実験 

別所 寛紀  (M2)   自然科学実験１生物・地学、自然科学実験２地学、地学実験 

細木 亮太  (M1)   自然科学実験１生物・地学、自然科学実験２地学、地学実験 

前川 由佳  (M2)   自然科学実験１生物・地学、自然科学実験２地学、地学実験 

安居 俊紀  (M2)   自然科学実験１生物・地学、自然科学実験２地学、地学実験 

横山 直也  (M2)   自然科学実験１生物・地学、自然科学実験２地学、地学実験 

 

 

・理学部採用 

加藤広樹   （M2）  力学 2演義アドバンスト 

篠田智大   （M1）  力学 2演義アドバンスト 

高柳哲也   （M2）  数理物理 1演義アドバンスト 

渡辺 健   （M2）  数理物理 1演義アドバンスト 

佐塚達哉   （M1）  数理物理 2演義アドバンスト 

辻 雄介   （M1）  数理物理 2演義アドバンスト、電磁気学 1演義スタンダード 

佐野保道   （D2）  電磁気学 1スタンダード 

伊藤伸一   （D2）  統計力学 1演義スタンダード 

五十嵐淳哉  （M2）  統計力学 1演義スタンダード 

植田祐史   （M2）  熱物理学演義アドバンスト 

崎山泰樹   （M1）  熱物理学演義アドバンスト 

鈴木麻由   （M1）  量子力学 1演義スタンダード、オナー運営 TA 

榎原聖太   （M1）  先端物理学・宇宙地球科学輪講 

木村壮志   （M2）  物理学実験 1.2（X線） 

田中浩奈   （M1）  物理学実験 1.2（X線） 

田窪勇作   （M2）  物理学実験 1.2（X線） 

中林 誠   （M2）  物理学実験 1.2（高温・熱測定） 

西川真央   （M1）  物理学実験 1.2（高温・熱測定） 

秋山直輝    （M2）  物理学実験 1.2（エレクトロニクス） 

大江亮徳   （M2）  物理学実験 1.2（エレクトロニクス） 

佐々木将軍  （M2）  物理学実験 1.2（エレクトロニクス） 

中谷陽一   （M1）  物理学実験 1.2（生体物質の光計測） 

西村友香   （M1）  物理学実験 1.2（生体物質の光計測） 

大島 基   （D3）  宇宙地球 FW1.2.3.4 

塔ノ上亮太  （D2）  宇宙地球 FW1.2.3.4 
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前川由香   （M2）  宇宙地球 FW1.2.3.4 

須藤 淳   （M2）  宇宙地球 FW1.2.3.4、物理学実験基礎 

鳥居大亮   （M2）  宇宙地球 FW1.2.3.4 

別所寛紀    （M2）  宇宙地球 FW1.2.3.4 

濱本真衣    （M2）  宇宙地球 FW1.2.3.4 

恩賀千絵   （M2）  宇宙地球 FW1.2.3.4 

部谷直大   （M1）  宇宙地球 FW1.2.3.4 

上野広樹   （M1）  宇宙地球 FW1.2.3.4 

山口青輝   （M1）  物理学実験基礎 

 

 

・専門教育教務委員会経費採用 

丸山 薫 (M2) 物理学 1A 

 

・理学部プロジェクト型教育プログラム採用  

鈴木 麻由 (M1) オナーセミナー 
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＜リサーチ アシスタント採用者＞ 

・卓越した大学院拠点形成支援補助金 

會見 有香子 (D2) 芝井研究室 

大谷 卓也 (D3) 宇宙進化研究室 

上司 文善 (D1) 常深研究室 

桒田 嘉大 (D2) 芝井研究室 

小西 美穂子 (D1) 芝井研究室 

佐々木 彩奈 (D1) 芝井研究室 

佐野 保道 (D2) 宇宙進化研究室 

下山 裕太 (D1) 近藤研究室 

塔ノ上 亮太 (D2) 中嶋研究室 

長谷川 幸彦 (D3) 宇宙進化研究室 

山本 広大 (D3) 芝井研究室 

和田 光平 (D3) 芝井研究室 

 

 

・卓越した大学院拠点形成支援補助金（未来戦略） 

大谷 卓也 (D3) 宇宙進化研究室 

桒田 嘉大 (D2) 芝井研究室 

長谷川 幸彦 (D3) 宇宙進化研究室 

和田 光平 (D3) 芝井研究室 

 

 

・基礎科学研究者養成プロジェクト 

會見 有香子 (D2) 芝井研究室 

ALIPOUR LEILA (D2) 中嶋研究室 

大谷 卓也 (D3) 宇宙進化研究室 

上司 文善 (D1) 常深研究室 

桒田 嘉大 (D2) 芝井研究室 

小西 美穂子 (D1) 芝井研究室 

佐々木 彩奈 (D1) 芝井研究室 

佐野 保道 (D2) 宇宙進化研究室 

下山 裕太 (D1) 近藤研究室 

塔ノ上 亮太 (D2) 中嶋研究室 

長谷川 幸彦 (D3) 宇宙進化研究室 

山本 広大 (D3) 芝井研究室 

和田 光平 (D3) 芝井研究室 
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教員担当委員一覧　(平成25年度)

近藤　忠

藤田　裕 議長団、広報委員会

廣野　哲朗

総合学術博物館兼任教員、兼任教員(地学)、共
通教育地学実験世話人、新入生既修得単位認定
審査委員(地学)、学生実験予算小委員会、理学
部共通教育連絡委員会

谷口　年史 学部教育教務委員、カリキュラム委員

情報資料室運営委員会

深川　美里 放射線障害防止委員会

寺﨑　英紀

芝井　広
大学院入試委員、理学部入試実施委員会、大学院
入試実施委員会、学務評価委員会、安全保障貿易
管理アドバイザー

安全衛生担当、ブロック安全衛生委員会エックス
線・放射線専門委員会

 ＜准教授＞

佐伯　和人
宇宙地球フィールドワーク、新入生既修得単位認
定審査委員(地学)、理学研究科留学生担当

中嶋　悟

学生生活委員会(全学･理学部)、副研究科長、企
画調整会議、学部教育学務委員会、理学研究科研
究公正委員会、情報倫理委員会、カリキュラム委
員、「中期目標・中期計画策定」WG、防災委員
会、湯川記念室委員会、基礎理学プロジェクト研
究センター運営委員会、理学部学生相談員、ハラ
スメント対策委員会

橋爪　光

山中　千博

中嶋　大
議長団、カリキュラム委員、広報委員会オープン
キャンパス小委員会

川村　光

いちょう祭実行担当

長峯　健太郎

湯川　諭

議長団、学生実験、技術部教育支援室連絡委員
会、技術部研究支援室連絡委員会

久冨　修

桂　誠

施設マネジメント委員会、学年担任（1年）、研
修旅行、理学懇話会運営委員会、年次報告書作成

 ＜助教＞

動物実験委員会、基礎科学研究者養成プロジェ
クト実施委員会、年次報告書作成

谷　篤史

住　貴宏 研修旅行

大高　理
学生生活委員会、理学部学生相談員、学務評価委
員会

植田　千秋

防災班員

釣部　通 ＯＤＩＮＳ

藪田　ひかる 学年縦断合宿委員

ＯＤＩＮＳ、ネットワークシステム委員会、技
術部情報ネットワーク室連絡委員会

防災班員

研修旅行

吉野　元 専攻ＨＰ作成、Web情報委員会

横山　正

 ＜教授＞

境家　達弘 専攻秘書室機器担当

田越　秀行 研修旅行

林田　清 国際交流委員会

専攻HP作成、2次試験実行委員、安全衛生担当、
国際物理コース運営委員会、生物科学科生命理学
コース運営委員会、21世紀懐徳堂企画委員会、適
塾管理運営委員会、大学院教育教務委員会、大学
院入試実施委員会、ブロック安全衛生管理委員、
技術部分析測定室連絡委員会、理学部プロジェク
ト教育実施委員会

佐々木　晶 社学連携委員会、広報委員会

寺田　健太郎
学年担任（2年）、カリキュラム委員、就職担
当、Web情報委員会

常深　博

学科長、専攻長、学年担任（3年）、国際物理
コース運営委員会、理学部入試委員会、理学研究
科大学院入試委員会、理学懇話会運営委員会、防
災委員会、防災班員、「中期目標・中期計画策
定」WG
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入試実務関係 

 
本専攻の教員は学部、大学院に関する入試の実務に携わっている。その仕事は質・量とも

に膨大であり、負担は大きい。しかし、その性格上、個人名を出すことはできないが、仕

事量を知っていただくことは重要であると考え、あえて個人名は伏せて実情を報告する。  
 
学部入試 
主に、物理の問題にかかわり、物理学専攻と協力して出題、採点に大きな責任を負ってい

るが、その他にも各種の仕事を行っている。平成 25 年度学部入試から、後期試験は実施し

なくなったものの、代替処置として前期試験は一般枠と挑戦枠という二つになった。挑戦

枠は物理学科を志望する学生の中の希望者だけであるので、受験生数は後期よりも少ない。

ことの良し悪しは別にして、結果として以前より負荷が減ることはなくむしろ増えたよう

に感じている。こうして前期試験での物理の出題ならびに採点、英語採点に多くの教員が

関与している。また私費外国人留学生特別選抜に関する業務にもある。前期試験の他、セ

ンター試験での監督業務についた人もいる。 
 
大学院入試 
物理学専攻と共同で前期課程 1 次募集の入試を実施している。実際上、監督等の実務につ

いては全て教員の負担で行なわざるを得ない状態にある。数名の教授・准教授が出題採点

に、助教がデータ管理ならびに監督業務に携わった。面接試験には教授全員と多数の准教

授が関与した。平成 17 年度から宇宙地球科学専攻単独で実施している前期課程 2 次募集で

も、多くの教員が準備作業、出題採点および試験監督業務に携わった。 
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学外委員 (平成 25 年度) 

＜教授＞ 
川村 光 日本学術振興会 / 学術システム研究センター 主任研究員（数物系） 
  日本物理学会 / 理事 
  京都大学基礎物理学研究所 / 運営協議会 委員 
  京都大学数理解析研究所 / 専門委員会 委員 
  西宮湯川記念事業 / 運営委員会委員 
  東京大学物性研究所 / スーパーコンピューター共同利用課題審査委員会 委員 
  Progress of Theoretical and Experimental Physics / 編集委員 
  基研滞在型国際会議 NQS2014 / 組織委員長 
  OIST 国際ワークショップ NQMP2014 / Program Committee 
  Highly Frustrated Magnetism (HFM) 2014 / International Advisory Board 
近藤 忠 日本鉱物科学会 / 日本鉱物科学会誌 編集委員 
  物質構造研究所 / 高エネルギー加速器研究機構・構造物性研究センター・ 
  極限環境下物性プロジェクトリーダー 
佐々木 晶 日本学術会議 / 連携会員、地球惑星科学委員会企画分科会、地球惑星圏分科会、 
  社会貢献分科会、COSPAR 分科会、総合工学委員会フロンティア人工物分科会 
  各委員 
  JAXA 宇宙科学研究所 / 宇宙理学委員会 委員 
  国立極地研究所 / 南極隕石委員会 委員 
  日本地球惑星科学連合 / 代議員、宇宙惑星科学セクションボードメンバー 
  日本惑星科学会 / 運営委員 
  COSPAR / 日本代表、理事 
芝井 広 日本学術会議 / 連携会員 
  日本学術会議 / 第３部物理学委員会 天文学・宇宙物理学分科会 委員 
  日本学術会議 / 第３部物理学委員会 ＩＡＵ分科会 委員 
  JAXA 宇宙科学研究所 / 宇宙理学委員会 委員 
  JAXA 宇宙科学研究所 / 大気球科学研究委員会 委員 
  JAXA 宇宙科学研究所 / 国際共同ミッション推進研究(A) 審査委員 
  神戸大学惑星科学センター / 運営委員会 委員 
  神戸大学惑星科学センター / 外部評価委員会 委員 
  日本赤外線学会 / 編集委員長 
  日本天文学会 / 代議員 
常深 博 一般社団法人日本物理学会 / JPSJ 編集委員 
  公益財団法人宇宙科学振興会 / 研究助成審査会 委員 
  山田科学振興財団 / 助成金審査委員 
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寺田 健太郎 日本地球化学会 Geochemical Jounal 誌 / 編集委員 
  広島大学総合博物館 / 企画委員 
  日本学術会議地球惑星科学委員会 IUGS 分科会 / ICS 対応地質年代学小委員会 
  日本地球化学会 / 評議委員 
中嶋 悟 高分子研究所 / 評議員 
  大阪府立北野高等学校 / サイエンスアドバイザー 
 
＜准教授＞ 
植田 千秋 日本磁気科学会 / 日本磁気科学会 理事 
大高 理 日本高圧力学会 / 編集委員会 委員長 
  日本材料学会 / 極限環境部門委員会 委員長 
佐伯 和人 宇宙航空研究開発機構(JAXA) /  宇宙科学研究本部 宇宙理学委員会 研究班員 
  宇宙航空研究開発機構(JAXA) / 次期月探査着陸地点検討会 主査 
  日本惑星科学会 / 最優秀発表賞、最優秀研究者賞選考委員会 委員 
住  貴宏 NASA / WFIRST Science Definition Team member 
寺崎 英紀 日本鉱物科学会 / 行事委員 
  日本鉱物科学会 / Elements 委員 
  SPring-8 利用者懇談会 / 地球惑星科学研究会 副代表 
  アメリカ地球物理学連合 / AGU 2013Fall meeting 鉱物物理セッション 

コンビーナ 
林田 清 社団法人日本天文学会 / 年会開催地 理事 
久冨 修 日本生物物理学会 / 分野別専門委員 
廣野 哲朗 日本地球掘削科学コンソーシアム / 陸上掘削部会 部会長補佐 
  大阪地方裁判所 / 大阪高等裁判所 専門委員 
山中 千博 電子スピンサイエンス学会 / 電子スピンサイエンス学会 理事 
  智のシンポジウム組織委員会 / 智のシンポジウム組織委員会 
  関西サイエンスフォーラム / 関西サイエンスフォーラム第３専門部会 
湯川 諭 東京大学物性研究所 / スーパーコンピューター共同利用課題審査委員会 委員 
  物性研究 / 各地編集委員 
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＜助教＞ 
谷 篤史 日本地球惑星科学連合 / 広報普及委員 
  日本地球惑星科学連合 / JGL 編集小委員 
  日本エネルギー学会 / 天然ガス部会ガスハイドレート研究会 副幹事長 
  科学技術動向研究センター / 専門調査員 
  電子スピンサイエンス学会 / SEST 会誌編集委員会 委員 
釣部 通 国立天文台 / 理論専門委員会計算機運用小委員会 
深川 美里 国立天文台 / すばる小委員会 委員 
  国立天文台 / 岡山天体物理観測所プログラム小委員会 委員 

TMT / International Science Development Team convener 
  光学赤外線天文連絡会 / 将来計画検討報告書 編集委員
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客員教授・共同研究員等 (平成 25 年度) 

＜教授＞ 
川村 光 東京大学地震研究所 / 特定共同研究（Ａ）予測シュミレーションモデルの高度化の

為の手法開発 
近藤 忠 九州大学 / 大学院学生副担任 
 物質構造科学研究所 / 客員教授 
 高輝度光科学研究センター / 共同利用研究員 
 高エネルギー加速器研究機構 / 共同利用研究員 
佐々木 晶 放送大学 / 客員教授 
 JAXA 宇宙科学研究所 / 宇宙理学研究班員 
 JAXA 宇宙科学研究所 / プロジェクト共同研究員 
芝井 広 JAXA 宇宙科学研究所 / 宇宙理学研究班員 
 JAXA 宇宙科学研究所 / プロジェクト共同研究員（気球、あかり、SPICA） 
寺田 健太郎 広島大学大学院理学研究科 / 客員教授 
 宇宙科学研究所 / はやぶさ２プロジェクト研究員 
長峯 健太郎 ネバダ大学 / 客員研究員 
 
＜准教授＞ 
大高 理 愛媛大学地球深部ダイナミックス研究センター / 客員研究員 
佐伯 和人 宇宙航空研究開発機構(JAXA) / 月着陸探査計画共同研究員 
寺崎 英紀  高輝度光科学研究センター / 共同利用研究員 
 高エネルギー加速器研究機構 / 共同利用研究員 
藤田 裕 愛媛大学 / 客員研究員 
山中 千博  レーザー技術総合研究所 / 共同研究員 
 
＜助教＞ 
谷 篤史 海洋研究開発機構 / 招聘研究員 
 明治大学 / 客員研究員 
深川 美里 JAXA 宇宙科学研究所 / 宇宙理学研究班員 
 JAXA 宇宙科学研究所 / プロジェクト共同研究員（気球、あかり、SPICA） 
 広島大学宇宙科学センター / 客員准教授 
薮田 ひかる 宇宙科学研究所 / はやぶさ２プロジェクト研究員 
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国際・国内会議・研究会主催共催 (平成 25 年度) 

川村 光 The International Symposium on Research Frontiers of Physics, Earth and Space  

Science（物理学、宇宙・地球惑星科学の学際研究フロンティアの動向） 

大阪大学豊中キャンパス・シグマホール / 2013年 12月 17日～12月 18日 

 

常深 博 国際会議 "The 12th Symposium on X-ray Imaging Optics" 

 大阪大学中之島センター / 2013年 11月 18日～11月 20日 

 

寺田 健太郎 「惑星物質科学のフロンティア」研究会 

 東京大学宇宙線研究所 / 2014年 3月 13日～2014年 3月 14日 

 大阪大学未来研究イニシアティブ・グループ支援事業講演会「質量分析で拓く 

 宇宙・地球科学の最前線」 

 大阪大学 / 2013年 12月 20日 

 

中嶋 悟 International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy 

 Kobe, Japan / 2013年 8月 25日～8月 30日 

 International Symposium on Research Frontiers of Physics, Earth and Space  

 Science 

 Osaka, Japan / 2013年 12月 17日～12月 18日 

 日本顕微鏡学会～JSM-2013第 69回学術講演会 

 大阪 / 2013年 5月 20日～5月 22日 

 

植田 千秋 日本磁気科学会第 8回年会 

 東北大学 / 2013年 11月 20日～11月 22日 

 

佐伯 和人 伊豆大島無人観測ロボットシンポジウム 

 東京都大島町 / 2013年 11月 7日～11月 15日 

 無人観測ロボットシンポジウム地震研研究会 

 東京都文京区 / 2014年 2月 14日 

 

藤田 裕 高エネルギー宇宙物理学研究会 

 パレス松州 (宮城県) / 2013年 11月 17日～11月 19日 

 銀河団の物理 

 東京理科大学 / 2013年 12月 28日 

 

山中 千博 地震予知研究公開講演会 

 大阪 / 2014年 3月 17日 
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湯川 諭 第 19回「交通流のシミュレーションシンポジウム」 

 名古屋大学 / 2013年 12月 16日～12月 17日 

 6th Hungary-Japan Bilateral Workshop on Statistical Physics of Breakdown  

 Phenomena 

 大阪、神戸 / 2013年 3月 13日～3月 18日 

 

田越 秀行 4th Korea-Japan Workshop on KAGRA 

 大阪大学 / 2013年 6月 10日～6月 11日 

 

谷 篤史 第 30 回 ESR 応用計測研究会，2013 年度ルミネッセンス年代測定研究会，第 38 回

フィッション・トラック研究会 合同研究会 

 伏尾温泉 不死王閣 / 2014年 2月 16日～2014年 2月 18日 

 日本第四紀学会特別講演会 

 大阪大学 / 2013年 6月 22日 

 

横山 正 日本地球惑星科学連合 2013年大会（生命･水･鉱物･大気相互作用セッション共同コ

ンビーナ、ナノ鉱物が支配する地球表層環境セッション共同コンビーナ） 

  千葉幕張 / 2013年 5月 19日～5月 24日 
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他大学での非常勤講師 (平成 25 年度) 

＜教授＞ 

寺田 健太郎 広島工業大学、地学概論 

 

＜准教授＞ 

谷口 年史 関西学院大学、物理学特殊講義Ⅹ 

 

＜助教＞ 

釣部 通 甲南大学理工学部、流体力学Ｉ, II 

 

 

他大学での博士学位審査協力 (平成 25 年度) 

＜教授＞ 

佐々木 晶  総合研究大学院大学・宇宙科学専攻 

芝井 広  筑波大学・大学院数理物質科学研究科 

  東京大学・大学院理学系研究科 

長峯 健太郎 ネバダ大学 (Department of Physics and Astronomy) 
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2013 年度宇宙地球科学セミナー 

第１回 

日  時： 2013年 5日 13日（月） 15:00～16:00 

場  所： F608 

タイトル： 「惑星科学 40年来の問題を解決した日本の小惑星探査衛星はやぶさ」 

講演者名： 廣井 孝弘 

所属・職： 米国ブラウン大学・Senior Research Associate 

担  当： 寺田 健太郎 

 

第２回 

日  時： 2013年 12日 16日（月） 16：20～ 

場  所： F608 

タイトル： 「The Co-Evolution of Supermassive Black Holes and Galaxies」 

講演者名： C. Megan Urry 

所属・職： Israel Munson Professor of Physics and Astronomy  Director,  

Yale Center for Astronomy & Astrophysics, US 

担  当： 常深 博 

 

第３回 

日  時： 2014年 2日 20日（木） 14：40～16：10 

場  所： F202 

タイトル： 「地球衝突天体 Earth Impactors!」 

講演者名： 阿部 新助 

所属・職： 日本大学理工航空宇宙工学科・准教授 

担  当： 佐々木 晶、佐伯 和人 

 

第４回 

日  時： 2014年 3日 7日（金） 14：00～15：10 

場  所： F608 

タイトル： 「From supermassive black holes to the large-scale structure of the Universe」 

講演者名： Norbert Werner 

所属・職： Stanford University, Research Associate (staff) 

担  当： 藤田 裕 
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社会貢献 (平成 25 年度) 

＜講演会＞ 

寺田 健太郎 （主催：広島大学サイエンスカフェ）一般対象講演会「星と元素」 

 広島大学、2013 年 12月 14日、参加者： 70名 

寺田 健太郎 （主催：徳島県立あすたむらんど） 

 一般対象講演会「いん石からわかる太陽系の歴史」 

 徳島県立あすたむらんど、2013年 11月 16日、参加者： 50名 

住 貴宏 講演「重力マイクロレンズによる 系外惑星探査」 

 大阪大学中之島センター、2013年 10月 5日、参加者： 200名 

藪田 ひかる（主催：鳴沢真也）西はりま天文台天文講演会 

「小惑星・隕石・彗星たちが地球に運んだ、生命の材料」 

 兵庫県立大学西はリま天文台、2013年 5月 4日、参加者： 70名 

 

＜公開講座＞ 

芝井 広 KASPIセミナー 「第２の地球を探そう－太陽系外の惑星・生命探査」 

 大阪府立大学、2013年 4月 30日、参加者： 40名、90分 

 出張講義「宇宙の世界への旅立ち－第 2の地球と生命を探す－」 

 土佐塾高校、2013年 6月 22日、参加者： 90名、70分×2回 

 川西市生涯学習短期大学 宇宙・天文学科 

 川西市生涯学習センター、2013年 5月 25日、参加者： 70名、90分 

 川西市生涯学習短期大学  宇宙・天文学科 

 川西市生涯学習センター、2013年 6月 1日、参加者： 70名、90分 

 京都府私立中高教育研究大会、理科「天文学の楽しさを知る」 

 京都産業大学附属中学校・高等学校、2013年 10月 20日、 

 参加者： 38名、180分 

 出張講義「宇宙にもう一つの地球や生命を探す」 

 京都府立南陽高等学校、2013年 11月 7日、参加者： 53名、90分 

寺田 健太郎 （主催：茨木市畑田小学校）出張講義「流れ星とほうき星」 

 茨木市畑田小学校、2014年 1月 21日、参加者： 80名 

 （主催：三原市教育委員会）三原市もっと知りたい天文学講座 

 「みぢかな放射線と太陽系の年れい」  

 ペアシティ三原西館、2013年 7月 13日、参加者： 50名 

 （主催：三重県立津西高等学校） 

 出張講義「いん石からわかる太陽系 46億年の歴史」  

 三重県立津西高等学校、2013年 8月 16日、参加者： 100名 

 （主催：西宮市立西宮東高校）出前講義「いん石からわかる太陽系 46億年の歴史」 

 西宮市立西宮東高校、2013年 6月 19日、参加者： 50名 

 （主催：大阪大学） 
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寺田 健太郎 阪大オープンキャンパス「いん石からわかる太陽系 46億年の歴史」  

 大阪大学、2013 年 8月 20日、参加者： 200名 

 （主催：大阪大学総合博物館） 

 大阪大学総合博物館サイエンスカフェ「いん石からわかる太陽系 46億年の歴史」 

 大阪大学総合博物館、2013年 9月 28日、参加者： 80名 

 （主催：大阪府立茨木高等学校） 

 出張講義「いん石からわかる太陽系 46億年の歴史」 

 大阪府立茨木高等学校、2013年 10月 19日、参加者： 50名 

 （主催：広島市立こども文化科学館） 

 スーパーサイエンスミュージアム 「いん石からわかる太陽系誕生の秘密」  

 大阪大学、2013 年 9月 1日、参加者： 50名 

長峯 健太郎 大阪大学オープンキャンパス「コンピュータで宇宙旅行」 

  理学研究科 F608、2013年 8月 20日、参加者： 100名 

林田 清 川西生涯学習短期大学「超新星 星の一生とその最期」 

 川西市生涯学習センター、2013年 11月 9日、参加者： 70名 

 川西生涯学習短期大学「爆発のなごり（超新星とその残骸）」 

 川西市生涯学習センター、2013年 11月 26日、参加者： 70名 

 高校生むけビデオ講義「X線天文学」 

 大阪大学、2013 年 9月 20日、参加者： 30名 

藤田 裕 大阪府立高津高校「体験型進路学習」への協力「宇宙の研究」 

 大阪大学理学部、2013年 7月 11日、参加者： 5名 

 模擬授業（兵庫県立西宮高校）「宇宙 137億年の歴史」 

 大阪大学理学部、2013年 10月 24日、参加者： 50名 

山中 千博 （主催：物理オリンピック日本委員会） 

 実験研修、物理オリンピック候補生の実験研修 

 大阪大学、2013 年 5月 25日～5月 26日、参加者： 5名 

 （主催：兵庫県立川西緑台高校） 

 出張講義「いん石からわかる太陽系 46億年の歴史」 

 兵庫県立川西緑台高校、2013年 10月 23日、参加者： 80名 

 （主催：兵庫県立鳴尾高校） 

 出張講義「いん石からわかる太陽系 46億年の歴史」 

 兵庫県立鳴尾高校、2013年 11月 8日、参加者： 70名 

 （主催：北天満商店街） 

 北天満サイエンスカフェ 北天満商店街「いん石からわかる太陽系 46億年の歴史」 

 北天満商店街、2013 年 8月 30日、参加者： 20名、 

谷 篤史 しょうじ地域子ども教室「氷の中に花が咲く？チンダル像の観察」 

 豊中市立少路小学校、2013年 11月 30日、参加者： 40名 

 出身高校訪問、燃える氷「メタンハイドレート」～研究や開発,調査の紹介～ 

 大阪府立四條畷高校、2013年 7月 26日、参加者： 360名 
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深川 美里 講座「見えない光で観る宇宙－惑星の誕生－」 

 大阪市まちづくり情報発信施設「アイ・スポット」、2013年 7月 29日、 

 参加者： 30名 

宇宙進化グループ（主催：成川 達也）星祭り「星をもとめて」 

 星たちの「さえずり」に耳をすませば-ようこそ！重力波による天文学へ- 

 京都府南丹市園部町 るり渓温泉、2013年 9月 15日、参加者： 100名 

地球物理化学グループ（主催：倉光 成規）生物科学科公開講座（実習講習会）研究紹介 

 大阪大学豊中キャンパス F棟 221、2013年 12月 27日、参加者： 12名 

 

＜運営協力＞ 

芝井 広 川西市生涯学習短期大学 宇宙・天文学科 

  計画・立案 

佐伯 和人 京都市立紫野高等学校研究室交流会「人類は宇宙に住む事ができるか」 

  大阪大学豊中キャンパス、2013年 10月 10日、参加者： 11名 

湯川 諭 課題作成協力、 

高校生のためのスーパーコンピューティングコンテスト SuperCon 2013 

 大阪大学、東京工業大学、2013年 8月 19日～8月 23日 

谷 篤史    中学二年生職業体験実習、大学の研究室における職場体験 

 大阪大学、2013 年 11月 13日～11月 15日、参加者： 3名 

惑星内部物質学グループ（主催：大阪大学）いちょう祭「室温の氷（水に沈む氷）」 

 理学部 F棟玄関、参加者： 80名 

 （主催：大阪大学）いちょう祭「地球の内部を探る」 

 理学部 F棟玄関、参加者： 80名 

 （主催：大阪大学）オープンキャンパス、研究室見学 

 理学部 F棟 429、参加者： 120名 

 

受賞 (平成 25 年度) 

芝井 広 大阪大学 大阪大学総長顕彰 

常深 博 大阪大学 大阪大学総長顕彰 

住 貴宏 大阪大学 大阪大学総長顕彰 

中嶋 大 大阪大学 大阪大学総長奨励賞 

藪田 ひかる 大阪大学 大阪大学総長奨励賞 

當真 賢二 日本天文学会 第 25 回研究奨励賞 

 「ガンマ線バーストの偏光と相対論的ジェットの研究」 

 日本物理学会 第 8回若手奨励賞 

 「ガンマ線バーストの偏光と相対論的ジェットの研究」 
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海外出張　(平成25年度)

研究者氏名 出張期間 渡航先 用務 旅費の出所

<教官>

深川美里
2013.4.7 -
4.14

ハワイ / アメリカ ALMA国際会議 科学研究費補助金

川村光
2013.5.17 -
5.25

サマルカンド市 /
ウズベキスタン

NATO Advanced Research Workshop
"New Challenges in Complex System
Physics"に参加し、研究発表

受託研究・JSPS
（学術研究動向調査）

田越秀行
2013.5.19 -
5.26

アメリカ
国際会議「GR Science
workshop」出席

科学研究費補助金

寺崎英紀
2013.5.22 -
5.24

アルゴンヌ国立研究所 /
アメリカ

シンポジウム発表
（招待講演）

先方負担

横山正
2013.6.8 -
6.18

フランス
「14th International
Symposium on Water-Rock
Interaction」に参加、発表

科学研究費補助金

長峯健太郎
2013.6.15 -
6.22

ドイツ
国際会議”COSMIC DAWN IN
RINGBERG"

先方負担

住貴宏
2013.6.21 -
6.23

中国
Medium-Size Telescope
Sience Workshopの招待講演

天文学振興財団

長峯健太郎
2013.7.7 -
7.13

イギリス 国際会議"MIND THE GAP" 先方負担

常深博
2013.7.8 -
7.15

Yale大学 / アメリカ
SWG会議に参加し、研究に
関する情報収集を行うため

科学研究費補助金

中嶋大
2013.7.9 -
7.14

Yale大学 / アメリカ
SWG会議に参加し、研究に
関する情報収集を行うため

科学研究費補助金

吉野元
2013.7.20 -
7.29

バルセロナ
Universitat Politècnica
de Catalunya / スペイン

7th International Discussion
Meeting on Relaxations in Complex
Systemsに参加し、研究発表

科学研究費補助金

深川美里
2013.7.21 -
7.26

ハワイ / アメリカ TMTフォーラム 国立天文台

薮田ひかる
2013.7.28 -
8.4

エドモントン / カナダ 国際隕石学会での研究発表 科学研究費補助金

長峯健太郎
2013.8.4 -
8.10

アメリカ
国際会議"MASSIVE BLACK
HOLES: BIRTH, GROWTH, AND
IMPACT"

先方負担

田越秀行
2013.8.6 -
8.10

APCTP / 韓国
2013 International School on
Numerical Relativity and
Gravitational Wavesで発表

東京大学宇宙線研究所

長峯健太郎
2013.8.12 -
8.16

アメリカ
国際研究会"SANTA CRUZ
GALAXY WORKSHOP 2013"

先方負担

長峯健太郎
2013.8.17 -
8.18

UC SANTA CRUZ /
アメリカ

国際共同研究会"AGORA
WORKSHOP"

先方負担
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研究者氏名 出張期間 渡航先 用務 旅費の出所

<教官>

常深博
2013.8.23 -
8.28

SanDiego Convention
Center / アメリカ

SPIE Option+Photonicsに
参加し、研究に関する
情報収集を行うため

科学研究費補助金

中嶋大
2013.8.24 -
8.29

SanDiego Convention
Center / アメリカ

SPIE Option+Photonicsに
参加し、研究に関する
情報収集を行うため

科学研究費補助金

橋爪光
2013.8.24 -
8.31

イタリア Goldschmidt国際会議出席 科学研究費補助金

薮田ひかる
2013.8.24 -
9.3

フィレンツェ / イタリア
ゴールドシュミット国際会議
での研究発表

科学研究費補助金

大高理
2013.8.31 -
9.10

イギリス 国際会議発表
科学研究費補助金
運営交付金

深川美里
2013.9.1 -
9.5

ASIAA / 台湾 ALMA国際会議 科学研究費補助金

長峯健太郎
2013.9.5 -
9.19

ネバダ大学 / アメリカ 共同研究 先方負担

湯川諭
2013.9.8 -
9.12

Debrecen・University of
Debrecen / ハンガリー

From the dynamics of cracks to the
prediction of catastrophesに関する
研究打合せ

受託事業・
二国間交流事業（JSPS）

湯川諭
2013.9.13 -
9.15

Budapest ・Eötvös
University / ハンガリー

Tamás Vicsek氏と研究交流 科学研究費補助金

林田清
2013.9.14 -
9.18

フィンランド
JYVASKYLA大学及び
HELINSINKI大学に訪問

研究科長裁量経費

田越秀行
2013.9.24 -
9.29

ドイツ
国際会議「LVC September
2013 meeting」出席

科学研究費補助金

藤田裕
2013.10.12 -
10.19

les Houches / フランス
国際会議 From Black Holes
to Cosmic Rays: when
plasmas go wild で研究発表

科学研究費補助金

藤田裕
2013.10.20 -
10.22

ボローニャ / イタリア
ISTITUTO DI
RADIOASTRONOMIA でセミナー

科学研究費補助金

田越秀行
2013.11.3 -
11.10

University of Wisconsin,
Milwaukee / アメリカ

研究打ち合わせ 東京大学宇宙線研究所

田越秀行
2013.11.28 -
11.30

ソウル大学 / 韓国
国際会議「Japan-Korea
Workshop on KAGRA」に出席

東京大学宇宙線研究所

薮田ひかる
2013.12.4 -
12.11

バークレー国立研究所 /
アメリカ

Advanced Light Sourceでの
宇宙塵試料分析

科学研究費補助金
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研究者氏名 出張期間 渡航先 用務 旅費の出所

<教官>

芝井広
2013.12.5 -
12.14

ハワイ / アメリカ 系外惑星大研究会 科学研究費補助金

釣部通
2013.12.8 -
12.12

ハワイ / アメリカ 国際会議で院生補助
卓越した大学院拠点
形成支援補助金

寺崎英紀
2013.12.8 -
12.15

サンフランシスコ /
アメリカ

学会(AGU)発表 科学研究費補助金

住貴宏
2013.12.8 -
12.15

ハワイ / アメリカ 系外惑星大研究会 科学研究費補助金

植田千秋
2013.12.9 -
12.12

ハワイ / アメリカ
5th Subaru International
Conference: Exoplanets and Disks:
Their Formation and Diversity II

運営費交付金

田越秀行
2013.12.15 -
12.21

IUCAA / インド
国際会議”Gravitational Wave
Physics and Astrophysics Workshop”
出席

科学研究費補助金

藤田裕
2014.1.13 -
1.17

ASIAA / 台湾
国際会議 Quasar science
with HSC: Toward the first
results で研究発表

愛媛大学

住貴宏
2014.1.19 -
1.24

サンタバーバラ
18th International
Conference on Microlensing

科学研究費補助金

中嶋大
2014.1.27 -
1.31

Max-Planck-Institut /
ドイツ

ATHENA WFI meetingに
参加し、研究に関する
情報収集を行うため

科学研究費補助金

常深博
2014.1.27 -
2.1

Max-Planck-Institut /
ドイツ

ATHENA WFI meetingに
参加し、研究に関する
情報収集を行うため

科学研究費補助金

川村光
2014.2.14-
2.17

National Cheng Kung
University／台湾

"International Workshop on
Frustration and Topology in
Condensed Matter Physics "に参加
し、研究発表

科学研究費補助金

住貴宏
2014.2.14 -
2.23

ニュージーランド
重力マイクロレンズによる
系外惑星観測

科学研究費補助金

深川美里
2014.2.16 -
2.21

ASIAA / 台湾 共同研究
台湾中央研究院・
天文及天文物理研究所

佐伯和人
2014.2.23 -
3.8

カメルーン 火山湖調査
地球規模課題対応
国際科学技術協力

長峯健太郎
2014.2.24 -
2.28

ケンタッキー大学 /
アメリカ

共同研究
大阪大学国際共同研
究促進プログラム

吉野元
2014.3.9 -
3.23

パリ・LPT-ENS /
フランス

ガラス・ジャミング系のクローン液体
論による剛性率と降伏応力の理論解析
についての研究打ち合わせ

科学研究費補助金

薮田ひかる
2014.3.12 -
3.15

シカゴ大学 / アメリカ セミナーでの講演 シカゴ大学
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研究者氏名 出張期間 渡航先 用務 旅費の出所

<教官>

谷篤史
2014.3.15 -
3.22

アメリカ PCI2014に参加・発表
卓越した大学院拠点
形成支援補助金

薮田ひかる
2014.3.16 -
3.23

ヒューストン / アメリカ 月惑星国際会議での研究発表 科学研究費補助金

<研究員・大学院生>

佐々木彩奈
2013.4.6 -
2013.4.12

オランダ / オランダ SSTT2013でFITEの研究発表 科学研究費補助金

當真賢二
2013.4.14 -
2013.4.21

ナッシュビル / アメリカ 国際会議GRB2013で招待講演 科学研究費補助金

鈴木大介
2013.4.15 -
2013.5.13

マウントジョン天文台 /
ニュージーランド

重力マイクロレンズ現象の
観測

科学研究費補助金

越本直季
2013.4.20 -
2013.5.19

マウントジョン天文台 /
ニュージーランド

重力マイクロレンズ現象の
観測

科学研究費補助金

和田光平
2013.5.11 -
2013.6.10

マウントジョン天文台 /
ニュージーランド

重力マイクロレンズ現象の
観測

科学研究費補助金

SAMLAND,
Matthias
Severrin

2013.5.16 -
2013.5.22

ハワイ / アメリカ すばる戦略枠観測 運営費交付金

難波俊太
2013.5.25 -
2013.6.22

マウントジョン天文台 /
ニュージーランド

重力マイクロレンズ現象の
観測

科学研究費補助金

会見有香子
2013.6.2 -
2013.6.9

ビクトリア / カナダ IAU Symposium
研究科長裁量経費
（海外支援研究経費）

小西美穂子
2013.6.2 -
2013.6.9

ビクトリア / カナダ IAU Symposium
研究科長裁量経費
（海外支援研究経費）

西山直毅
2013.6.9 -
2013.6.14

フランス
「14th Water-Rock
Interaction」に参加、口頭
発表

科学研究費補助金
（特別研究員奨励費）

鈴木大介
2013.6.17 -
2013.7.16

マウントジョン天文台 /
ニュージーランド

重力マイクロレンズ現象の
観測

科学研究費補助金

寺木悠人
2013.6.30 -
2013.7.11

リオデジャネイロ /
ブラジル

国際会議 33rd International Cosmic
Ray Conferenceで研究発表 科学研究費補助金

上田周太朗
2013.7.9 -
2013.7.14

Yale大学 / アメリカ
SWG会議に参加し、研究に
関する情報収集を行うため

科学研究費補助金

越本直季
2013.7.12 -
2013.8.9

マウントジョン天文台 /
ニュージーランド

重力マイクロレンズ現象の
観測

科学研究費補助金
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研究者氏名 出張期間 渡航先 用務 旅費の出所

<研究員・大学院生>

伊藤伸一
2013.7.21 -
2013.7.27

Seoul National
University, Seoul / 韓国

STATPHYS25に参加、研究発表
研究科長裁量経費
（海外支援研究経費）

難波俊太
2013.7.26 -
2013.8.24

マウントジョン天文台 /
ニュージーランド

重力マイクロレンズ現象の
観測

科学研究費補助金

薙野綾
2013.8.24 -
2013.8.30

SanDiego Convention
Center / アメリカ

SPIE Option+Photonicsに参
加し、研究に関する情報収集
を行うため

科学研究費補助金

松本徹
2013.8.24 -
2013.9.1

フィレンツェ / イタリア GoldSchmidt2013会議に参加 科学研究費補助金
（特別研究員奨励費）

高橋宏明
2013.9.14 -
2013.9.20

"Zosimea" Pedagogical
Academy / ギリシャ

Summer School「Black Holes
at all scales」に
参加するため

科学研究費補助金

塔ノ上亮太
2013.9.15 -
2013.9.20

スペイン
「International Meeting on
Organic Geochemistry」に
参加，発表

研究科長裁量経費

KOOISTRA,
Robin
Rinze

2013.10.12 -
2013.10.20

ハワイ / アメリカ すばる戦略枠観測 運営費交付金

難波俊太
2013.11.2 -
2013.12.3

マウントジョン天文台 /
ニュージーランド

重力マイクロレンズ現象の
観測

科学研究費補助金

小西美穂子
2013.12.8 -
2013.12.12

ハワイ / アメリカ 系外惑星大研究会
卓越した大学院拠点
形成支援補助金

木村 成生
2013.12.8 -
2013.12.12

ハワイ / アメリカ
国際会議  Exoplanets and
Disks: Their Formation and
Diversity II で研究発表

科学研究費補助金

長谷川幸彦
2013.12.8 -
2013.12.12

コナ / アメリカ
国際会議 Exoplanets and
Disks: Their Formation and
Diversity II で研究発表

卓越した大学院拠点
形成支援補助金

桑原荘馬
2013.12.8 -
2013.12.15

サンフランシスコ /
アメリカ

学会(AGU)発表
研究科長裁量経費
運営費交付金

成川達也
2013.12.15 -
2013.12.21

プネー / インド
国際研究会Gravitational
Wave Physics and Astronomy
Workshopで研究発表

科学研究費補助金

上野昂
2013.12.16 -
2013.12.21

プネー / インド
国際会議GWPAW2013で
研究発表

科学研究費補助金

越本直季
2014.2.14 -
2014.3.14

マウントジョン天文台 /
ニュージーランド

重力マイクロレンズ現象の
観測

科学研究費補助金

大島基
2014.3.15 -
2013.3.22

アメリカ PCI2014に参加・発表
卓越した大学院拠点
形成支援補助金

神山啓
2014.3.15 -
2014.3.22

アメリカ PCI2014に参加・発表
研究科長裁量経費
（海外支援研究経費）

- 53 -



海外からの訪問者(平成25年度)

Tutt,James
（The Open University）

2013.6.19 - 8.19 常深研究室

Olivier Dauchot
（ESPCI）

2013.7.16 川村研究室

Dr. Miriam Böhmler
（Application Engineer, Neaspec GmbH, Germany）

2013.8.30 中嶋研究室

Dr. Jim Fatkin
（Malvern Instruments Inc.）

2013.9.3 中嶋研究室

有本　信雄
（ハワイ観測所 (すばる望遠鏡) 所長）

2013.9.25 - 9.27 芝井研究室

John.P.Doty
（Noqsi Aerospace Ltd.）

2013.9.30 - 10.8 常深研究室

Eduard Vorobyov
（University of Vienna (オーストリア)）

2013.10.14 - 10.17 宇宙進化研究室

David, P. Bennett
（University of Nitre Dame）

2013.10.14 - 10.18 芝井研究室

Hauke Hussmann
（German Space Center）

2013.11.7 佐々木研究室

John.P.Doty
（Noqsi Aerospace Ltd.）

2013.11.16 - 11.24 常深研究室

Mai Suan Li
（Institute of Physics, Polish Acad Sci, Warsaw）

2013.11.22 川村研究室

Megan C. Urry
（Yale University）

2013.12.16 - 12.18 川村研究室

Yves Gueguen
（Ecole Normale Superieure, France）

2013.12.16 - 12.18
川村研究室
中嶋研究室

Gordon Baym
（University of Illinois at Urbana-Champaign）

2013.12.17 - 12.18 川村研究室

Karl Jakobs
（University of Freiburg）

2013.12.17 - 12.18 川村研究室

Stefan Blügel
（Forschungszentrum Jülich）

2013.12.17 - 12.18 川村研究室

Norbert Werner
（Stanford University）

2014.3.7 宇宙進化研究室
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Jason Jaacks
（Univ. of Texas Austin (アメリカ））

2014.3.10 - 3.14 宇宙進化研究室

Keita Todoroki
（Univ. of Nevada Las Vegas (アメリカ））

2014.3.10 - 3.14 宇宙進化研究室

Robert Thompson
（Univ. of Cape Town (南アフリカ））

2014.3.10 - 3.14 宇宙進化研究室

Zoltan Halasz
（University of Debrecen）

2014.3.18 川村研究室

Ferenc Kun
（University of Debrecen）

2014.3.18 - 3.19 川村研究室

Hidenobu Yajima
（Univ. of Edinburgh (イギリス））

2014.3.31 宇宙進化研究室

Isaac Shlosman
（Univ. of Kentucky (アメリカ））

2014.3.31 宇宙進化研究室

Jun-Hwan Choi
（Univ. of Texas Austin (アメリカ））

2014.3.31 宇宙進化研究室
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宇宙進化研究室 
  
 当研究室では、観測事実から出発してさまざまな天体・宇宙現象を理論的に解明することを目指

している。 
 
１．高エネルギー宇宙物理 

 
 活動銀河中心核 (AGN)、パルサーといった高エネルギー天体や、銀河、銀河団における高エネル

ギー現象のモデルの構築や物理過程の理論的研究を推進した。 
すざく衛星の観測により、銀河団 A1835 の外周部のエントロピーは、従来の理論予想より小さ

いことを明らかにした。この現象について、銀河団周辺部で発生した衝撃波により加速された宇宙

線が、ガスの運動エネルギーを消費したためであるとすると、観測を説明できることを指摘した。

銀河団中心部では AGN によって、膨大な熱が銀河団ガスに供給されていると考えられているが、

その熱の運び役として宇宙線が働いてる可能性を指摘し、実際に熱を安定に供給できることを摂動

理論を使って示した。また、Hydra A 銀河団の中心にある cD 銀河をすばる望遠鏡で観測し、巨大

な冷たいガスの円盤が存在することを明らかにした。このガスの一部はブラックホールに落下し、

宇宙線ジェットとして噴出していると考えられる。銀河系の中心部にはフェルミバブルという巨大

なガンマ線の構造が見られるが、ガンマ線を放射している宇宙線の起源がよくわかっていない。こ

の問題について、超新星残骸と同じように、宇宙線がバブル周囲の衝撃波で加速されたとすると、

観測をよく説明できることを示した。Mopra 電波望遠鏡の観測により、散開星団 RSGC1 から放

射されているガンマ線は、陽子宇宙線ではなく電子宇宙線によるものであること、電子宇宙線はパ

ルサーにより、供給されていることを明らかにした。銀河団中の銀河のガスは、周囲の高温ガスと

の相互作用により引き剥がされる。おとめ座銀河団で起きているこの現象を、すばる望遠鏡や 
Chandra 衛星により詳細に観測し、引き剥がされたガスの中で星が生まれていることを明らかに

した。また、これまで調べられていないパラメーター領域について、乱流中で運動する電子からの

放射を詳細に調べた。 
活動銀河における相対論的ジェットの形成機構は長年の未解決問題である。エネルギー源として

中心ブラックホールの回転エネルギーが有力視されているが、その詳細な物理メカニズムは依然確

定的でない。そこで一般相対論的な電磁気学を基礎から見直し、回転ブラックホール周辺のエルゴ

領域において電場が磁場より強く保たれ、それがエネルギー生成の起源になることを示した。 
 ガンマ線バーストについて、これまではその電磁波の直線偏光のみが検出されていたが、ヨーロ

ッパの観測チームが円偏光の検出に成功した。そのチームに参加し、理論的解釈を担当した。結論

として、観測された円偏光を説明するには、相対論的衝撃波において電子の方向分布がきわめて非

等方である必要があることがわかった。論文は Nature 誌に受理された。 
 
２．重力波天文学，一般相対論 

 

 日本の大型レーザー干渉計重力波検出器 KAGRAは、2015年度の初期観測運転を目指して現在建設

が進められている．KAGRA の他，欧米でも advanced LIGO、 advanced Virgoといった次世代重力波

検出器の開発が進んでおり，その感度と重力波発生頻度から、重力波の初検出は今後数年から遅く

ても 2020年までにはなされる可能性が高い。本研究室の田越は KAGRAのデータ解析グループのリー

- 57 -



ダーであり，また，新学術領域科研費「重力波天体の多様な観測による宇宙物理学の新展開」A04

班に所属し，その分担金を用いて特任研究員２名（成川，上野）を雇用しており，KAGRA 解析グル

ープの主翼として活動している． 

 KAGRA データ解析グループの活動としては，グループ全体の統括と共に，多彩な重力波源の中で

特に合体するコンパクト連星探査のためのコード開発を現在行っている．具体的には，KAGRA での

迅速なデータ解析を目指したコンパクト連星合体のLow lantency探査コード開発の基礎研究を行っ

た．これは特任研究員の上野を中心として行われた．また，より広い質量パラメータ範囲をカバー

するオフライン探査コード開発の準備を行った． 

 また，重力波によるサイエンスの研究も行っている．KAGRAでの修正重力理論の制限の可能性研究

として，近年提唱された bi-gravity理論を，連星合体重力波の検出によって制限する可能性につい

て調べ，既存の太陽系などでの重力理論の制限にかからないパラメータ範囲で，bi-gravity理論を

制限し，あるいは確認できる可能性があることが分かった．これは特任研究員の成川を中心に行わ

れ，現在論文を準備中である． 

 また，田越は以前から行っているインドとの共同研究を継続して行い、地上の複数台検出器ネッ

トワークで、合体するコンパクト連星からの重力波の完全な波形(FWF)を用いたパラメータ推定誤差

を調べた．その結果，FWF を用いることにより，質量の異なる連星の軌道傾斜角と距離をより精度

良く決定出来るようになることが分かった．この論文は現在投稿中である(arXiv:1403.6915).また，

コンパクト連星の中で，中性子星連星，ブラックホール・中性子星連星の合体はショートガンマ線

バーストの母天体の有力候補である．田越らは重力波波形から連星の軌道傾斜角を決定することで，

ガンマ線バーストの物理に対して与える影響について調べた．この論文も現在投稿中である

(arXiv:1403.6971)． 

 一般相対論関係の研究としては、シュバルツシルドブラックホールの周りを、質量を持つ回転リ

ングがある場合に生じる重力場を１次摂動により求めた。これは宇宙空間レーザー干渉計の主要な

ターゲットの一つである Kerr ブラックホール周りをコンパクト星が運動する Extreme Mass Ratio 

Inspiral (EMRI)の運動と発生する重力波の評価への応用も見込んで、計算方法としては、Teukolsky

方程式をベースに、Chrzanowski-Cohen-Kegeles (CCK)による方法でメトリック摂動を構築する方法

を用いている。その結果、回転リング周りの重力場に非物理的な不連続性が発生するが，それはリ

ングの外側の赤道面上にのみ存在するように変換できることが分かった．非物理的な不連続性の存

在は CCK形式が依存している放射ゲージというゲージ条件にあるものと考えられる。これは佐野を

中心として行われ現在論文を準備中である． 

 
３．天体形成 

 
分子雲、星、惑星、星団、銀河など、さまざまな階層の天体構造の形成進化を物理的見地から包

括的に理解することを目標に研究を推進している。 

原始惑星系円盤内でのダストの沈殿と合体成長を詳細に調べ、高密度ダスト層におけるシアー不

安定によるダストの巻き上げの可能性について考察した論文を出版した。従来の単一サイズのダス

トのみ考慮した場合にはダストのガスに対する存在比が大きい場合にはシアー不安定は起こりにく

く自己重力不安定となるダスト層ができやすいとされていた。今回、ダストサイズ分布、合体成長

およびダストサイズに依存する抵抗則を考慮した場合には、ガスダスト比が大きい場合でも重力不

安定になる前にシアー不安定になることを示した。また、沈殿中のダスト層のシアー不安定性をリ

チャードソン数を用いて簡単に判定する方法の是非について、現実的な密度分布を用いた詳細な線
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形解析を行うことにより調べた。 

原始惑星系円盤の面密度分布の起源および中心星と円盤の質量比について考察した論文を出版し

た。この論文では円盤重力を考慮した非定常粘性降着円盤モデルを用いて、形成中の原始惑星系円

盤の時間進化を系統的に計算したが、引き続きこの計算を更に拡張して円盤の中での質量降着率の

反復的時間変動のメカニズムについても調べた。特に円盤の内側の領域に着目し、円盤外部からの

質量降着率の時間変動と円盤の温度変化に伴なう粘性係数の変動も考慮して、FU Oriバースト現象

で現れる質量降着率の時間変動がおきるための条件を求めた。円盤外縁部での質量降着率の大きさ

が円盤内縁部の質量降着率の変動周期として現れることもわかった。 

  原始惑星系円盤は、氷が形成する約 20 AU以遠において重力不安定になりやすいことが示唆され

ている。そこで形成が期待される分裂片の形成後の進化を調べた。特に、分裂片が原始星から受け

る潮汐力による影響について考察した。原始星のまわりを周回する分裂片の進化をＳＰＨ法による

流体計算を行うことにより調べた。その結果、分裂片が原始星の近くを周回し Hill半径が分裂片サ

イズを下回る場合には、分裂片は潮汐力により変形し外層部分がはぎ取られる。すると、それに起

因した中心星方向への移動が誘発されることが分かった。また、この移動は更なる変形と破壊を引

き起こし、破壊は暴走的に進むことも分かった。  

原始星、原始連星とその周りの円盤への分子雲エンベロープからの質量降着の影響についても調

べている。周原始星円盤の成長進化を多次元計算で長時間追跡するための計算手法の開発整備を行

った。また、原始連星の質量比の進化を降着流の散逸の大きさを系統的に変化させて調べた。 

 宇宙論的流体シミュレーションを用いて、銀河形成研究を行った。主に高赤方偏移での初代銀河

形成と宇宙再電離の関連性を調べ、新たなエネルギー保存と運動量保存をより丁寧に扱う超新星爆

発フィードバックのモデルや H2 分子冷却に基づいた星形成モデルを構築した。AGORA project
（Kim et al. 2014)にも参加し、数多くの研究グループと銀河形成シミュレーションコードの比較検

討も行っている。また、銀河形成に関連が深いと考えられている AGN フィードバックをよりよく

理解する為に、小スケールにおけるブラックホール降着流の研究も行い、Hyperaccretion に関する

シミュレーションの準備を進めている。 
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寺木 悠人 高原 文郎 「RADIATION FROM RELATIVISTIC ELECTRONS IN A TURBULENT ELECTROMAGNETIC 

FIELD」 2014年 2月 26日 名古屋大学 

 

木村 成生 「The Effect of High-Energy Particles on Accretion Flows」 2013 年 11 月 21 日 

名古屋大学 

 

木村 成生 「高エネルギー粒子を考慮に入れた降着流」 2014年 2月 18日 東北大学 

 

田越 秀行 

「Post-Newtonian approximation and gravitational waves from inspiraling compact binaries」 

「Fundamentals of the gravitational wave data analysis I, II」 

2013 International School on Numerical Relativity and Gravitational Waves,  

(August 03 (Sat), 2013 ~ August 10 (Sat), 2013, APCTP, Pohang, Korea) 
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長谷川 幸彦 「原始惑星系円盤におけるダストの成長と沈殿および shear 不安定の可能性」 2013
年 12 月 24 日 名古屋大学 
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常深研究室 
 

現在進行中の研究計画は三種類に分類できる。一つは、現在活躍中のＸ線観測衛星を使用した観

測結果である。研究成果としては一番多く、まさに長年の苦労が実った結果ともいえる。二つ目は、

次期科学衛星 ASTRO-H の準備ための開発研究である。ASTRO-H衛星は、2015年度の打上を目指して

準備中であり、大阪大学の我々のグループはＸ線 CCDカメラ(SXI)を担当している。概ねフライトモ

デルの製作は完了し、噛み合わせ試験を進めている。衛星構体に搭載し、他の検出器や搭載装置と

同時に起動させ、正常に、そして問題のないことを確認する試験である。2013年度中にほぼ終了す

るが、スタッフだけではなく、多くの大学院生を巻き込んで、予定通りに終えるように努力してい

る。最後は、将来の衛星計画を見据えた観測機器の開発である。これには、SXIをさらに改良した

SDCCDカメラを利用する FFAST計画と、全く新たなＸ線偏光を観測する PolariSとがある。いずれ

も、それぞれ独自に予算を獲得して、将来の衛星を目指して開発を進めている。 

 

 

1. X-ray Study of Luminous Supermassive Black Holes in the Brightest Cluster Galaxies 
 銀河団中心銀河（BCG）にある非常に明るい超巨大ブラックホール（SMBH）をX線観測してそのSMBH

の周辺環境を解明し、BCGではない銀河（field galaxy）中にあるSMBHの周辺環境との違いを研究し

た。まず、観測対象を選択するために、UnbiasedなPlanck銀河団カタログとSwift 70か月硬X線源

カタログを照合し、BCG中にQSOを持つ銀河団を系統的に調べた。その結果、861個の銀河団サンプ

ルから候補となる銀河団を 2個見つけた。1つはフェニックス銀河団（Type 2 QSO）、もう 1つは

H1821+643である（Type 1 QSO）。個数比と宇宙年齢とからBCG中のQSOの活動のタイムスケールが

二千万年程度であることを示す。この 2つと比較用サンプルを合わせて計 5つのQSOをX線天文衛星

「すざく」で観測し、Fe I強度（EW）と吸収量（NH）, 10-50keVのX線輝度（Lx）の関係を調べた。

EW- NH 関係は、全てfield galaxyのX線観測から得られた関係と同様の相関を示すので、Fe Iの起

源がトーラスであり、トーラスはfield galaxyと同様の構造を持つことを示唆する。次に、EW-Lx 関

係から、不定性を評価しデータ点のバラツキとして 1σ=0.47dex.を得た。このモデルに対するBCG

中のQSOのずれをこのσを用いて評価すると、フェニックス銀河団で+1.9σ、H1821+643で+0.51σ

を得た。モデル化した母集団から 2つのサンプルを抽出した時、偶然+1.9σ以上離れた天体を抽出

する確率は 6%になる。EW-Lx 関係において、BCG中のQSOはfield galaxyの相関から期待されるEWよ

り大きい値を持つことが判った。この理由として、BCG中のトーラスの高さがLxから期待される以上

に高い、つまり開口角が小さいためだと推定できる。次にSMBH-BCG-Clusterの関係性について調べ

た。Cooling flow抑制のために必要なICMの加熱エネルギーに対し、SMBHからの放射の寄与をBCG中

のQSOの活動のタイムスケールを用いて評価したところ、放射の寄与は 0.01%以下であり、加熱の大

半は運動エネルギーの担っていることが判った。トーラスにより放射が吸収されることを考慮する

と、放射による加熱はほとんどないことになる。(上田周太郎、博士学位論文) 

 

 

2. PolariS 搭載用 X線散乱撮像偏光計プロトモデルの開発 

 これまでの X 線天文学の観測結果は、画像、エネルギースペクトル、ライトカーブが中心となっ

ている。一方、偏光観測は未開拓で、これまで X 線偏光が有意に検出されたのはかに星雲だけであ

る。偏光観測は天体の磁場構造、ブラックホール周辺の降着円盤の幾何学構造を知る上で重要な情
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報となり、その必要性が指摘されている。そこで我々は X線γ 線偏光観測衛星 PolariS 計画を進

めている。PolariS は、個別の X 線天体の 10∼80 keV における偏光度と偏光方向を測定する散乱撮

像偏光計（SIP）、γ 線バーストの偏光度を測定する広視野γ 線偏光計から構成する。その中で、

我々は SIP の基礎開発を進めている。SIP は、散乱体として 8×8 ピクセルのプラスチックシンチ

レータブロックとその周囲に吸収体として 4×4 ピクセルの GSOシンチレータブロックを 8 ユニッ

ト配置する。各シンチレータブロックに位置検出型光電子増倍管を組み合わせて、コンプトン散乱

の異方性を利用して偏光測定を撮像とともに行う。今回、5 台のユニットからなるプロトモデルを

製作し、放射光施設 KEK-PF BL14A において 10∼80 keV の範囲の単色偏光 X線を照射し、偏光度検

出性能(M) と検出効率(η)を測定した。SIPは、2 つのイベント選別モードがある。1 つはプラス

チックシンチレータで生じた反跳電子を検出する Double Hit、もう 1 つはプラスチックシンチレー

タの信号を参照しない Single&Double Hit である。前者は広がった天体も観測可能だが、後者は点

源に限定される。Single&Double Hit では M=50∼65%、ηは 20%@80 keV、8%@20 keV を得た。また、

Double Hit では M=58∼67%@80 keV、η=15%@80 keVを得ている。SIP の最終形態ではユニット数が

2 倍になるので、η も 2 倍になり、散乱型偏光計として過去に開発された IKAROS/GAP や PHENEX と

比べて M、ηのいずれも改善される。20 keV での Double Hit の効率は 1%を超えており、従来の散

乱偏光計で観測できないような低エネルギーまでカバーできるようになった。これと並行して、

Geant4 を用い偏光 X 線入射時の素過程と検出器応答を再現するプログラムを開発した。これは実

験で得たモジュレーションカーブを再現し、20%程度の精度で Mとη を再現できた。以上の結果を

もとに、衛星搭載時の感度を求めると、かに星雲の 1/100 の明るさの天体まで観測できることが判

った。(定本真明、修士学位論文) 

 

 

3．MAXI を用いた Sco X-1 の状態遷移の観測 

 中性子星と恒星との連星系(NS-LMXB)は、その X線の Color-Color Diagrams(CCDs)や Hardness 

Intensity Diagrams(HIDs)上の時間変動の振る舞いの違いによって Z天体と Atoll天体の 2種類に

分類される。Atoll天体は、エディントン光度の 0.01%から 0.1%程度で輝いており、CCDsや HIDs

上で環礁(Atoll)の形に分布する。それに対して Z天体はエディントン光度付近で輝いており、CCDs

や HIDs 上で Zの形に分布する。Z天体は、Zの形状を作る 3つの直線に沿って分類され、順に

Horizontal Branch(HB)、Normal Branch(NB)、Flaring Branch(FB)と呼ぶ。この状態遷移は、質量

降着率の違いを表し、HB→NB→FBの順に質量降着率が大きくなる。しかし、これら 3状態の物理描

像は明確ではない。NS-LMXBのエネルギースペクトルの連続成分は、熱的放射成分と逆コンプトン

散乱成分の 2成分で表される。この 2成分の放射の起源の違いにより、2種類の物理モデルが提唱

されている。一つは降着円盤からの熱的放射成分と中性子星からの黒体放射が周辺コロナによって

逆コンプトン散乱された放射成分とで表されるモデルで、Eastern Modelと呼ぶ。もう一つは、中

性子星からの熱的放射成分と降着円盤からの放射がその上下にある降着円盤コロナ(ADC)によって

逆コンプトン散乱された放射成分とで表されるモデルで、Western Model と呼ぶ。この 2種類のモ

デルは、種光子と逆コンプトン散乱するガスの構成は同じであるが、それがどこにあるかの違いで

ある。先行研究では Eastern Modelでも Western Modelでもスペクトルを良く再現することができ、

統計的な観点から優劣はつけがたい。Sco X-1は、全天で 1番明るい X線源で Z天体の一つである。

Sco X-1 は明る過ぎるため、あまり観測されてこなかった。特に降着円盤からの放射が卓越する低

エネルギー側(2 keV以下)での観測データがほとんどなかった。我々は、2009年 8月に運用を開始

した全天 X線監視装置「MAXI」に搭載された X線 CCDカメラ SSCによって 0.7～12 keVのエネルギ
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ー帯域のスペクトルを得ている。また、「MAXI」に搭載された Gas Slit Camera(GSC)によって 2.0

～20 keVのスペクトルも得ている。これらを用いて、0.7～20 keVのエネルギー帯域でデータを解

析した。Sco X-1に対する HIDsを作成すると、Z天体の典型的な振る舞いが確認できた。そこで HIDs

を小さい領域に区切って、エネルギースペクトルを作り、Eastern Modelと Western Modelで解析

した。その結果、Western Modelでは、コンプトン成分がうまく再現できないことが判った。一方、

Easten Modelでは、降着円盤の最内縁半径は、常に 40 km以上となり、通常の Z天体と異なること

になる。この違いは、一部で提唱されているアウトフロー成分を含めるとうまくデータを再現する

ことができた。(佐々木将軍、修士学位論文) 

 

 

4．そのほかの主たる研究 

PolariS搭載用X線偏光計のためのBe散乱体の性能評価 

偏光観測に特化した小型衛星 PolariS 計画で使用する撮像偏光計や、それを構成するための偏光

計には Be 円柱を散乱体としている。Be 柱で散乱した X 線の散乱角度の異方性から偏光検出ができ

る。ところが、放射光施設 KEK-PF で行った実験で、散乱 X 線とは異なるエネルギーに対応するピ

ークがみつかった。これらは Be 散乱体に含まれる不純物の蛍光 X線である。そこで二種類の製造

プロセスの異なる Be 柱に関して、実験から不純物濃度を調べた。(井出舜一朗) 

若い超新星残骸のガス運動非対称性 

超新星とは恒星進化の最期の大爆発で、その最大輝度は銀河全体に匹敵する。その爆発の形態か

ら大きく I 型と II 型に分類できる。さらに、そのほとんどは白色矮星を含む連星系で発生する Ia 

型と非対称爆発がキィと思われる重力崩壊による II 型である。超新星爆発後、元の星由来の噴出

物と元の星周辺にあった星間物質とで発生する衝撃波加熱により高温ガスが周辺に高速で拡がる。

その後、数千年から数万年かけて冷えていく。これを念頭に、すざく衛星で観測した若い超新星残

骸を 6 個選び、それぞれ拡がった領域を 4 分割し、X 線スペクトル中の金属輝線の中心エネルギー

値を詳細に調べ、ドップラー効果に起因する相対速度を求めた。また、輝線の等価幅から、元素組

成の非対称も見積もることができる。II型超新星残骸については、大きな非対称のあることが観測

的にも明らかになった。(桂川美穂) 

NGC4945 近傍のブラックホール候補天体の発見 

ブラックホールは光さえも逃げだせないほどの高密度な天体で、大質量星の進化の最期、超新星

爆発の際に生成される。ブラックホールが恒星と連星系をなしている場合、恒星表面から流出した

ガスはブラックホールに向かって落下し、ブラックホールの周りに高温の降着円盤を作り、X線を放

射する。同様の降着円盤は、恒星と連星系をなしている中性子星でも形成される。すざく衛星で観

測した系外銀河NGC4945のデータを調べ、中心核近傍に変動する新たなX線源を発見した。その最大

光度は 9x1038erg/sに達していた。そのX線スペクトルから、円盤内縁半径は 100km程度と判った。

つまり、太陽の 10倍程度の質量をもつブラックホールであると推測できる。(久留飛寛之) 
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主要学会 

 

*日本天文学会秋季年会 東北大学 2013年 9月 10日～9月 12日 

 

常深 博 

「宇宙進化を探る硬 X線観測衛星 FFASTの現状」 

 

林田 清 

「X 線ガンマ線偏光観測小型衛星 PolariS：開発の現状と今後の見通し」 

 

中嶋 大 

「ASTRO-H搭載 SXI(Soft X-ray Imager)用 CCD素子のスクリーニング」 

 

穴吹 直久 

「FFAST 衛星搭載硬 X線検出器のバックグラウンド評価」 

 

薙野 綾 

「FFAST 衛星搭載 SD-CCD素子の放射線耐性」 

 

高橋 宏明 

「電波強度の強い狭輝線 1型セイファート銀河 RX J0134.2-4258のすざくによる観測」 

 

上田 周太朗 

「フェニックス銀河団とその中心銀河の Type 2 QSOの X線観測(Ⅱ)」 

 

上司 文善 

「すざくによる超新星残骸 G292.0+1.8からの高階電離鉄輝線の発見」 

 

定本 真明 

「小型衛星 PolariS搭載用 X線散乱イメージング偏光計の開発Ⅱ」 

 

佐々木 将軍 

「ASTRO-H搭載 X線 CCDカメラ（SXI）の軟 X線応答」 

 

井上 翔太 

「次世代衛星搭載 CCD カメラ用アナログ ASICの開発」 
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「プランク銀河団カタログを用いた非常に明るい中心核を持つ銀河団中心銀河の探査」 

 

井上 翔太 

「銀河団 Abell 1674と異った赤方偏移で重なる新たな銀河団の発見」 

 

片多 修平 

「ASTRO-H搭載用 SXI の性能評価 応答関数と特殊観測モード」 

 

内田 大貴 

「MAXI/Swiftによる低質量 X線連星 AqlX─1のアウトバーストにおける増光時のスペクトル 

解析」 

 

吉田 浩晃 

「FFAST 搭載硬 X線検出器の軌道上放射線環境シミュレータ開発の現状」 

 

 

*日本物理学会春季大会 東海大学 2014年 3月 27日～3月 30日 

 

井上 翔太 

「次世代衛星搭載 CCD 用アナログデジタル混在 ASICの開発と現状」 

 

 

研究室公開セミナー 

 

2014年 1月 7日（木） 13：30-  F棟 608号室 

講演者：赤松 弘規（SRON研究員） 

「Suzaku X-ray view of the Radio relic clusters」 
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研究交流 

 

*日本学術会議公開シンポジウム「天文学・宇宙物理学中規模計画の展望」  

日本学術会議講堂 2013年 5月 28日～29日 

 

 常深 博 

「高エネルギー宇宙物理学連絡会からの提案 FFAST」 

 

林田 清 

「高エネルギー宇宙物理学連絡会からの提案 PolariS」 

 

 

*第 14回宇宙科学シンポジウム 宇宙科学研究所 2014年 1月 9日～1月 10日 

 

常深 博 

「ASTRO-H衛星搭載 軟 X線撮像検出器(SXI)の開発」 

「広天域Ｘ線監視観測実験: FFAST 計画の現状」 

 

林田 清 

「X 線ガンマ線偏光観測小型衛星 PolariS計画の開発の現状」    

   

中嶋 大 

「FFAST 搭載硬 X線カメラ用アナログ回路開発の現状」 

 

穴吹 直久 

「FFAST 搭載硬 X線カメラ用機上データ処理開発の現状」 

 

薙野 綾 

「FFAST 搭載硬 X線カメラ用 SDCCD素子開発の現状」 

 

高橋 宏明 

「Radio Loudな狭輝線 1型セイファート銀河 RXJ1633+4718と RXJ0134.2-4258 の 

すざくによる観測」 

 

上司 文善 

「すざくによる重力崩壊型超新星残骸 G292.0+1.8の観測」 

 

井上 翔太 

「次世代衛星搭載 CCD カメラ用高速低雑音処理アナログデジタル混在 ASIC素子の開発」 

 

井上 翔太 

「銀河団 A1674(z=0.106)と視線方向に重なる新たな銀河団(z=0.215)の発見」 
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内田 大貴 

「MAXI/SSCを用いた低質量 X線連星の解析」 

 

 片多 修平 

「次期天文衛星搭載用 X線 CCD素子の性能評価 軟 X線応答と特殊モード動作」 

 

吉田 浩晃 

「FFAST衛星搭載硬X線検出器用シミュレータの開発」 

 

吉永 圭吾 

「小型衛星 PolariS 搭載用 X線散乱イメージング偏光計の開発」 

 

 

*第 14回高エネルギー宇宙物理連絡会研究会 東京工業大学 2014年 3月 10日～3月 11日 

林田 清、高橋 宏明、上田 周太朗、井上 翔太 
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川村研究室 
 
当グループは相互作用系の諸物性、特に相転移・協力現象の統計力学を、地震などの地球科学への応用

も含め、主として計算機シミュレーションを用いて理論的に探究している。２５年度は、摩擦の物理法

則に基づいた地震の統計モデルの数値シミュレーション、３角格子やスピングラスを対象としたフラス

トレート系の秩序化現象、近藤格子モデルの秩序状態の数値的探究、非平衡系のミクロシミュレーショ

ン、有限温度ジャミング系の剛性率に関する理論・数値解析、といった諸テーマに関する研究を行った。 
 
１．地震のバネ‐ブロックモデルの数値シミュレーション 

当研究室では、バネ-ブロックモデル等の地震の統計力学的モデルを対象に、数値シミュレーションに

基づいた地震現象の物理の探求を進めている。最近は、バネ‐ブロックモデルに地震学分野で標準的な

構成則となっている速度・状態依存摩擦則を組み合わせたモデルをメインに、研究を進めている。 

植田・川村は、２４年度までの地震破壊核形成過程の研究を継続・発展させた。２種類の破壊核長さ

Lc, Lsc、核形成過程各フェーズの継続時間、本震までの到来時間等の、地震予知に関連しても重要とな

る諸量に着目した計算を行った。その結果、破壊核サイズや核形成の各フェーズの継続時間は本震のサ

イズによらず、破壊核の大きさや継続時間からは本震のサイズは予測出来ないと結論した。また、破壊

核サイズとして数kmから 10km程度、前駆すべりが検知可能になってから本震までの猶予時間として高々

数時間程度との見積もりを得た。さらに、余効すべり・スロー地震などのスロースリップ現象の探究も

行い、速度・状態依存摩擦則の a パラメータと b パラメータの大小関係が重要であることを見出した。

すなわち、a<bなら通常の高速破壊地震、a>~bなら高速破壊に引き続いての余効すべり、a>>bなら高速破

壊を伴わないスロー地震が起きることを明らかにした。また、スロースリップが現れる a>b のパラメー

タ領域では、破壊が断層全体を壊す全破壊となることも見出した。 

地震破壊はリソスフェアと呼ばれる破壊脆性的な領域で起きるが、リソスフェアはアセノスフェアと

呼ばれる粘弾性的領域に接しており、粘弾性層の効果が重要となる可能性がある。吉村・川村は、前年

度の佐藤・川村による、粘弾性層の効果を取り入れた 1次元バネ‐ブロックモデルに対する研究を継続

発展させ、応力緩和時間をパラメータとして、この系の相図を確定させた。特に、応力緩和時間が中間

的な大きさを取る場合、本震に先立って小地震が玉突き的に伝播し本震発生に至る、特徴的な前震系列

が観測されることを見出した。 

地震の複雑性の起源が何処にあるかは、実は非自明な問題である。一様均質な系でも複雑性が自己生

成され得る一方で、地震現象の複雑性は物性パラメータの不均一性によるとする考え方もある。五十嵐・

川村は、1次元バネ‐ブロックモデルのパラメータ（特に摩擦弱化性を表す b パメータ）について単一

ブロックの不均一性を導入した数値シミュレーションを行った。その結果、不均一性に伴って２つの特

徴的な長さスケールが発現することを見出し、その起源について議論した。 

 
２．量子ランダム３角格子系ハイゼンベルグ反強磁性体の秩序化 
当グループでは、フラストレート系の物性研究を継続して行っている。フラストレート磁性研究の１

つの中心トピックとして、｢量子スピン液体｣がある。これは、スピン系が磁気長距離秩序やグラス凍結
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を示さずに、極低温まで“液体的”な性格を保持した量子状態を指す。長らく理論的にその可能性が議

論され実験的にも探索されてきたが、最近になって、３角格子上のS=1/2 有機分子磁性体等において、

実験的な観測例が報告されている。渡辺・川村・中野・坂井は、２４年度からスタートした３角格子上

の S =1/2 ランダム量子ハイゼンベルグモデルに基づいた研究を継続・発展させた。その結果、３角格

子有機分子磁性体で見出された量子スピン液体状態は、この系に内在する誘電自由度のスローダウンに

伴うランダムネスにより誘起された“ランダム・シングレット”状態ではないかという提案に至った。

実際、３角格子上の S =1/2 ランダム量子ハイゼンベルグモデルに対する厳密対角化法の計算結果は、

絶対温度に比例する低温比熱、帯磁率の（ときにCurie tail を伴う）ギャップレス的振る舞い、ほぼ線

形の磁化曲線、NMR縦緩和時間 T1 の有限温度におけるピークを伴ったギャップレス的振る舞い、磁場印

加に伴う空間的に不均一な内部磁場の出現等の主要な実験結果を、全て再現する。現在、同様の計算を、

３角格子以外の２次元格子（カゴメ格子、ハニカム格子等）系についても行っている。 

 

３．スピングラスの秩序化とカイラリティ、マルチフェロイックス 

川村は、実験的なスピングラス転移を説明するため、スピン自体ではなくカイラリティが隠れた秩序

変数としてスピングラス秩序を支配しているというカイラリティ仮説を提案してきた。スピン３成分の

ハイゼンベルグ型スピングラスが主な対象であるが、容易面的磁気異方性を持つスピングラス磁性体で

は、２成分のＸＹ型スピングラスが適切なモデルとなる。高柳・Viet・川村は、３次元ハイゼンベルグ

スピングラスを対象に、現実のスピングラス磁性体で重要になると期待されるランダムな磁気異方性の

効果を、大規模モンテカルロシミュレーションにより解析した。理論的に期待されるように、ランダム

異方性がスピンとカイラリティを再結合しスピングラス転移とカイラルグラス転移が同一の温度で起き

ることを確認し、さらに転移温度の磁気異方性の強さ D に対する依存性を調べた。その結果、転移温度

が予想外の D 依存性を示すことを見出し、現在その起源についての解析を進めている。濱口・川村は、

カノニカルスピングラスで重要と考えられる RKKY長距離力相互作用が、3次元ハイゼンベルグスピング

ラスの相転移にどのような効果を及ぼすかを、数値シミュレーションにより解析している。 

磁性と誘電性がカップルしたマルチフェロイック現象は、近年大きな興味を集めている。阪大基礎工

の木村グループにより、擬２次元のXY型スピングラス磁性体 NixMn1-xTiO3 が、容易面内の磁場印加に対

してマルチフェロ挙動を示す―即ち容易面内で磁場と垂直方向に一様電気分極が出現する―ことが見出

された。崎山・川村は、一連のXYスピングラス様モデルを対象に、磁場誘起の電気分極出現の条件を、

数値シミュレーションにより探査した。その結果、面内交換相互作用がクラスター的に正負の値を取る

クラスターグラスモデルで、かつ面間相互作用が反強磁性的な場合に、ベクトルカイラリティ（スピン

カレント）起源の一様電気分極が磁場により誘起されることを見出した。現在、磁気相図とマルチフェ

ロイック挙動の詳細について、実験との比較も念頭に、さらなる解析を進めている。 

 
４．1次元近藤格子モデルの数値シミュレーション 

局在古典ハイゼンベルグスピンが伝導電子とカップルした近藤格子モデルは、局在スピンと伝導電子

の間の非自明な結合を表した最も簡単なモデルである。南・川村は、1次元近藤格子モデルに対し、電子

自由度に関する厳密対角化法とスピン自由度に対するモンテカルロシミュレーションを組み合わせた数

値シミュレーションを行い、得られた結果をスピン－伝導電子間交換相互作用 Jに関する２次摂動から
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スピン自由度に対して導かれる RKKY モデルの振る舞いと比較した。その結果、近藤格子モデルは、J が

小さい弱結合領域では概ね RKKY モデルで普遍的に観測される平面スパイラル構造を示すものの、４倍周

期に対応した特定のフィリングにおいては RKKYモデルでは実現しないスピン構造を示し、弱結合領域に

おいてすら摂動論が破綻する場合があることを見出した。また J がより大きな中間・強結合領域におい

ては、RKKY モデルでは見られない複雑な非平面スピン構造が実現することも、合わせて明らかにした。 

 

５．非平衡現象の研究 

湯川は、自然界に見られるさまざまな非平衡現象を計算機シミュレーションを用いて調べている。伊

藤・湯川は、乾燥破壊にみられる破片分布の統計的性質に関し、引き続き研究を行った。２４年度まで

の研究で得られた乾燥破片のサイズ分布関数の普遍的な性質を説明するマスター方程式を拡張し、破片

の形状依存性などを考慮したモデルを構築した。解析の結果、この場合にも動的なスケーリング則が成

立していることを発見した。また形状を考慮することで、冪分布や指数分布などの実際の系で観測され

ている形の分布が再現できることがわかった。伊藤は、日本大学の中原明生氏と協力し、これまでに理

論的に見いだされた普遍分布関数の実験的検証を試みた。実験およびその解析は現在も進行中である。

山田・湯川は、非線形同期現象としてのコンサートホールにおける拍手の同期に注目し、全結合した平

均場的相互作用をもつ先行研究のモデルをもとにして、不均一性、空間依存性、局所性などを考慮した

モデルを構築し、シミュレーションにより調べた。その結果、同期現象がどのようなパラメータ領域で

起きるかという相図を得た。湯川は交通流に関する物理的研究も行っている。２５年度は、以前にナゴ

ヤドームで行った渋滞形成実験を解析し、渋滞流への転移密度を見積もった。この結果は、高速道路で

の実測値と矛盾なく、小さな系の渋滞実験も高速道路上の交通流と本質的に同じである事を示している。

その成果を、論文として発表した。 

 

６．ガラス・ジャミング系のシア応答 - 高次元極限における理論解析と数値計算 

吉野は、高次元極限での剛体球ガラス系においてレプリカ液体論に基づく剛性率（シアモジュラス）

の厳密な解析をおこなった。その結果、動的ガラス転移点およびジャミング転移点それぞれにおける剛

性率の特異的な振る舞いを明らかにすることができた。特に、従来の random first order transition 

(RFOT)描像では想定されていなかった、1+連続レプリカ対称性(RB)の破れがジャミング転移点近傍では

スケーリング特性を決めている事がわかった。また、1+連続 RSBを反映して剛性にも階層構造があらわ

れ、昨年までの研究で問題提起したパラドックスを解消する理論的説明が得られた。さらに、

Franz-Parisi ポテンシャルの方法によってシアに対する非線形応答を解析し、降伏現象を捉えられるこ

とが予備的解析からわかった。一方、大規模な MDシミュレーションに基づく動的有効温度の解析を行い、

ジャミング転移点付近において上記の 1+連続 RSBと整合する有効温度を強く示唆する結果を得た。 
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発表論文 

"Quantum spin-liquid behavior in the spin-1/2 random Heisenberg antiferromagnet on the Triangular Lattice " 

K. Watanabe, H. Kawamura, H. Nakano, and T. Sakai, J. Phys. Soc. Jpn. 83, 034714 (2014) (arXiv:1309.6309). 

 

"Nucleation process of the Burridge-Knopoff model of earthquakes" 

Y. Ueda, S. Morimoto, S. Kakui, T. Yamamoto and H. Kawamura, arXiv:1401.3247. 

 

"Phase transition in traffic jam experiment on a circuit" 

Shin-ichi Tadaki, Macoto Kikuchi, Minoru Fukui, Akihiro Nakayama, Katsuhiro Nishinari, Akihiro Shibata, Yuki 

Sugiyama, Taturu Yoshida and Satoshi Yukawa, New Journal of Physics 15, 103034 (2013). 

 

"The shear modulus of glasses: results from the full replica symmetry breaking solution" 

Hajime Yoshino and Francesco Zamponi, arXiv:1403.6967. 

 

"Rigidity of thermalized soft repulsive spheres around the jamming point" 

Satoshi Okamura and Hajime Yoshino, arXiv:1306.2777. 

 
学会研究会発表 

国際会議 

Hikaru Kawamura 

“Statistical physical models of earthquakes: Critical versus characteristic properties” (invited) 

New Challenges in Complex System Physics: Disaster forecasting, crisis modeling and sustainable development, 

Samarkand, May.20-24, 2013. 

 

Hikaru Kawamura 

“Quantum spin-liquid behavior in the spin-1/2 random Heisenberg antiferromagnet on the triangular lattice” 

(invited) 

RIKEN-APW joint workshop: Highlights in condensed matter physics, Wako, RIKEN, Jan.23-25, 2014. 

 

Hikaru Kawamura 

“Quantum spin-liquid behavior in the spin-1/2 random Heisenberg antiferromagnet on the triangular lattice” 

(invited) 

International workshop on frustration and topology in condensed matter physics, Tainan, Feb.13-16, 2014. 

 

Yushi Ueda and Hikaru Kawamura 

“Properties of earthquakes in the one-dimensional spring-block model based on the rate and state dependent friction 

law” (poster) 

International Symposium on Research Frontiers of Physics, Earth and Space Science, Osaka, Dec 17-18, 2013. 
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Ken Watanabe, Hikaru Kawamura, Hiroki Nakano and Toru Sakai 

“Quantum spin-liquid behavior in the spin-1/2 random Heisenberg antiferromagnet on the triangular lattice” 

(poster) 

International Symposium on Research Frontiers of Physics, Earth and Space Science, Osaka, Dec 17-18, 2013. 

 

Tetsuya Takayanagi and Hikaru Kawamura 

“Spin and chirality orderings of the 3D Heisenberg spin glass with a random magnetic anisotropy” (poster) 

International Symposium on Research Frontiers of Physics, Earth and Space Science, Osaka, Dec 17-18, 2013. 

 

Shin-ichi Ito and Satoshi Yukawa 

"Dynamical scaling of fragment distribution in drying crack pattern" (poster) 

International Symposium on Research Frontiers of Physics, Earth and Space Science, Osaka, Dec 17-18, 2013. 

 

Satoshi Yukawa and Shin-ichi Ito 

"Stochastic modeling for dynamical scaling law in fragment size distribution" 

5th Hungary-Japan Bilateral Workshop on Statistical Physics of Breakdown Phenomena, Debrecen, Hungary, Sep. 

9-12, 2013. 

 

Shin-ichi Ito and Satoshi Yukawa 

"Dynamical scaling law of fragment distribution in drying crack pattern" (poster) 

STATPHYS 25, Seoul, Korea, July 22-26, 2013. 

 

Shin-ichi Ito and Satoshi Yukawa 

"Dynamical scaling law of fragment distribution in drying crack pattern" (poster) 

Physics of glassy and granular materials, Satellite meeting of STATPHYS 25, Kyoto, July 16-19, 2013. 

 

Hajime Yoshino (invited) 

“Rigidity of structural glasses and jamming systems probed by twisting replicated liquids”, 

7th International Discussion Meeting on Relaxations in Complex Systems, Barcelona, Spain, August 22, 2013. 

 

Hajime Yoshino 

“On the rigidity of jamming systems at finite temperatures” 

Physics of glassy and granular materials, Yukawa Inst. Kyoto Univ., July 17, 2013. 

 
主要学会 

渡辺 健、川村 光、中野 博生、坂井 徹：日本物理学会 2013年秋季大会 

“3 角格子上の S=1/2 反強磁性ランダム・ハイゼンベルグモデルの低温量子磁気状態”2013年 9月 25

日、徳島大学 
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崎山泰樹、川村 光：日本物理学会 2013 年秋季大会 

“XYスピングラスの誘電性”2013年 9月 25日、徳島大学 

 

植田 祐史、川村 光：日本物理学会 2013年秋季大会 

“速度状態依存摩擦則に従う 1次元バネ‐ブロックモデルの統計的性質―スロー地震と余効すべり”2013

年 9月 27日、徳島大学 

 

五十嵐 淳也、川村 光：日本物理学会 2013年秋季大会 

“不均一性を考慮した 1次元バネ‐ブロックモデルによる地震の数値シミュレーション II”2013 

年 9月 28日、徳島大学 

 

川村 光：地震研研究会 

“スロースリップとバネ‐ブロックモデル”2014年 3月 18日‐19日、東京大学地震研究所  

 

高柳哲也、Dao Xuan Viet、川村 光：日本物理学会第 69回年次大会 

“ランダム異方性のある 3次元ハイゼンベルグスピングラスのスピン、カイラリティ秩序化 II”2014年

3月 27日、東海大学湘南キャンパス 

 

崎山泰樹、川村 光：日本物理学会第 69 回年次大会 

“３次元積層ハニカム格子上のクラスターXYスピングラスの誘電性”2014年 3月 30日、東海大学湘南

キャンパス 

 

川村 光、渡辺 健、中野 博生、坂井 徹：日本物理学会第 69回年次大会 

“ランダム量子３角格子ハイゼンベルグモデルの量子スピン液体相と有機反強磁性体”2014年 3月 30日、

東海大学湘南キャンパス 

 

渡辺 健、川村 光、中野 博生、坂井 徹：日本物理学会第 69回年次大会 

“S=1/2 ３角格子反強磁性ランダム・ハイゼンベルグモデルにおける 1/T1 の温度依存性”2014年 3月

30日、東海大学湘南キャンパス 

 

植田 祐史、川村 光：日本物理学会第 69回年次大会 

“速度状態依存摩擦則を用いたバネ‐ブロックモデルの破壊核形成過程 III” 2014年 3月 30日、東海

大学湘南キャンパス 

 

吉村 高至、川村 光：日本物理学会第 69回年次大会 

“速度状態依存摩擦則に従う粘弾性層付き 1次元バネ‐ブロックモデルによる地震の数値シミュレーシ

ョン III” 2014年 3月 30 日、東海大学湘南キャンパス 
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伊藤伸一、湯川諭：日本物理学会 2013年秋季大会 

“バネ質点モデルにおける乾燥破壊パターンの乾燥過程依存性” 2013年 9月 28日、徳島大学 

 

伊藤伸一、湯川諭：日本物理学会第 69回年次大会 

“収縮破壊における破片分布の確率モデルによる解析” 2014年 3月 30日、東海大学湘南キャンパス 

 

吉野 元:日本物理学会 2013 年秋季大会 

“ジャミング転移点近傍における 1+連続レプリカ対称性の破れ” 2013年 09月 26日、 徳島大学 

 

吉野 元:科研費新学術領域「ゆらぎと構造の協奏」第一回領域研究会 

“有限温度ジャミング系の異常な熱揺らぎと有効温度” 2013年 12月 26日、KKRホテル熱海 

 

吉野 元、Francesco Zamponi:日本物理学会第 69回年次大会 

“クローン液体論によるガラス準安定状態の温度・圧力変化の追跡” 2014年 03月 27日、東海大学湘南

キャンパス 

 
研究交流 他大学での講演・セミナー 

吉野 元 

“有限温度ジャミング系におけるゆらぎ”名古屋大学Ｒ研コロキウム、名古屋大学、2013年 5月 20日 

 

研究室公開セミナー 

2013年 4月 10日 川村 光 氏（阪大理・宇宙地球） 

「研究室この 1年」 
 
2013年 4月 17日 紙屋 佳知 氏（ロスアラモス国立研究所） 
「フラストレーションのあるモット絶縁体における磁気渦結晶」 
 

2013年 4月 24日 吉野 元 氏（阪大理・宇宙地球） 
「有限温度ジャミング系におけるゆらぎの階層性」 
 
2013年 5月 7日 湯川 諭 氏（阪大理・宇宙地球） 
「バネブロック系における Jarzynski 型等式」 
 
2013年 5月 15日 橋本 幸士 氏（阪大・理・物理） 
「中性子星と超弦理論」 
 

2013年 5月 22日 高江 恭平 氏（京大理学研究科 物理学教室） 
「配向自由度を有する粒子系のガラス転移」 
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2013年 5月 29日 黒木 和彦 氏 （阪大・理・物理） 
「鉄ニクタイド系超伝導体におけるスピン揺らぎモード間の協力と競合」 
 
2013年 6月 4日 住 貴宏 氏 （阪大・宇宙地球） 
「重力マイクロレンズによる系外惑星探査」 
 

2013年 6月 12日 藤堂 眞治 氏 （東大物性研） 
「空間的異方性の強いスピン系の量子相転移とユニバーサリティー」 
 

2013年 6月 18日 篠本 滋 氏（京大理） 
「点イベント時系列解析」 
 

2013年 6月 25日 伊藤 伸一 氏（川村研・Ｄ２） 
「乾燥亀裂パターンの動的スケーリング則」 
 

2013年 7月 3日 佐々木 晶 氏（阪大・宇宙地球） 
「月惑星の重力」 
 

2013年 7月 9日  伊藤 伸一 氏（川村研・Ｄ２） 
「乾燥亀裂パターンの動的スケーリング則（続）」 
 

2013年 7月 17日 木村 健太 氏（基礎工・物性） 
「量子揺らぎを伴うスピンアイス的状態」 
 

2013年 7月 23日 相澤 洋二 氏 （早大理工） 
「地震統計則を支えるにはどんなエルゴード仮説が求められるかー経験法則と３．１１（２０１１）地

震の解析ー」 
 

2013年 7月 31日 太田 健二 氏 （阪大極限センター） 
「惑星内部物質の絶縁体ー金属転移」 
 

2013年 8月 26日 下川 統久朗 氏 （神戸大・連携創造本部） 
「フラストレートした量子スピン系に現れる新奇なフェリ磁性についての数値的研究」 
 
2013年 10月 2日 内出 崇彦 氏（産業技術総合研究所） 
「震源破壊成長過程のスケーリング」 
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2013年 10月 9日 松下 勝義 氏（阪大サイバーメディアセンター） 
「タンパク質構造からのエネルギー地形再現：Wang-Landau 法によるアプローチ」 
 
2013年 10月 15日 長峯 健太郎 氏（阪大・宇宙地球） 
「超巨大ブラックホール生成の謎と宇宙構造形成」 
 

2013年 10月 23日 本田 孝志 氏（阪大基礎工） 
「多成分磁気構造を持つオリビン型 Mn2GeO4 におけるマルチフェロイック特性」 
 

2013年 10月 29日 荒川 智紀 氏（阪大理・物理） 
「スピンショット雑音の検出」 
 

2013年 11月 6日 下川 統久朗 氏（阪大理・宇宙地球） 
「低次元量子フラストレート系に現れる non-collinear 型のフェリ磁性」 
 
2013年 11月 12日 大島 基 氏（阪大理・宇宙地球） 
「クラスレートハイドレートにおける分子間水素原子移動を伴うラジカルの生成と反応機構」 
 

2013年 11月 22日 Mai Suan Li 氏（Institute of Physics, Warshaw） 

「Computer-aided drug design: basic concepts and applications to influenza virus and Alzheimer’s 
disease」 
 
2013年 11月 27日 小渕 智之 氏（東工大・LPTENS） 
「スピングラス理論による逆問題の統計力学と最大エントロピー法」 
 

2013年 12月 3日 坪田 誠 氏（大阪市立大・理） 
「量子乱流」 
 
2013年 12月 10日 田越 秀之 氏（阪大・宇宙地球） 
「重力波検出器進捗状況と重力波天文学の展望」 
 
2013年 12月 24日 五十嵐 淳哉 氏（川村研・Ｍ２） 
「不均一性を考慮した 1 次元バネ-ブロックモデルによる地震の数値シミュレーション」 

 

2014年 1月 8日 渡辺 健 氏（川村研・Ｍ２） 
「S=1/2 三角格子ランダム・ハイゼンベルグモデルの低温量子磁気状態」 
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2014年 1月 14日 高柳 哲也 氏（川村研・Ｍ２） 
「ランダム異方性のある３次元ハイゼンベルグスピングラスのスピンーカイラリティ秩序化」 
 
2014年 1月 22日 植田 祐史 氏（川村研・Ｍ２） 
「速度状態依存摩擦則に従う 1 次元バネ-ブロックモデルの数値シミュレーション」 
 

2014年 1月 29日 山田 涼雅 氏（川村研・Ｍ２） 
「拍手の集団同期現象に関するシミュレーション」 
 

2014年 3月 5日  

1. 中山 大樹 氏 （川村研・Ｂ４） 
「作用反作用の法則が破れた相互作用をする自己駆動多体系シミュレーション」 
2. 濱口 基之 氏 （川村研・Ｂ４） 
「RKKY 相互作用を持つ古典ハイゼンベルグ模型の Ewald 法を用いた数値シミュレーション」 
3. 南 宇人 氏 （川村研・Ｂ４） 
「１次元近藤モデルと RKKY モデルの磁気秩序状態の探求」 
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寺田研究室 
  
 当グループは、太陽系固体物質の化学分析、電磁気学的測定等を通して、太陽系の初期形成史と

その進化、ならびに惑星環境における物理素過程についての研究を行っています。 
 
１. 隕石の年代学的研究、および Muon を用いた地球惑星物質の分析手法の開発 

 

1.1 ２次イオン質量分析計を用いた地球惑星物質の U-Pb年代学 

 今年度は、2013 年 2 月にロシア・チェリアビンスクに落下した LL コンドライト隕石、および小

惑星探査機「はやぶさ」が小惑星イトカワから回収した微粒子中のリン酸塩鉱物の U-Pbシステマテ

ィックを精査した。チェリアビンスク隕石の U-Pbシステマティックスは一般的な LLコンドライト

が示す約 45億年の熱変成年代を示し、先行研究で指摘されている 39億年前や 2.9億年前のショッ

ク年代の痕跡は確認できなかった。 

 
1.2 次世代局所同位体分析装置の開発 

 地球惑星科学分野において、イオンマイクロプローブを用いた局所年代分析は、母天体の熱史と

衝突史を紐解く分析手法であるが、１次イオンによるイオン化効率が低いこと（数％以下）が長年

の弱点であった。そこで、昨年度に引き続き、１次イオンビームでスパッタされた中性原子をフェ

ムト秒レーザーでトンネルイオン化させる「ポストイオン化法」の基礎開発を行った。具体的には、

パルスレーザーおよび２次イオン引き出し電圧の印可のタイミング、レーザー照射位置などの最適

化を行なった。さらに、2013 年末に、出力の高いスペクトラフィジックス社製のフェムト秒レーザ

ーに更新することで、鉛板からのシグナル（２次イオン）のポストイオン化強度が昨年度の 50倍か

ら 700倍へと劇的に向上させる事が確認できた。さらに、ウランを約２wt.%含む天然ジルコン鉱物

（非導電性物質）からのUO+、UO2
+、ThO+のピークを確認した。 

 

1.3  Muon を用いた地球惑星物質の分析手法の開発 

 昨年に引き続き、J-PARC MLF施設の負Muon(μ-)ビームを用いた地球惑星物質分析の非破壊３次元

元素分析の開発に取り組んだ。昨年５月にJ-PARCの放射性物質漏洩事故により配分されていたマシ

ンタイムがキャンセルなったが、2012年度末に測定したデータを解析し、論文としてまとめた（2014

年 5月 27日にNature Scientific Reportsに掲載）。 

 
 
２．ダスト整列起源の解明に向けた非晶質シリケート粒子の磁気異方性測定 

 

典型的な非晶質シリケートであるテクタイトの小片で常磁性磁化率Δχparaの異方性を初めて検

出した。同じ試料に関して.電子スピン共鳴で観測したg値の異方性は、上記の Δχparaと調和的で

あることから、この異方性が単一のＦｅイオンに由来することが確認された。 観測されたΔχpara 

は、非晶質物質の形成時に、表面の法線方向に磁気的安定軸が生じるような原子レベルの構造が形

成されるため、と考えられる。上記の研究では、小片のΔχ検出のため、μg条件下での回転振動を

観測した。この方法は，試料ホルダー及び質量計測を必要としないため （運動が観測可能な限り ）

無制限に小さな試料が測定できる。 
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３. 地球科学の研究 

 

深海底の堆積物に関するレーザーブレイクダウン分光（LIBS）開発については、常圧～10MPa 程

度の範囲におけるレーザー波長、パルス幅 エネルギー依存性のデーターを取得した。開発したバ

ブルアシスト分光法は、高圧の深海に於いて有力であることがわかった。 

 一方、深部生命体に対しての研究として、ESR による有機物の熱変性研究を進めるほか、誘電分

光法によるメタン菌等の生命探査法の開発に着手した。また地震電磁気学に関しては、圧力下の岩

石に現れる誘電現象に関して含水率を大幅に変えた実験を進めて、水との相互作用が大きいことな

どを明らかにした。 

 
 
４． 惑星表層における揮発性元素の分布と循環の解明 

 

4.1同位体バイオマーカを用いた原始地球の表層環境の解明 

約 20～35 億年前に形成した堆積岩中の同位体バイオマーカを用いた原始地球の表層環境の解読を

進めている。特に、未だもって明らかではない鉄鉱床に頻繁に見られる「縞」の形成過程の解明に

取り組み、インド産縞状鉄鉱床堆積岩の窒素・鉄同位体組成並びに微量元素組成の分析に基づく縞

状鉄鉱床の形成モデルの構築を進め、論文にまとめた。 

 

4.2月表土の科学 – 月極域探査を目指して 

月表土試料には、様々な月外物質（太陽風・隕石、そして、おそらくは彗星など）が月に降着した

証拠が忠実に記録されている。固体惑星物質に含まれる揮発性元素は、月降着の衝撃で一旦は蒸発

するが、月面においては気体分子が速やかにイオン化され月面に向かってイオンが加速される仕組

みが存在するため、蒸発した揮発性成分の相当割合は宇宙空間に失われることなく月表土試料に捕

獲される。そこで、月極域での揮発性物質の存在量推定や捕獲形態などの推定した。月面に水が存

在するか、というのは理学としての興味以外にも、探査基地としての月面の活用を見据えた工学的

に重要な課題でもある。将来的には、月極域あるいは縦孔をターゲットとした惑星探査の科学目標

策定に関わる予定である。 
 

 

５．宇宙・地球物質の有機化学研究  

 

5.1同位体地球化学の研究 

 約 22 億年前に最初の全地球凍結が起こったという仮説が提案されている（Kirschvink et al., 

1992; Hoffman et al., 1998）。全地球凍結終了後にはシアノバクテリアなどの光合成生物の活動が

盛んになった結果、大気中の酸素濃度が急増したと考えられている（e.g., Karuhu and Holland, 

1996; Kirschvink et al., 2000）。またSekine et al (2010)によって、凍結融解には嫌気性生物由

来のメタンが引き金となった可能性が報告された。しかし、当時の生物活動を示す直接的な証拠は

ほとんど見出されていない。この問題に取り組むために、本研究では、南アフリカ古原生代の氷河

堆積物（ダイアミクタイト）中のケロジェンおよび炭酸塩の炭素同位体比分析を行った。試料は、

南アフリカの約 22〜24億年前のMakganeyen地層から採取された深度の異なる 17種のダイアミクタ

イトを用いた。各堆積岩粉末試料（約 5 g）に 2N HCl、続いてCsF/HF混合溶液（1.68g/ml）で化学・
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密度分離を施しケロジェンを精製した。全岩試料、HCl処理し炭酸塩を除去した岩石試料、ケロジェ

ンの各炭素含有量、炭素同位体比を、元素分析オンライン同位体質量分析計を用いて測定した。ま

た、各試料中の炭酸塩含有量と炭素同位体比をクーロメータと安定同位体質量分析計を用いて測定

した。その結果、試料中の全有機炭素含有量は 0.01～0.3%、炭酸塩含有量は 0.12～3.9%であった。

炭素同位体比は全岩試料でδ13C = -22.28～-5.89‰、HCl処理をした岩石試料でδ13C = -35.18～

-24.14‰、ケロジェンでδ13C = -37.26～-34.51‰、炭酸塩でδ13C = -6.57～-3.35‰であった。本

研究で得られたケロジェンのδ13C値は光合成生物と嫌気性生物の両方からの寄与を反映すると考

えられる（Eigenbrode and Freeman, 2006）。また、この値は深度を通して一定の値を示したことか

ら、この期間の生物進化に大きな変動はなかったと推測される。炭酸塩の炭素同位体比は続成作用

を受けた炭酸塩が示す典型的な値の範囲と調和的であった（Bekker et al., 2005）。以上の結果よ

り、全地球凍結中あるいは終了直後には既に光合成生物が活動していた可能性が示唆された。 

 
5.2 生命起源の研究 

 生命の起源に至る初期地球上の化学進化において、触媒物質や不安定な反応中間体を高濃度で保

持するためには分子が微小球体を形成し、原始細胞の前駆物質として“反応容器”の役割を果たし

たと考えられている（Weber, 2005）。過去にも種々の有機分子から微小球状物質を形成した実験研

究は報告されている。しかし、一部の先行研究は初期地球環境に非現実的な物質や実験条件が適用

されている点で不完全であり、さらには微小球状物質の形成過程や安定性を系統的に調べた研究は

ほとんどない。そこで今年度は、初期地球に普遍に存在したと考えられるホルムアルデヒドとアン

モニアによるメイラード・タイプ反応に着目し、その過程で形成しうる微小球状有機物（Cody et al. 

2009）のサイズ・形態・分布と反応条件との関係性を調べた。 

 パラホルムアルデヒド 120mg、グリコールアルデヒド 120mg、水酸化カルシウム 30mg、水 2ml の

混合溶液を調製し、温度 50～90℃で 71～720 時間加熱した。各条件でアンモニア水溶液 54µl を加

えた試料も用意した。加熱後、試料溶液を遠心分離し沈殿生成物中のカルシウムを 2N 塩酸で除去

後、50℃で乾燥させて固体有機物を得た。その後、試料をインジウム板上でプレスした状態で金蒸

着し、走査型電子顕微鏡（SEM）で観察した。 

 いずれの試料についても、実験開始から数分で溶液が黄色を帯び、次第に褐色〜黒色に変化した。

50℃ではどの試料も固体有機物は生じなかったが、90℃ではアンモニアを含まない試料に比べアン

モニアを含む試料の方が固体有機物生成反応は速く進行し、その収量も 10倍以上多く、加熱時間が

長いほど増加した。固体有機物を生じた全ての条件で、数ミクロンサイズの微小球状有機物（0.6

〜3.6 μm）を確認できた。微小球状有機物のサイズは加熱時間が長いほど増大し、その個数と分布

は小さくなる傾向が見出された。この傾向はアンモニアの有無で大きく変わらなかった。90℃、72

時間で同様の反応を行うと芳香族性と脂肪族性の割合がほぼ等しい生成物が得られたことが報告さ

れている（Kebukawa et al. 2013）ことから、本研究で得られた固体有機物も両親媒性をもち安定

な膜質微小球体を形成したことが考えられる。以上の結果より、ホルムアルデヒドとアンモニアは

比較的穏やかな条件で速やかに高分子化する点で初期地球上の現実的な化学進化として期待できる

と共に、原始細胞前駆物質の適した候補であることが示唆された。 

 
5.3 始原天体有機物の研究 

 後期重爆撃期に小惑星や彗星が初期地球に衝突した際、地球外有機物が生命原材料物質として地

球に供給されたと考えられている（Chyba and Sagan, 1992）。この仮説を実証するために銃実験に

よる有機物の衝撃合成が報告されている（Blank et al. 2001; Mimura et al. 2005; Furukawa et al. 
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2009）。一方で銃実験では地球脱出速度（> 11 km/s）に相当する超高圧（〜400 GPa）の発生が難し

く、並びに閉鎖系であるという問題点もある。本研究では、より実際的な小天体衝突条件を再現す

るため、高強度レーザー衝撃圧縮法を用いた天然隕石試料の開放系衝撃実験を行い、試料から生じ

る揮発性成分を同定した。 

 試料には炭素質コンドライトの Murchison隕石（CM2）、普通コンドライトの Parnalee隕石（LL3.6）

を用い、それぞれの粉末状ペレット（厚さ 100 μm）を作製した。試料の前にアルミニウム又はタ

ンタル製のアブレータを置き、大阪大学レーザーエネルギー学研究センターの激光 XIIを用いて衝

撃実験を行った。レーザー波長 1053 nm、パルス幅 〜20 ns、レーザー径 〜0.4 mm、衝撃圧 100-400 

GPa とした。試料から生じた揮発性成分を直接、四重極質量分析装置（QMS）で測定した。また、比

較のために隕石試料がない条件で同様の実験を行った。 

 Murchison隕石から生じた揮発性成分量は高圧条件ほど多く、主要な生成化合物はH2、次いでCO

であった。その他には、400 GPa で炭化水素およびそれらに由来するマスフラグメント（CH4, C2H2, 

C2H3, C2H5, C6H6）が生じ、200、100 GPaでは炭化水素（CH4, C2H2, C2H5, C2H3, C2H6, C3H8, C6H6）

に加えてH2Sを主とする硫黄化合物（他にSO, COS, SO2）が生じた。Parnalee隕石から生じた揮発性

成分量はMurchison隕石に比べて少なかった。初期地球大気における還元性化合物の生成には普通コ

ンドライトを想定した還元作用の高い金属鉄と無機炭素又は窒素、水との衝撃反応が着目されてい

るが（Nakazawa et al. 2005; Furukawa et al. 2009）、本研究結果から、金属鉄が乏しい酸化的な

炭素質コンドライトの衝撃反応でも、有機炭素と硫黄化合物が還元力を担い、多種の還元的揮発性

炭素化合物をより多量に生じることが明らかとなった。 
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佐々木研究室（惑星物質学グループ） 
 
 当グループでは、地球を始めとする惑星の成り立ちとそこでの諸現象について、物質科学を基に

した実験的アプローチから研究をすすめている。具体的には、隕石や宇宙塵の成因と原始太陽系に

おける物質の分化、月惑星（彗星）探査、マグマの固結や発泡現象、地球惑星表層環境を特徴づけ

る地形の成因解明、深海底試料からみる海底地質学・資源物質学、地球･惑星内部での高温高圧物質

科学（圧力誘起構造相転移など）についての研究である。 
 
１．惑星科学・宇宙科学の研究 

 
1.1 宇宙風化作用に関する研究 
 太陽系空間にさらされた大気の無い天体表面では、主に微小隕石の衝突と太陽風の照射により、

表面の光学物性が変わり反射スペクトルが変化する。典型的にスペクトルの赤化、暗化、吸収帯の

弱化としてあらわれる、この宇宙風化作用という現象は、ナノ鉄微粒子の生成が主原因と考えられ

ている。イトカワ粒子や隕石中にはナノ鉄 FeS も含まれている。水星では、表面元素濃度は、Ｓ>Fe
で宇宙風化作用として、FeS の微粒子も考慮すべきと考え、FeS をカンラン石、輝石に加えたシミ

ュレーション実験を行い、サンプル観察、スペクトル測定を行った。特徴として赤化だけではなく

赤外域の暗化が見られる。 
 また、はやぶさ探査機が小惑星イトカワ表面から地球に持ち帰ったサンプル粒子の分析を進めた。

大気のないイトカワ表面では、宇宙風化をはじめとする様々なプロセスが起きており、サンプル粒

子の表面には、太陽風照射によるナノ鉄微粒子を含み、場合によってはバブル状の構造が、粒子表

面に突起してブリスターと呼ばれる構造を作る。従来S型小惑星の宇宙風化過程は太陽風照射(~106 

年)とそれに続く微隕石衝突(109 年)の２つの異なるタイムスケールで進行すると提案されていた。

イトカワ粒子の宇宙風化リムの発達は、観察、実験から 102-104年程度で進行すると考えられる。

しかし、イトカワ粒子の３次外形に丸みのあるものが存在すること、またブリスターの分布から、

宇宙風化作用の進行は、単純な太陽風打ち込みよりは遅く、タイムスケールの長い粒子の撹拌・摩

耗を考えると、宇宙風化度の上がるのは~106 年のタイムスケールになりうることを明らかにした。 
 
1.2 月内部構造に関する研究 
 国立天文台と共同で、月の内部構造解明を目指した研究を行っている。2 ビーム相対 VLBI によ

る月周回衛星と月面着陸機にの複数電波源観測により、月の低次重力場の変化を高精度で求めて、

潮汐ラブ数を高精度(誤差 1%以下)で決定する。これと他の観測データを結びつけて、月内部の柔ら

かさ、とくに金属中心核が融けているかどうかを制約することが、本研究の目指すところである。

探査機の軌道を精確に決める必要がある。電波望遠鏡の受信システムの広帯域化を進めている。 
 アポロ計画で取得された月震データと測地データ（月の質量、慣性モーメント、ラブ数 h2・k2）
とを組み合わせた場合、将来ミッションでどの程度測地データの精度を向上させれば、月の内部構

造パラメータがどのような精度で推定できるかを、線形モデルを用いて調べた。その結果、ラブ数

k2 を SELENE-2 VLBI ミッションで期待されるように 1 %の精度で決定すれば、月の核の半径お

よび密度をそれぞれ 10 %、25 %の精度で推定できることが分かった。 
 また、実際の内部構造推定では、月内部各層の厚さ、密度、剛性率を様々な範囲で振って観測に

合うパラメータを探索する必要がある。膨大なパラメータの組み合わせを全て調べることは不可能
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なので、パラメータの値と精度をベイズ推定する手法の実装に着手した。測地データと深発月震デ

ータとを組み合わせてマルコフ連鎖モンテカルロ法を用いて内部構造パラメータをベイズ推定する

プログラムを整備し、推定精度に関するシミュレーションを行った。核半径の推定精度は線形モデ

ルの結果と同様に約 10 %となることが示された。 
 
1.3 木星系探査に関する研究 
 ESA の木星系探査ミッション、JUICE に機器開発を伴う形で日本グループが参加することにな

り、その枠組み構成を JAXA 宇宙科学研究所の小規模プロジェクトとして申請を行った。木星およ

び衛星系探査と、太陽系の起源、系外惑星という広い問題との関係について、各機器サイエンスメ

ンバーとの議論を行った。 
 
1.4 月探査に関する研究 
 次期および将来月探査計画の作成活動に参加している。昨今の国内・国際情勢に対応した調整を

加えつつ、最新の月科学を先へ進めるための計画を考案し、各所で提案を行った。 
 また、月探査の基礎研究として、アポロ計画で持ち帰られた月土壌試料を X 線 CT スキャンして

作成した数値形状モデルを用いて、月表面の光散乱特性をシミュレーションする研究を行った。単

純な全反射シミュレーションであっても、試料が複雑形状を持つと、透過散乱特性であるルナラン

バートに近い散乱特性が得られるという興味深い結果が得られた。 
 
1.5 小惑星イトカワに関する研究 
 探査機はやぶさが持ち帰った小惑星イトカワの粒子に対して、電界放出型—走査型電子顕微鏡

(FE-SEM)、透過型電子顕微鏡(TEM/STEM)を組み合わせた宇宙風化リムの観察を行った。結果、

ブリスター構造を含む宇宙風化リムの分布が非破壊で観察できる事を明らかにした。またブリスタ

ー構造を含む宇宙風化リムの分布を調べた、小惑星全体の宇宙風化の進行は、天体表面で起こる振

動等の活動によるレゴリス粒子の破砕・移動/かき混ぜと密接に関連していることを示した。 
 また，はやぶさ粒子との３次元形状と衝突破片の 3 次元形状の比較を行うため、カンラン岩およ

び玄武岩へのクレータリング実験およびカタストロフィック破壊実験を行なった。2 段式軽ガス銃

を用いて 1-7 mm の弾丸を加速し、4-5 km/s で衝突させ、X 線 CT を用いた測定により、数 100 
µm サイズの破片の 3 次元形状分布を求めた。はやぶさ粒子の 3 次元形状分布と実験の破片の形

状分布を同じサイズ領域で比較した。結果、カタストロフィック破壊による分布とは有意に区別で

きるが、クレータリングによる分布とは有意に区別できないことがわかった。すなわち、はやぶさ

粒子の形成過程として、ボルダーのような岩石への微小天体のクレータリングによる破片である可

能性が示唆された。 
 
 
２．地球科学の研究 

 
2.1 融体の圧力誘起構造転移の研究 
 高温高圧下での X 線吸収実験（SPring-8 利用）により液体（マントルを構成するケイ酸塩の模

擬物質であるジャーマネート）の圧力誘起局所構造変化を調べた。さらに X 線ラジオグラフィー

（SPring-8 並びに AR-PF 利用）による密度測定と粘性率測定を試み、高温高圧融体のこれらの物

性と局所構造の相関を調べている。 
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2.2 火山防災のための新しい観測技術研究 
 将来の伊豆大島噴火に備えて、無人観測ロボットの観測態勢を整えるべく、無人観測ロボットシ

ンポジウム実行委員会を組織し、伊豆大島無人観測ロボットシンポジウムという火山観測ロボット

の実証試験大会を開催している。今年度で５年目の開催となったが、今年度から、東京大学地震研

究所の特定共同研究 B の課題として採択された。参加グループの実証試験の費用負担が大きく軽減

された。そして、それ以上に組織が地震研の共同研究プロジェクトとして外部に説明しやすい体裁

を得たことは、環境省や国土交通省、気象庁等と今後の連携態勢を構築する上で大きな意義を持つ。 
 観測ロボットの開発では、今年度からマルチコプターを新たに導入した。伊豆大島での実証試験

では、緯度経度情報をプリセットした無人自律飛行運用に成功した。また、民間協力による伊豆大

島ライブカメラの設置活動を始めた。 
 一方、もう一つの火山観測活動は、地球規模課題対応国際科学技術協力(SATREPS)活動の一環と

して行っている、カメルーン共和国の火山湖ニオス湖、マヌーン湖の調査・研究である。これらの

湖は二酸化炭素の突然の放出によって 1980 年代に 1800 名もの人命を奪う大災害を起こした。この

災害が再びおこらないように、湖底に蓄積される二酸化炭素の量をモニターする手法開発と、二酸

化炭素の供給源を解明するために調査・研究を行っている。今年度は、カメルーン共和国での現地

調査を行い、水中音速度分布で二酸化炭素濃度を推定するためのデータを得た。また、水中カメラ

で湖水中の浮遊物質の垂直分布構造を明らかにした。さらに、シングルビームソナーによるマヌー

ン湖の湖底地形の地図作成を行った。 
 
2.3 表層メタンハイドレートに関する研究 
 メタンハイドレートとは、メタン分子が水分子により形成された籠構造（ケージ）に取り込まれ

た包接化合物で、日本近海の海底にも多く分布していることが確認されている。2010 年の MD179
航海で回収されたメタンハイドレート試料を X 線 CT 画像により観察したところ、メタンハイドレ

ートと思われる箇所に色の違い（濃淡）が見られた。この濃淡は液体窒素によるサンプル保存期間

中に導入された可能性もあるため、比較対象として 2013 年の UT13 航海で回収されたメタンハイ

ドレート試料も X 線 CT 画像により観察したところ、同様の濃淡が見られた。そこで、この濃淡が

何に起因するのかを明らかにするため、UT13 航海で回収したメタンハイドレート試料の断面を顕

微ラマン分光によりイメージング計測した。メタンハイドレートは数 mm 程度の粒状に分布してお

り、X 線 CT 画像における濃淡の薄い部分に対応していることがわかった。このような組織になる

メカニズムについても議論した。 
 
 
３．装置開発など 

 
3.1  SiC-Diamond アンビルの開発 
 龍谷大学との共同研究により、SiC-Diamond アンビルの HIP 合成を試み、従来の焼結ダイヤモ

ンドアンビル並みの強度を持つ焼結体の合成に成功した。14ｍｍ角のアンビルを用いて、20GPa・
2000K の高温高圧条件下でのＸ線回折実験をルーチン化したが、26mm 角の超大型アンビルの作製

に成功し、これを用いた高圧発生を行った。さらに、これらの X 線に対して透明なアンビルを用い

て、Ｘ線ラジオグラフィーによる密度測定や粘性率測定の実験技術の確立を進めている。フランス・

クレルモンフェラン大学との共同研究で、欧州放射光施設(ESRF)に導入された大容量プレスでの使

用も試みている。 
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3.2 J-PARC での高圧中性子回折実験 
 J-PARC の高圧中性子ビームライン(PLANET)での、高圧力下でのガラスの構造研究と中性子イ

メージング技術開発の実験に参加している。 
 
3.3 大気圧プラズマを用いた液中化学プロセス 
 液中プラズマプロセスでは、プラズマにより液中に導入される活性種が主役となり、化学反応を

引き起こす。よって、活性種の評価が液中プラズマプロセスの素過程の理解に欠かせない。大気圧

プラズマを照射した水に残る残留活性種に関する研究を行ったところ、スーパーオキシドアニオン

ラジカルを生成する前駆体の存在が示唆された。前駆体の詳細に関する研究・議論を行った。 
 
3.4 ガスハイドレートにおける捕捉電子の観察 
 ガスハイドレートの捕捉電子をパルスラジオリシスと低温光吸収測定法により観察した。アミン

系のガスハイドレートで観察された捕捉電子について、その生成モデルの詳細について検討した。 
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行、今枝隆之介、道上達広、石原吉行、横田康弘、山本聡「月・小天体・火星の縦孔・地下空洞探

査の科学目的」日本惑星科学会 2013 年度秋季講演会, 2013 年 11 月, 沖縄県石垣市（石垣市民会館） 
 
谷篤史、中沢大樹、Hailong Lu、土`山明、松本良「日本海東縁の表層ガスハイドレートの X 線 CT
による 3 次元観察」日本地球惑星科学連合 2013 年大会, 2013 年 5 月, 千葉市（幕張メッセ） 
 
谷篤史、福井智、井川聡、北野勝久「大気圧プラズマにより液中に導入される活性酸素種」応用物

理学会関西支部 平成 25 年度第 1 回講演会, 2013 年 6 月, 京都市（京都大学桂キャンパス） 
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北野勝久、井川聡、谷篤史「魔法の水？プラズマ処理水を用いた殺菌消毒法」応用物理学会関西支

部 平成 25 年度第 1 回講演会, 2013 年 6 月, 京都市（京都大学桂キャンパス） 
 
大島基、谷篤史、菅原武、大垣一成、北野勝久「クラスレートハイドレートを反応場とした水素原

子移動を伴う HOCO/DOCO ラジカルの反応」第 52 回電子スピンサイエンス学会年会, 2013 年 10
月, さいたま市（さいたま市大宮ソニック市民ホール） 
 
大島基、谷篤史、菅原武、大垣一成、北野勝久「分子間水素原子移動による HOCO ラジカルの分

解」日本惑星科学会 2013 年度秋季講演会, 2013 年 11 月, 沖縄県石垣市（石垣市民会館） 
 
大島基、谷篤史、北野勝久、菅原武、大垣一成「炭化水素系とCO2ハイドレートにおけるゲスト分

子間で起こる水素原子移動の比較」第５回メタンハイドレート総合シンポジウム, 2013 年 12 月, 東
京都（産総研 臨海副都心センター） 
 
北野勝久、井川聡、谷篤史「プラズマ処理水の冷凍保存技術を用いた先進的プラズマ消毒法」第 30
回プラズマ・核融合学会年会, 2013 年 12 月, 東京都（東京工業大学大岡山キャンパス） 
 
北島尭、北村一磨、菅原武、谷篤史、大島基「クラスレートハイドレートに包接された水素原子」

平成 25 年度 低温科学研究所・氷科学研究会共同研究集会「H2Oを科学する・2013」, 2013 年 12
月, 札幌市（北海道大学） 
 
大島基、谷篤史、菅原武、大垣一成、北野勝久「クラスレートハイドレートを反応場とした分子間

水素原子移動」平成 25 年度 低温科学研究所・氷科学研究会共同研究集会「H2Oを科学する・2013」, 
2013 年 12 月, 札幌市（北海道大学） 
 
谷篤史「表層メタンハイドレートの組織・組成と結晶構造」フォーラム「表層メタンハイドレート

の資源化を目指して」, 2014 年 1 月, 東京都（明治大学） 
 
來見圭祐、谷篤史、蛭田明宏、松本良「表層メタンハイドレートの内部構造観察」第 30 回 ESR 応

用計測研究会, 2013 年度ルミネッセンス年代測定研究会, 第 38 回フィッション・トラック研究会 
研究発表会, 2014 年 2 月, 池田市（不死王閣） 
 
大島基、谷篤史、北野勝久、菅原武、大垣一成「HOCO−CO2間で起こる分子間水素原子移動反応

と惑星科学への応用」第 30 回ESR応用計測研究会, 2013 年度ルミネッセンス年代測定研究会, 第
38 回フィッション・トラック研究会 研究発表会, 2014 年 2 月, 池田市（不死王閣） 
 
谷篤史、福井智、井川聡、北野勝久「大気圧プラズマにより液中へ導入される活性種について」第

30 回 ESR 応用計測研究会, 2013 年度ルミネッセンス年代測定研究会, 第 38 回フィッション・トラ

ック研究会 研究発表会, 2014 年 2 月, 池田市（不死王閣） 
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松本徹、土`山明、瀧川晶、安田啓介、中田吉則、三宅亮「イトカワレゴリス粒子の宇宙風化微細組

織の評価：太陽風を模擬したイオン照射実験との比較」日本地球惑星科学連合 2013 年大会, 2013
年 5 月, 千葉市（幕張メッセ） 
 
土`山明、松島亘志、松本徹、中野司、雨宮大樹、松野淳也、永野宗、島田玲、上杉健太朗、竹内晃

久、鈴木芳生、大竹真紀子「大気のない天体でのレゴリス粒子の摩耗：イトカワと月レゴリスの比

較」日本地球惑星科学連合 2013 年大会, 2013 年 5 月, 千葉市（幕張メッセ） 
 
土`山明、松島亘志、中野司、道上達広、上杉健太朗、竹内晃久、鈴木芳生、松本徹、島田玲、松野

淳也、門野敏彦、大竹真紀子「大気のない天体のレゴリス粒子の３次元形状分布：小惑星イトカワ

と月の比較」日本鉱物科学会 2013 年年会, 2013 年 9 月, つくば市（筑波大学） 
 
島田玲、土`山明、荒川政彦、道上達広、松島亘志「カンラン岩ターゲットへの高速度衝突により放

出される破片の 3 次元形状分布」日本鉱物科学会 2013 年年会, 2013 年 9 月, つくば市（筑波大学） 
 
島田玲、土`山明、荒川政彦、道上達広、門野敏彦、松島亘志、中野司「カンラン岩ターゲットへの

高速度衝突により放出される破片の 3 次元形状分布」日本惑星科学会 2013 年度秋季講演会, 2013
年 11 月, 沖縄県石垣市（石垣市民会館） 
 
道上達広、島田玲、土`山明、吉田明史、濱田貴大、長谷川直「衝突エネルギー密度と玄武岩衝突破

片の形状分布」日本惑星科学会 2013 年度秋季講演会, 2013 年 11 月, 沖縄県石垣市（石垣市民会館） 
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中嶋研究室 

 

地球や惑星の主として表層で起きている動的な過程（火山・地震活動、地殻変動、物質移動・反

応・循環、資源の集積、環境汚染、生命の起源と進化等）は、水、無機物質、有機物質、生物等が

複雑な相互作用を行っている結果である。そこで、水、溶存物質、無機・有機物等の性質及び岩石・

水相互作用、有機無機相互作用等を定量的に物理化学的に記述し、動的過程の機構と時間スケール

等を解明し、地球惑星表層環境変動の長期予測を行い、実在世界の総合自然科学を構築していく。 

 

１．その場状態分析法の開発 

地球表層動的過程のありのままの姿とその変化をその場観測する手法を開発し、水の関与する反

応等を速度論的に追跡し、反応速度定数、活性化エネルギー、平衡定数、拡散係数等の基礎的な物

理化学定数を求め、主に地球惑星表層における物質の変化機構・時間スケールを定量的に評価する

研究を継続した。今年度は、顕微可視分光装置において面分析によって岩石の色分布を定量化する

手法開発を行い、花崗岩の赤褐色化部の定量表現を行った。また、岩石・水相互作用をその場観測

するための熱水反応セルの開発を継続し、花崗岩アルカリ変質生成物生成過程を模擬する実験等を

行った。さらに、顕微透過反射測定の補正方法及び定量的解析手法を開発した。携帯型分光測色計

の開発も行い，高速道路工事現場での岩盤強度の推定への応用を検討した。 

 

２．岩石・水・有機物相互作用 

生体分子と水の相互作用の研究を継続し、3 重らせんコラーゲンとその熱変性・熱分解生成物に

結合する水分子の違いを減衰全反射赤外分光法で明らかにした。シリカコロイド間隙界面水の赤外

吸収スペクトルの定量的評価を行った。天然と室内実験において岩石の風化速度を比較し、天然の

風化速度が室内実験値よりも遅くなる原因を明らかにした。間隙の水飽和率を変化させて岩石の溶

解速度を調べ、不飽和状態の岩石の溶解における水膜の役割を明らかにした。岩石間隙水中の溶存

Siの拡散特性を調べ、Siの化学状態の変化が拡散係数に及ぼす影響を明らかにした。 

 

３．地球資源環境科学 

岩石の風化・変質、金属・有機燃料資源の集積、土壌・水圏の重金属や有機汚染物質等における

環境汚染、ゴミ・産業・放射性廃棄物の処分場の長期安全性等に関わる岩石・水相互作用の機構と

速度を実験的に調べ、地球表層の物質移動・化学反応・物質循環の定量化と長期予測を行う研究を

継続した。石油や天然ガスの生成過程を模擬するため、腐植物質の加熱その場赤外観測を行い、多

変量解析を組み合わせて反応速度・活性化エネルギーを求めた。放射性廃棄物処分場の割れ目をセ

メントで充填することに伴う岩盤のアルカリ変質を模擬する実験を行い、変質生成物を顕微赤外分

光法で分析した。また，赤褐色化花崗岩における鉄さびの化学形態を顕微ラマン・可視分光法で解

析した。 

 

４．地震と断層の物質科学 

海溝型地震および内陸型地震の断層滑り機構の解明を目的として、台湾チェルンプ断層および阿

寺断層などの野外調査・試料分析を実施した。その結果、最近の滑り帯では、ナノサイズの微粒子

が多く保存されていることが明らかになった。これは、活断層・破砕帯の活動性評価にあたり重要

な結果である。 
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５．動的観測手法を用いた生体物質間相互作用の解析 

地球の歴史や環境を考える上で、生命の営みを無視することはできない。生命活動を理解するた

めには、生体分子がおりなす分子同士の結合と解離などの生体分子間相互作用を明らかにする必要

がある。本年度は、溶液中での生体分子同士の結合や解離を解析するため、球状タンパク質を試料

として光散乱法による分子サイズ測定の精度評価を行った。その結果、タンパク質濃度を変化させ

て測定し、濃度ゼロに外挿することで、流体力学的半径の解析の精度が顕著に増加することを明ら

かにした。また、光感受性 DNA結合タンパク質である AUREOについての解析では、還元的な状況下

でジスルフィド結合が解離して単量体として存在することを明らかにした。二量体型の AUREOは単

量体型のものより高い DNA 結合性を持つとともに、単量体型の AUREOは光照射により二量体化し、

その結果 DNAへの結合性が増大した。これらの結果から、AUREOの機能メカニズムを示すとともに、

AUREO は光のみでなく細胞内の酸化還元状態によっても遺伝子の活性を制御することが示唆された。

さらに、この光による二量体化という性質を用いて、遺伝子や酵素の活性を制御するシステムの構

築を目指し、その準備を進めている。 
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近藤研究室 
 
  本研究室では様々な高温高圧の発生装置に多様な計測手段を組み合わせる事により、地球惑星の

内部構造と物性及びその進化に関する研究を推進している。実験手段として静的圧縮装置であるダ

イヤモンドアンビルセルやマルチアンビル型装置、また動的圧縮装置である大型レーザー装置を用

い、高圧下での各種物性測定と分光測定、放射光を用いた各種その場観察実験法の開発も行なって

いる。平成 25 年度は、地球核の中でも特に液体領域に関する様々な実験的研究を進めると共に、

地球惑星深部物質の物性測定法について基礎技術開発を推進した。以下に主な研究活動の状況を記

す。 
 
1.地球・惑星内部物質の物性測定 

1.1 地球惑星核の構造と物性に関する研究 

 地球型惑星の中心核の物性や組成を明らかにするため、高温高圧下での鉄合金融体の密度、音速

測定を行った。密度に関してはX線吸収法を用い、音速については超音波法を用いて測定を行った。

トロイダルプレスとキュービックマルチアンビルプレスを用いて、高温高圧下での密度と音速を同

時測定に成功した。様々な合金組成（Ni-S, Fe-C, Fe-O, Fe-Ni-C）を用いて融体の密度と音速に与

える圧力・組成の効果を調べた。 
 
1.2 温度勾配場中における拡散現象の研究 

 近年高温高圧実験で用いられているレーザー加熱ダイヤモンドアンビルセルを用いた実験では、

試料中に高い温度・圧力勾配が生じる。この極端な場の勾配は元素拡散を起こすことが知られてい

るがその詳細はよく分かっていない。そこで、マントルかんらん石中の温度勾配に起因する鉄拡散

に関し、相転移や溶融の影響、粉末と単結晶の比較等を行い、それぞれの条件での見かけ上のソー

レー拡散係数を評価した。これまで相転移に伴う拡散例が報告されていたが、単結晶の場合でもあ

る温度勾配以上で元素不均質かが起こることが分かった。また最終的な元素濃度プロファイルに至

る拡散過程に関しての解釈が可能となった。 
 

1.3高圧下放射光複合測定システムの開発 

  昨年に引き続き KEK-PF-AR:NE1A にて開発中の放射光を用いた高圧下複合測定システムの開

発を進めた。回折実験、吸収実験、メスバウアー実験に加えて、地球核の物性や形成過程の解明を

目的とした DAC 試料のマイクロイメージングを行うための整備を行い、従来の回折モードでの

30keV 光以外にメスバウアー用の 14.4keV 光へも X 線エネルギーを切り替えての使用を可能とし

た結果、これまで以上にコントラストの高い試料イメージの取得が可能となり、同時にレーザー加

熱による鉄系試料の溶融までの過程を実際に X 線イメージとして観察することができた。 
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1.4 高温水素実験のための基礎技術開発 

 木星の表層は水素を主体とする高温流体となっていて、この領域での水素の挙動を実験的に明ら

かにするには、より研究の進んでいる固体の金属化の興味とは異なった高温領域での実験が必要と

なる。そこで既存のダイヤモンドアンビルセルにいくつかの種類の外熱式加熱装置を組み合わせ、

1000-1500K 領域での流体水素の挙動を調べることを目的とした装置の開発を行った。最終的に光

学分光ができることを条件にクジラ型セル内部に断熱効果と温度測定精度を改善した加熱システム

を構築した。 
 

1.5 氷衛星内部のダイナミクスに関する研究 

 H2Oは反磁性であるが外磁場に対して僅かな磁化率を持つ。木星の氷衛星の内部状況を考察する観

点からSQUIDを用いたH2O相転移に伴う磁化率変化の検出の可能性を検討した。試料以外のバックグ

ランドの評価が重要なポイントとなるので、常圧低温下での磁化率変化に関して検討を行った。装

置の温度制御や試料以外の物質の相転移の可能性があることが分かり、今後の測定の改善に対する

有益な情報を得た。 

 
2. 大型レーザー装置を使った地球惑星科学研究 

2.1高温高圧下における地球深部物質の物性測定実験 

 地球やスーパーアースの中心核条件における鉄合金の物性測定を動的圧縮法の１つであるレーザ

ー衝撃圧縮法を使って行っている。レーザー衝撃圧縮実験は大阪大学レーザーエネルギー学研究セ

ンターの共同利用・共同研究のもとで大型レーザー装置（激光XII号レーザー）を使って行ってい

る。今年度は、鉄合金（FeSi, Fe-Ni系）と珪酸塩鉱物（オリビン）の音速計測を行った。Fe85Ni15

は 770 GPa、Fe80Ni20は 500 GPaまでの音速データを取得した。Fe-Ni合金の音速は圧力増加に対

して増加し、同じ圧力では純鉄よりFe-Ni合金の音速は小さく、圧力増加とともに純鉄とFe-Ni合金

の音速との差が大きくなっており、鉄へのニッケルの含有は音速を低下させ、圧力上昇に対する音

速の増加を小さくする効果が見られた。Fe-Ni合金の音速を圧力に対して線形外挿した場合、外核-
内核境界（330 GPa）で音速は純鉄より約 10%小さかった。地震波観測結果から評価された地球モ

デル（PREM）と音速実験結果の比較から外核組成が評価されるが、15-20 wt.%のNi含有は音速を

低下させるので、本研究結果からNiを含んだ系での鉄合金の音速比較の必要性を示唆した。 
 
3. 極限環境下での新奇な相転移現象の研究 

3.1 カノニカルスピングラスにおけるカイラリティ秩序の検証 

 CuMn などの希薄磁性合金では強磁性相互作用と反強磁性相互作用が空間的にランダムに配列す

る結果、新しい磁気秩序相としてスピングラス相が出現することが知られている。近年提唱されて

いるカイラリティがスピングラス転移の真の秩序変数であるという理論的研究を検証すべく、

AuMn,PtM合金などの精密非線型磁化測定、横磁場帯磁率測定、磁場中相図の決定から、理論的研究

との整合性の検証を進めた。 

 

3.2 カイラリティの直接観測 

 合金スピングラスの異方性を系統的に制御した試料で、カイラリティ起源の異常ホール効果が出

現しうることを示した。また、セラミックス超伝導体では、ジョセフソン接合ループで出現する電

流がカイラリティに対応し、微小領域の磁束測定からカイラリティを直接観測できる可能性がある。

現在、このループ電流による磁束を検出するための測定系の開発を進めた。 
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3.3 新奇な相転移現象を示す物質探索 

 ある種の遷移金属酸化物や希土類金属間化合物では、電子間に働く強い相互作用のために、スピ

ン液体、スピングラス、磁気誘電性などの異常物性が出現する。また、磁気コロイド、薄膜、準結

晶ではスピングラス様な長時間緩和が観測されている。新奇な相転移を示す様々な物質の探索・合

成を行った。 

 
４．生命前駆物質に関する研究 

4.1 隕石衝突模擬実験 

 生命の起源に関する問題は初期地球形成時の隕石衝撃にも重要な課題が多い。ガス銃を用いた従

来の研究では地球表面で想定される脱出速度を超える隕石の衝突速度を再現できていないので、大

型レーザー装置を用いて数十km/sの隕石衝突を模擬し、天然の始原的隕石を用いて有機物の合成実

験を行った。試料から放出される脱ガス成分や、その反応生成物をオンサイトの質量分析装置

（QMS）で測ると共に、回収中の有機物の分析（GC-MS）を行った。隕石からの脱ガス成分はブ

ランク実験と比較して概ね顕著な違いは見られなかったが、H2, C2H2, H2S, SO, COS, SO2, C6H6 に
関しては発生量の差が認められ、特に硫黄系のガスで差がみられる結果を得た。本研究のレーザー

衝突実験により得られた多くの炭素や硫黄を含んだ還元成ガスが生成されるという結果は、酸化的

な始原的隕石からでも還元的な雰囲気を初期地球に生成することができるという、生命前駆物質の

進化に対する 1 つの重要な事実を示すことができた。 
 
4.2 熱水反応系を模擬した有機物の重合実験 

 これまで海底噴出口を想定した生命起源物質の化学進化について、従来の高温酸性の熱水以外に

も低温アルカリの場が存在することから、アミノ酸の重合反応に及ぼす金属イオンや温度・ｐH の

影響を明らかにしてきたが、新たにこれらの反応に対する水圧の効果を検証した。研究は基礎工学

研究科との共同研究で進め、深海底を模擬した玄武岩と有機物の高圧熱水反応実験を行った結果、

数十 MPa 程度の実際の海底圧力では重合反応の生成量に対する影響は殆ど無いことが分かった。 
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芝井研究室（赤外線天文学） 
  
 本研究室の研究分野は赤外線天文学であり、主要研究テーマは「太陽系外惑星系・原始惑星系円

盤の観測研究」である。スペース赤外線望遠鏡および地上赤外線望遠鏡を開発、使用して、急速に

進展しつつある太陽系外惑星探査、および系外惑星本体や星周円盤のダスト（星間塵）の赤外線観

測を研究の中心とする。 

 本年度はすばる望遠鏡やニュージーランドの MOA-II 望遠鏡、宇宙科学研究所望遠鏡などを用い

た太陽系外惑星、原始惑星系円盤の観測を行った。また、世界初の宇宙遠赤外線干渉計の改良、フ

ライト準備、次世代遠赤外線アレイセンサーの開発を行った。将来の展開への準備として、次世代

宇宙赤外線望遠鏡計画、海外地上新望遠鏡計画の検討を国際協力で進めた。 

 
 
１. 星周円盤・系外惑星の赤外線観測 

 

1.1 原始惑星系円盤の高解像観測 

 原始惑星系円盤の微細構造を検出し、円盤進化と惑星形成との関連を観測的に理解するために、

近赤外線とサブミリ波で若い天体の高解像度撮像観測を行った。近赤外線では、すばる望遠鏡と高

コントラスト装置 HiCIAO を用いて、円盤ダストの散乱光をとらえる観測を行った。これらの観

測は、すばるを用いた惑星検出のためのプロジェクト SEEDS の一部として実施された。偏光撮像

手法を利用して星近傍（約 30AU 以遠）の様子を明らかにし、惑星に起因する可能性のある腕状構

造を示す円盤を検出した。また、サブミリ波干渉計 ALMA を用いた観測により、原始惑星系円盤

の強い非軸対称性を明らかにするとともに、ガス・ダスト質量比の空間分布を導出するためのモデ

ル計算を進めた。 
 

1.2 原始惑星系円盤を持つ天体のモニター観測 

円盤構造の時間変動現象を調べることを目的とし、宇宙科学研究所屋上望遠鏡専用の可視・近赤

外同時撮像カメラの開発を継続して行った。特に装置冷却系の改善により、近赤外域での感度を向

上させた。このカメラを用い、原始惑星系円盤を持つ 11 天体について、可視・近赤外の計 6 バン

ドで測光モニターを行った。うち 2 天体は、すばる望遠鏡により円盤散乱光の高解像度撮像も行わ

れている。円盤散乱光と近赤外測光との比較は、円盤内側での構造が変わることによる照射変動仮

説の検証に有用である。 
 
1.3 直接撮像による系外惑星の探索 

太陽系外惑星を発見し、その性質、成因を研究するために、すばる望遠鏡用高コントラスト装置

HiCIAO を用いてプレヤデス星団の近赤外線撮像観測を行った。これは上述の SEEDS プロジェク

トの一部として行われた。2013 年度までに約 20 個の星団メンバー星を観測した。このうち 8 例に

ついては暗い伴星、すなわち惑星候補天体が付随していることがわかった。伴星・惑星かどうかを

判断するために固有運動を測定し、2 天体については伴星であることを確認した。また、新しい画

像解析手法を開発して検出限界を明確にした。この SEEDS プロジェクトは、ほぼ 4 年経過したの

で、これまでの成果を論文として取りまとめた。また同じ視野にある微弱な天体（おそらく銀河系

内で遠方の恒星）の個数分布から、銀河系のハローや厚い円盤においては M 型矮星が欠乏している
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ことが判明した。この結果は銀河系の恒星分布についての新たな知見である。 
 また、すばる等のアーカイヴで公開されている高解像度撮像データを利用し、太陽近傍の M 型星

周辺で惑星探索を行った。SEEDS のデータを用いる場合に比べ、星近傍で惑星を検出することは

難しいものの、サンプル数を容易に増やせるという点で有効である。これにより、星から比較的遠

方の領域において、惑星存在頻度に対する制限を改善することを目指している。 
 

1.4 重力マイクロレンズ現象による系外惑星の探索 

 我々MOA グループは、重力マイクロレンズ現象を利用して系外惑星を探索している。この現象

は、アインシュタインの一般相対性理論が予言する「光が重力によって曲がる」と言う性質のため

に起こる。ある星（ソース）の前を偶然別の星（レンズ）が横切るとその重力によってソース星か

らの光は曲げられてレンズの様に集光され、突然明るく見える。増光期間はレンズ天体の質量の平

方根に比例し、普通の星で約 20 日、木星質量なら約１日になる。我々は、ニュージーランドに 1.8m
望遠鏡を建設し、約 5 千万個の星を毎晩 10〜50 回と高頻度で観測する事により、世界で初めて 1
日程度の短い増光現象を検出できるようになった。これにより、星から遠い軌道を回る惑星の存在

量や、主星を持たない浮遊惑星を発見して、その存在量を見積もり、それらの形成過程の解明を目

指している。H25 年度は、9 個の系外惑星を発見した。 
 

 

２. 宇宙遠赤外線干渉計、センサーの開発、次世代宇宙赤外線望遠鏡 

 

2.1 大気球搭載型の宇宙遠赤外線干渉計 FITE のフライト準備 

 遠赤外線波長域（30－300 ミクロン）において 1 秒角の解像度による観測を実現するために、遠

赤外線干渉計（Far-Infrared Interferometric Telescope Experiment: FITE）を開発してきた。今

年度は気球フライトの機会が得られなかったため、装置の性能、信頼性、作業性を向上させるため

の改造を行った。来年度には初フライトを実現し、この観測技術を世界で初めて実証したい。 
 
2.2 次世代遠赤外線アレイセンサーの開発 

 遠赤外線波長域（30－300 ミクロン）の二次元アレイセンサーの開発を推進した。赤外線天文観

測衛星「あかり」には、我々のグループが開発した世界に類を見ないコンパクトな遠赤外線アレイ

センサーが搭載された。その後約 10 倍の感度向上に成功して、上記の FITE には１次元アレイセ

ンサーが搭載されている。そこでさらにこの技術を発展させるために、高感度の遠赤外線二次元ア

レイセンサーの開発を実施した。5 段×15 列、計 75 素子のアレイセンサーの組み立て工程を確立す

るとともに、初段プリアンプ部を極低温冷却する技術も確立した。 
 
2.3 次世代宇宙赤外線望遠鏡 SPICA 

 我が国が主導する次世代宇宙赤外線望遠鏡SPICA（Space Infrared Telescope for Cosmology and 
Astrophysics）計画の実現に向けて、宇宙研はじめ国内関連研究者を統合するとともに、ヨーロッ

パとの国際協力を推進した。 
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３. 国際協力 

 米国の次世代宇宙望遠鏡計画 WFIRST が、NASA の最重点将来計画として認められた。NASA
の The Exoplanet Exploration Program Analysis Group (ExoPAG)の Study Analysis Group 
(SAG)のメンバーとして、報告文書作成に加わった。 
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「MOA-II 望遠鏡を用いた重力マイクロレンズ法による惑星イベント OGLE-2012-BLG-0950 
/MOA-2012-BLG-527」 
和田光平, 他 MOA コラボレーション 
P217a 日本天文学会 2013 年秋季年会, 東北大学（宮城）, 2013 年 9 月 10－12 日 
 
「太陽系外惑星探査における恒星混入率の導出：赤外線深撮像観測を用いた銀河系恒星分布モデル
への制限」 
小西美穂子, 芝井 広, 松尾太郎, 住 貴宏, 深川美里, 山本広大, 須藤 淳, Matthias S. Samland, 
SEEDS/HiCIAO/AO188 チーム 
P223a 日本天文学会 2013 年秋季年会, 東北大学（宮城）, 2013 年 9 月 10－12 日 
 
「遠赤外線干渉計 FITE: 新干渉計調整機構の開発」 
佐々木彩奈, 芝井 広, 山本広大, 秋山直輝, 寺農 篤, 伊藤哲司, 住 貴宏, 深川美里, 會見有香子, 
桒田嘉大, 小西美穂子, 成田正直 
W207a 日本天文学会 2013 年秋季年会, 東北大学（宮城）, 2013 年 9 月 10－12 日 
 
“SEEDS Direct Imaging Survey of Ursa Major Members” 
Samland, M. S., Matsuo, T., Shibai, H., Yamamoto, K., Konishi, M., Sudo, J., Fukagawa, M., 
Sumi, T., HiCIAO/AO188/Subaru Team 
P222a 日本天文学会 2013 年秋季年会, 東北大学（宮城）, 2013 年 9 月 10－12 日 
 
「MOA-2008-BLG-288Lb:マイクロレンズ法による最も重い M 型星周りの惑星」 
越本直季, 他 MOA コラボレーション 
P215a 日本天文学会 2013 年秋季年会, 東北大学（宮城）, 2013 年 9 月 10－12 日 
 
 
国内研究会 
 
「直接撮像による太陽系外惑星探査方法の現状と課題」 
山本広大 
地球型系外惑星観測装置ワークショップ, 口頭, 北海道, 2014 年 2 月 22－24 日 
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「V1174 Tau 伴星候補の近赤外分光観測」 
須藤 淳 
地球型系外惑星観測装置ワークショップ, 口頭, 北海道, 2014 年 2 月 22－24 日 
 
「WFIRST」 
住 貴宏 
研究会「2020 年代の銀河サーベイ計画とすばる望遠鏡とのシナジー」, 口頭, 国立天文台三鷹キャ
ンパス, 2014 年 1 月 10－11 日 
 
「地球型系外惑星探査ミッション：JTPF」 
田村元秀, 芝井 広, 他 JTPF ワーキンググループ 
宇宙科学シンポジウム, ポスター, 相模原, 2014 年 1 月 9－10 日 
 
「宇宙研 1.3 m 望遠鏡による前主系列星のモニタ観測」 
深川美里, 會見有香子, 小野里佳子, 芝井 広, 小谷隆行, 山室智康, 成田正直 
宇宙科学シンポジウム, ポスター, 相模原, 2014 年 1 月 9－10 日 
 
「可視光赤外衛星計画」 
住 貴宏 
天文学宇宙物理理論懇シンポジウム, 口頭, 東京大学, 2013 年 12 月 25－27 日 
 
「気球搭載型遠赤外線干渉計 FITE：次期フライト計画と高強度フレームの開発」 
芝井 広, 山本広大, 佐々木彩奈, 秋山直輝, 寺農 篤, 住 貴宏, 深川美里, 會見有香子, 桒田嘉大, 
小西美穂子, 成田正直, 吉田哲也, 斎藤芳隆, 土居明広，河野裕介  
大気球シンポジウム, 口頭, 相模原, 2013 年 11 月 14－15 日 
 
「原始惑星系円盤の高解像度観測」 
深川美里 
原始惑星系円盤研究会, 口頭, 国立天文台三鷹キャンパス, 2013 年 8 月 19－22 日 
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２０１０年４月２２日改訂 

２０１４年６月確認 

宇宙地球科学専攻の運営について (申し合わせ) 

 

（１） 運営の基本 

 ・ 専攻長を中心に風通しのよい教室運営を行う 

 ・ 教授・准教授・助教の差を小さくする 

 ・ 研究グループ制とし呼称は教授名又は講座名（研究内容）とする 

 ・ 研究教育の交流を図り、グループ間の壁を低くする 

 ・ 物理学専攻との連絡を密にする 

 

（２） グループ代表者会議 

 ・ 各グループより、全権を委任された１名の代表者で構成する 

 ・ 専攻長の相談組織とする 

 ・ 以下のような教室全体に関わる問題を審議し、円滑な教室運営をはかる（重要なものは教室会議

にかける） 

   概算要求事項、一般設備費等、建物、人事、共通予算、共通設備、教室事項、秘書、対外向けの

行事等 

 

（３） 教室会議 

 ・ 教室会議で構成員と決められた助教以上で構成する（大学院生、ポスドク、秘書を含むその他の

スタッフはオブザーバーとして参加できる） 

 ・ 原則として月１回（学部研究科教授会の後の木曜日５：００から）開催する 

 ・ ３名で議長団を構成する（任期は１年） 

 ・ 人事を除き定足数は、外国出張を除く構成員の１／２以上とする 

 ・ 長期病欠等の場合、教室会議の議を経て海外出張者に準ずることができる 

 ・ 人事に関する議題は、原則として１週間前には通知する 

 ・ 人事に関する議題は、専任講師以上が議決権を持つ 

 ・ 人事に関するルールは、以下（４）に定める 

 ・ 審議事項 

  ・ 人事に関する事柄（分野の決定、人事委員会の構成、人事の決定、物理教室人事委員の推薦等） 

  ・ 予算に関する事柄（予算配分の決定、概算要求事項の審議、他の予算費目の審議等） 

  ・ 教育・研究に関する事柄（共通教育と専門教育、卒業研究の発表、年次研究報告会、大学院生

の発表等） 

  ・ その他（部屋、秘書体制、理学部より諮問があった問題、役割分担等） 

 

（４） 人事のルール 

 ・ 人事委員会は４−５名プラス物理教室から１名で構成する 

 ・ 人事委員会は以下のように構成する 

  ・教授人事は教授のみ 

  ・准教授人事は准教授以上 

  ・助教人事は専任講師以上 

 ・ 教室会議で提案し、１週間以降の教室会議で投票する 

  ・いずれも専任講師以上の２／３以上の出席を要する（外国出張は除く） 

  ・長期病欠等の場合、教室会議の議を経て海外出張者に準ずることができる 

  ・全ての人事について不在者投票を認める 

  ・投票総数の 2/3 以上の可が必要 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №257 
 

【日 時】 2013年 4月 18日（木）17：00～ F313 

【議 長】 山中 千博 【記 録】 藤田 裕 

【出席者】 常深 博、 近藤 忠、 佐々木 晶、芝井 広、 寺田健太郎、 中嶋 悟、 

大高 理、 佐伯 和人、住 貴宏、 谷口 年史、寺崎 英紀、 林田 清、 久冨 修、  

廣野 哲朗、藤田 裕、 山中 千博、湯川 諭、 

桂  誠、 境家 達弘、田越 秀行、谷 篤史、 釣部 通、   橋爪 光、 深川 美里、 

薮田ひかる、横山 正、 吉野 元 

 委員 30名中 出席者 27名  定足数 15名 

 海外出張者 0名 

【報告・連絡事項】 

１．佐々木氏より自己紹介があった。 

２．申し合わせ事項の確認を行った。 

３．常深専攻長より、研究科長裁量経費の学生提案型研究計画支援経費について説明があった。 

４．常深専攻長より、平成２５年度「介護等の体験」について説明があり、関係する学生への配慮の要請があった。 

５．常深専攻長より、平成２５年度「教育実習」について説明があり、関係する学生への配慮の要請があった。 

６．常深専攻長より、既修得単位の認定について説明があった。 

７．常深専攻長より、平成２５年度大学院学生の入学者確定数について報告があった。 

８．常深専攻長より、平成２５年度非常勤講師の授業計画について報告があった。 

９．常深専攻長より、大学院学生の研究指導の委託について報告があった。 

１０．常深専攻長より、平成２５年度運用定員状況について報告があった。 

１１．常深専攻長より、平成２５年度緊急連絡網について説明があった。 

１２．常深専攻長より、教員基礎データの入力見直しについて説明があった。 

１３．常深専攻長より、次期研究科長選挙について説明があった。  

１４．常深専攻長より、教員の業績評価の実施について説明があり、評価表の提出の要請があった。 

１５．常深専攻長より、大阪大学特別教授称号付与候補者の推薦について説明があった。 

１６．中嶋大学院教育教務委員より、大学院博士論文の公表について説明があった。 

１７．中嶋安全衛生管理委員より、緊急連絡網、ごみ分別表の改訂と配布についての説明があった。 

１８．中嶋安全衛生管理委員より、女子トイレの防犯ブザーについて説明があった。 

１９．中嶋安全衛生管理委員より、安全衛生教育報告書の提出の要請があった。 

２０．中嶋安全衛生管理委員より、危険物・薬物の適正な管理について要請があった。 

２１．寺田氏より、走査電子顕微鏡、その他大型装置の導入について説明があった。 

２２．林田氏より、2015年に大阪大学で開催される日本天文学会年会への協力の要請があった。 

２３．常深専攻長より、大学入試問題の公表に関する議論についての報告があった。 

【議題】 

 １．近藤物理学科教務委員より、専門教育科目履修の現状について報告があり、議論がなされた。 

 ２．藤田広報委員より、理学研究科ホームページでの専攻パンフレットの公表について説明があり、議論がなさ

れた。 

 

【次回：定例教室会議】 2013年 5月 16日(木）17：00～ F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №258 
 

【日 時】 2013年 5月 16日（木）17：00～ F313 

【議 長】藤田  【記 録】植田 

【出席者】常深 博 、近藤 忠 、佐々木 晶、芝井 広 、寺田健太郎、中嶋 悟、 

植田 千秋、佐伯 和人、住 貴宏 、谷口 年史、寺崎 英紀、久冨 修、 

藤田 裕 、山中 千博、湯川 諭 、桂  誠 、境家 達弘、田越 秀行、 

釣部 通 、橋爪 光 、深川 美里、横山 正 、吉野 元 

 委員 30名中 出席者 23名 定足数 15名 

 海外出張者  0名 

【報告事項】 

１． 常深専攻長より、平成２６年度大学院入試実施要項が承認され、ＨＰ上に掲載された旨、 

報告があった 

２． 常深専攻長より、理学研究科の平成２４年度予算の決算および平成２５年度の当初予算配分について 

報告があった 

３．常深専攻長より、研究科長裁量経費の平成２４年度決算、及び平成２５年度執行計画について 

報告があった 

４．常深専攻長より、平成２５年度間接経費に関する専攻別の配分方法について報告があった 

５．常深専攻長より、平成２５年度の「介護等の体験」実習への協力要請があった。 

６．常深専攻長より、平成２５年度の消防訓練・担当委員に藤田氏が就任した旨、報告があり 

あわせて訓練への協力要請があった。   

７．常深専攻長より、コア・サイエンス・ティーチャー（ＣＳＴ）養成プログラム説明会が開される旨、 

報告があった。 

８．常深専攻長より、理学部入試委員会で検討されている事項について、報告があった 

９．芝井 理学部入試実施委員より、ＡＯ入試に関する検討事項について、報告があった 

１０．常深専攻長より、選挙管理委員会委員に専攻長および川村氏が就任した旨、報告があった 

１１．植田オープンキャンパス小委員会 委員より、今年度のオープンキャンパスが８月２０日（火曜）に 

実施される旨、報告があった。 

【議題】  

１．常深専攻長より、平成２５年度「卓越した大学院拠点形成支援補助金」の予算の使用方法について 

提案があり、承認された。 

２．湯川 情報資料室運営委員より、２０１３年以降のコーネル大学 arXiv 運営経費サポートについて 

提案があり、承認された。 

 

【次回：定例教室会議】 2013年 6月 13日(木）17：00～ F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №259 
 

【日 時】 2013年 6月 13日（木）17：00～ F313 

【議 長】植田  【記 録】山中 

【出席者】 

常深 博 、川村 光 、近藤 忠 、佐々木 晶、芝井 広 、寺田健太郎、中嶋 悟 、長峯健太郎、 

植田 千秋、大高 理 、佐伯 和人、住 貴宏 、谷口 年史、林田 清 、久冨 修 、廣野 哲朗、 

藤田 裕 、山中 千博、湯川 諭 、桂  誠 、境家 達弘、田越 秀行、釣部 通 、橋爪 光 、 

吉野 元 

 委員 31名中 出席者 25名 定足数 16名 

 海外出張者  0名 

【報告事項】 

３． 常深専攻長より、外部資金等の受入れについて報告があった 

４． 常深専攻長より、新たな学内委員の選出について報告があった 

３．常深専攻長より、国立大学のミッション再定義について報告があった 

４．常深専攻長より、理学研究科・理学部ハラスメント研修会の開催について報告があった 

５．常深専攻長より、裁量労働制適用教員・研究員の勤務時間管理の徹底について報告があった。 

６．常深専攻長より、超強磁場研究センターの設置について報告があった   

７．常深専攻長より、天皇皇后両陛下の 6月 25日豊中キャンパス行幸について報告があった。 

８．常深専攻長より、2015年 3月の物理学会開催について報告があった 

９．常深専攻長より、卓越した大学院支援予算について報告があった 

１０．常深専攻長より、理学研究科長選挙について報告があった 

１１．常深専攻長より、理学懇話会の学外委員について報告があった 

１２．芝井 理学部入試実施委員より、今後の入試制度について報告があった 

１３．芝井機関リポジトリ WG委員より、博士論文の大阪大学機関リポジトリ公開について 

   報告があった 

１４．中嶋大学院教育教務委員より、大学院合同入試説明会及び宇宙地球 2次募集（10/26）について 

   報告があった 

１５．川村氏より、日本版 NIH構想について報告があった 

１６．常深専攻長より、全学 FD研修（9/4）について報告があった 

１７．近藤氏（企画調整会議）より、計画中の柴原口コンビニについて報告があった 

 

【議題】  

１．常深専攻長より、今年度の予算について計画が示され議論した。 

２．山中新留学生コース検討ワーキング委員から、新留学生コース計画に関する説明があり、 

専攻としての対応を議論した。 

 

【次回：定例教室会議】 2013年 7月 25日(木）17：00～ F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №260 
 

【日 時】 2013年 7月 25日（木）17：00～ F313 

【議 長】 山中 千博 【記 録】 藤田 裕 

【出席者】常深 博、 近藤 忠、 佐々木 晶、芝井 広、 寺田健太郎、中嶋 悟、長峯健太郎、 

大高 理、 佐伯 和人、住 貴宏、 谷口 年史、寺崎 英紀、久冨 修、藤田 裕、 

山中 千博、湯川 諭、 桂  誠、 境家 達弘、田越 秀行、谷 篤史、釣部 通、 

橋爪 光、 横山 正 

 委員 31名中 出席者 23名  定足数 15名 

 海外出張者  2名 

 

【報告・連絡事項】 

1.常深専攻長より外部資金等の受入について報告があった。 

2.常深専攻長より大学院学生の異動について報告があった。 

3.常深専攻長より博士学位授与申請者の審査付託について報告があった。 

4.常深専攻長より卓越予算並びに RAの取り扱いについて報告があった。 

5.常深専攻長より理学研究科・理学部ハラスメントに関する研修会の実施結果について報告があ 

った。 

6.常深専攻長より 6月 25日の陛下行幸について報告があった。 

7.常深専攻長より平成 26年度大阪大学大学院理学研究科博士前期課程学生募集要項について報告 

があった。 

8.中嶋安全衛生管理委員より総長のキャンパス内禁煙宣言について報告があった。 

9.中嶋安全衛生管理委員より理学研究科のエレベーターの停電時の対応について報告があった。 

10.寺崎平成 26年度研修旅行委員より保管されている研修旅行関連の書類の扱いについて報告が 

あった。 

11.議長団より 8月 20日の物理学科ビアパーティーの案内があった。 

 

【議題】 

1.常深専攻長より今年度の予算についての説明があり、承認された。 

2.芝井機関リポジトリ WG委員より博士学位論文のリポジトリ公開について説明があり、議論がな 

された。 

3.芝井理学部入試実施委員より理学部入試制度について報告があり、議論がなされた。 

4.近藤物理学科教務委員より STAと後期からの物理オナーについて報告があり、議論がなされた。 

 

 

 【次回：定例教室会議】 2013年 9月 12日(木）17：00～ F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №261 
 

【日 時】2013年 9月 12日（木）17：00～     F313 

【議 長】 山中 千博 【記 録】 植田 千秋 

【出席者】常深 博、川村 光、近藤 忠、佐々木 晶、中嶋 悟、植田 千秋、久冨 修、 山中 千博、 

桂  誠、境家 達弘、田越 秀行、中嶋 大、深川 美里 

委員 31名中 出席者 13名  定足数 14名  海外出張者  3名 

 

この会議は定足数に達しなかったため、教室会議としては成立しなかった。 

そのために、会議内容は報告、連絡事項および討論事項として記録する。 

 

【報告・連絡事項】 

1) 常深専攻長より、卓越予算に関連する RAと旅費支援について、報告があった。 

2) 常深専攻長より、理学研究科における RA予算の取り扱いについて、報告があった。 

3) 常深専攻長より、専攻への間接経費配分について、報告があった。 

4) 常深専攻長より、来年度に開講される先端教養科目の担当者について、報告があった。 

5) 常深専攻長より、物理学科の学生の異動について、報告があった。 

6) 常深専攻長より、本年度後期の理学部物理学科の科目等履修生について、報告があった。 

7) 常深専攻長より、本年度後期に実施する「介護等の体験」の実施について、報告があった。 

8) 常深専攻長より、本年度秋に受け入れる FrontierLabの留学生について、報告があった。 

9) 常深専攻長より、学生や院生のキャリアパス支援になる将来展望 WorkShopが 11月 23日（土）に開催され

る旨 

報告があり、学生への出席要請があった。 

10) 常深専攻長より、2017年 3月に本学で開催される日本物理学会年会への協力要請を受諾した旨、報告があ

った。 

11) 常深専攻長より、今後の研究科執行部の体制について、報告があった。 

12) 常深専攻長より、今後の理学研究科における専攻の部局裁量ポストについて、説明があった。 

13) 常深専攻長より、今年度の大学院修士課程入学試験の結果について、報告があった。 

14) 常深専攻長より、本年度の消防訓練が 10月 8日（火）に開催される旨、報告があり、その実施手順につい

て 

説明があった。 

15) 常深専攻長より、大学院教育改革プランが作成されつつある旨、報告があった。 

16）常深専攻長より、教員基礎データの更新要請があった。 

17）川村氏より、12月 17-18日にΣホールで開催される日本学術振興会・学術システム研究センター主催の 

国際シンポジウムについて、紹介があった。 

18) 常深専攻長より、縦断合宿に OB，OGを招待する為の旅費を支出する旨、報告があった。 

 

【討論事項】 

1) 常深専攻長より、理学研究科の大学院英語コースの設置にかかる専攻の基本方針について提案があり、 

議論がなされた。 

2) 常深専攻長より、学部・挑戦枠入試の継続の可否について説明があり、議論がなされた。 

 

 【次回：定例教室会議】 2013年 10月 24日(木）17：00～ F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №262 
 

【日 時】 2013年 10月 24日（木）17：00～ F313 

【議 長】 植田 千秋 【記 録】 藤田 裕 

【出席者】 常深 博、 近藤 忠、 佐々木 晶、芝井 広、 寺田健太郎、長峯健太郎 

植田 千秋、佐伯 和人、谷口 年史、寺崎 英紀、久冨 修、 廣野 哲朗、 

藤田 裕、 湯川 諭、 桂  誠、 境家 達弘、田越 秀行、釣部 通、  

中嶋 大、 橋爪 光、 深川 美里、薮田ひかる、横山 正、 吉野 元 

 委員 31名中 出席者 24名  定足数 16名 

 海外出張者 0名 

【報告・連絡事項】 

1) 常深専攻長より、間接経費配分の現状について報告があった。 

2) 常深専攻長より、学部学生の異動について報告があった。 

3) 常深専攻長より、大学院学生の異動について報告があった。 

4) 常深専攻長より、学部科目等履修生の受け入れの手続きについて説明があった。 

5) 常深専攻長より、理数オナープログラム「優秀修了」の認定方針について説明があった。 

6) 常深専攻長より、平成２６年度大学入試センター試験の実施について説明があった。 

7) 常深専攻長より、平成２５年度 理学研究科外国人留学生懇親パーティーの実施について報告があった。 

8) 常深専攻長より、留学生担当教員について報告があった。 

9) 常深専攻長より、学術交流協定締結に係る安全保障輸出管理に関するガイドラインの制定について報告が

あった。 

10) 常深専攻長より、平成２５年度招へい研究員の受入れ等について説明があった。 

11) 常深専攻長より、学内委員の選出について報告があった。 

12) 常深専攻長より、教員基礎データの更新について報告があった。 

13) 常深専攻長より、平成２４年度に係る部局達成状況評価書について報告があった。 

14) 常深専攻長、藤田防災訓練実施委員より、防災訓練（消防訓練）について報告があった。 

15) 常深専攻長より、大学院英語コース募集要項について説明があった。 

16）常深専攻長より、生物科学専攻の入試改革案について報告があった。 

17）常深専攻長より、理学懇話会が１２月１９日に実施される旨報告があった。 

18）常深専攻長より、當真賢二氏が物理学会若手奨励賞を受賞した旨報告があった。 

19）芝井理学部入試実施委員より、理学部入試改革について報告があった。 

20）湯川情報資料室運営委員より、将来の学術雑誌購入の見込みについて報告があった。 

21）近藤物理学科教務委員より、学生の GPAの導入について説明があった。 

22）常深専攻長より、フィンランドのユバスキュラ大学でのサマースクール講師の募集について報告があった。 

23）常深専攻長より、大学院入試の２次募集について説明があった。 

 

【議題】 

1) 常深専攻長より、来年度の学部入試準備案について説明があり、議論の後、承認された。 

2) 中嶋 ODINS委員より、専攻のサーバー管理について提案があり、議論の後、承認された。 

 

 【次回：定例教室会議】 2013年 11月 21日(木）17：00～ F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №263 
 

【日 時】 2013年 11月 22日（木）17：00～ F313 

【議 長】 藤田 裕 【記 録】 山中 千博 

【出席者】  

常深 博、 川村 光、 近藤 忠、 芝井 広、 寺田健太郎、長峯健太郎 

谷口 年史、寺崎 英紀、久冨 修、 藤田 裕、 山中 千博、湯川 諭、 

桂  誠、 境家 達弘、谷 篤史、 釣部 通、 橋爪 光、 深川 美里、横山 正、 吉野 元 

 委員 31名中 出席者 20  名  定足数 16 名 

 海外出張者  0 名 

【報告・連絡事項】 

常深専攻長より以下の報告があった。 

1) 間接経費（専攻配分）の追加配分について 

2) 理学研究科附属超強磁場科学研究センターの設置について 

3) 省エネ・節電について 

4) テニュアトラックの推進について 

5) 平成２６年度大学入試センター試験について 

6) 第１５回理学懇話会について 

7) 研究大学強化促進事業による 海外への研究者派遣プログラム及び海外からの研究者受入れプログラムにつ

いて 

8) 「阪神地区大学国際化推進ネットワーク」シンポジウムについて 

9) フィリピンの台風に関連し、フィリピン滞在学生の安否確認要請について 

10) 平成２８年度入試改革について 

11) セミナー室Ｆ２２７について 

12) IPCの今後について 

その他 

13) 久冨氏より 11/23予定の理学部将来展望ワークショップについて報告があった。 

 

【議題】  

1)理学部プロジェクト教育実施委員中嶋氏代理近藤氏より、理数オナープログラムの履修条件変更案について

報告があり、その方針を了承した。 

 

 【次回：定例教室会議】 2013年 12月 12日(木）17：00～ F313  
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №264 
 

【日 時】 2013年 12月 12日（木）17：00～ F313 

【議 長】 山中 千博 【記 録】 藤田 裕 

【出席者】 

常深 博、 川村 光、 近藤 忠、 佐々木 晶、寺田健太郎、中嶋 悟、 長峯健太郎、 

大高 理、 佐伯 和人、谷口 年史、林田 清、 久冨 修、 藤田 裕、 山中 千博、湯川 諭、 

桂  誠、 境家 達弘、田越 秀行、谷 篤史、 中嶋 大、 深川 美里、横山 正、 吉野 元 

 委員 31名中 出席者 23名  定足数 14名 

 海外出張者  4名 

 

【報告・連絡事項】 

1) 常深専攻長より、大学院入試委員会で、平成２６年度博士前期課程第２次募集入学試験の 

合格者判定があった旨報告があった 

2)  常深専攻長より、平成２６年度の間接経費配分予定について説明があった。 

3)  常深専攻長より、理学研究科附属先端強磁場科学研究センターの設置について説明があった。 

4)  常深専攻長より、学部・大学院の行事予定（学年末・学年始）（案）について説明があった。 

5)  常深専攻長より、大学入試センター試験の実施に伴う入構規制について説明があった。 

6)  常深専攻長より、平成２５年度大学院非常勤講師授業計画について説明があった。 

7)  常深専攻長より、海外からの著名研究者・教授の招へい計画について説明があった。 

8)  常深専攻長より、大学、学部の平成２６年度年度計画（案）について説明があった。 

9)  常深専攻長より、国立大学改革プランについて説明があった。 

10) 常深専攻長より、物理学科の STA の申請について説明があった。 

11）常深専攻長より、学部入試の作題と改革について説明があった。 

12) 湯川情報資料室運営委員より、電子ジャーナル購読のアンケートに回答するように要望があった。 

13) 川村氏より、国際シンポジウムの案内があった。 

 

【議題】  

1)  常深専攻長より、事務からの通知文書のメール発信方法の見直し案について説明があり、 

議論ののち承認された。 

2)  常深専攻長より、学位取得支援プログラムについて説明があり、議論がなされた。 

3)  川村施設マネジメント委員より、共通スペース供出分の割り当てルールについて説明があり、 

議論がなされた。 

 

 

 【次回：定例教室会議】 2014年 1月 23日(木）17：00～ F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №265 
 

【日 時】 2014年 1月 23日（木）17：00～ F313 

【議 長】 藤田 裕 【記 録】 植田 千秋 

【出席者】  常深 博、川村 光、近藤 忠、佐々木 晶、芝井 広、寺田健太郎、中嶋 悟、長峯健太郎、 

植田 千秋、大高 理、佐伯 和人、谷口 年史、寺崎 英紀、林田 清、久冨 修、 

廣野 哲朗、藤田 裕、 山中 千博、湯川 諭、 

桂  誠、境家  達弘、田越  秀行、釣部  通、橋爪  光、横山  正、吉野  元           

                       委員 31名中 出席者 26名  定足 15名 

 海外出張者  1名 

【報告・連絡事項】 

1) 常深専攻長より、平成 26年度転部転科志願者について、報告があった。 

2) 常深専攻長より、平成 26年度非常勤講師の授業計画が承認された旨、報告があった。 

3) 常深専攻長より博士学位授与申請者（課程博士）の審査付託について報告があった。 

4) 常深専攻長より、学位論文審査委員会委員の就任について、報告があった。 

5) 常深専攻長より、全学教育推進機構および大阪大学・学術総合博物館の兼任教員に廣野氏が就任した旨、報告が

あった。 

6) 常深専攻長より、理学研究科及び理学部における招聘教員等選考基準の了解事項が、一部改正される旨、報告が

あった。 

7) 常深専攻長より、平成 27年度の概算要求事項について、報告があった。 

8) 常深専攻長より、大学院教育改革について、報告があった。 

9) 常深専攻長より、総長の新年挨拶について、報告があった。 

10) 常深専攻長より、学振の特別研究員制度改革について、報告があった。 

11) 常深専攻長より、【教員用】危機管理対応マニュアル（学生編）が作成される旨、報告があった。 

12) 常深専攻長より、第 6回理学研究フォーラムが 1月 23日（木）に開催された旨、報告があった。 

13) 常深専攻長より、テニュアトラックについて、報告があった。 

14) 常深専攻長より、サバティカル制度について、報告があった。 

15) 常深専攻長より、F313セミナー室にサーキュレータファンを導入した旨、報告があった。 

16) 常深専攻長より、F227セミナー室の書庫等の撤去が完了した旨、報告があった。 

17) 常深専攻長より、教職員活性化ＷＧのアンケートが実施された旨、報告があった。 

18) 常深専攻長より、理学懇話会が 12月 19日（木）に実施された旨、報告があった。 

19) 常深専攻長より、平成 25年度専攻予算の最終配分について、報告があった 

20) 常深専攻長より、理学部 E棟の改修が来年度実施される旨、報告があった。 

21) 川村氏より、来年度以降の科研費の配分状況について、報告があった。 

22) 廣野全学教育推進機構兼任教員から、欠席の取り扱いのルールについて、報告があった。 

【議題】 

1) 常深専攻長より、平成 26年度宇宙地球科学専攻長を中嶋悟氏とすることが提案され、承認された。 

2) 常深専攻長より、平成 26年度からの専攻秘書体制について、現体制を継続することが提案され、承認された。 

3) 常深専攻長より、釣部助教転出後の助教ポストを惑星科学グループに配分することが提案され、議論ののち了承

された。この人事ための人事委員会を発足させる旨、提案があり承認された。人事委員会は、常深（委員長）、寺田、

佐々木、近藤、山中（卓）（物理学専攻）により構成されることが提案され、了承された。 

4) 近藤物理学科教務委員より、卒研配属人数に関して教務委員会からの提案があり、議論ののち了承された。 

5) 近藤物理学科教務委員より、演義の成績評価の方法等について問題提起があり、議論がなされた。  

 

【次回：定例教室会議】 2014年 2月 20日(木）17：00～ F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №266 
 

【日 時】 2014年 2月 20日（木）17：00～ F313 

【議 長】 植田 千秋 【記 録】 山中 千博 
【出席者】  常深 博 、川村 光 、近藤 忠 、芝井 広 、寺田健太郎、中嶋 悟 、長峯健太郎、 

植田 千秋、佐伯 和人、谷口 年史、寺崎 英紀、久冨 修 、廣野 哲朗、藤田 裕 、 

山中 千博、 湯川 諭 、桂  誠 、境家 達弘、釣部 通 、橋爪 光 、藪田ひかる、 

横山 正 、吉野 元 

      委員 31名中 出席者 23名  定足 15名 

 海外出張者  2名 

【報告・連絡事項】 

常深専攻長より以下の報告があった。 

1) 外部資金等の受入について 

2) 平成 26年度個別学力検査等の実施について 

3) 理学部国際科学オリンピック AO入試授業料特別免除制度実施要項（案）について 

4) 平成 26年度大学院理学研究科新入生オリエンテーションについて 

5) 研究科長直属の教員組織について 

6) アジア人材育成拠点に係わる特任教員の雇用について 

7) サバティカル制の実施要項等について 

8) テニュアトラック制の実施に関する規程について 

9) 先端強磁場科学研究センター設置にかかる各種規程等について 

10)平成 26年度専攻長・学科長について 

 宇宙地球専攻長中嶋（悟）氏、物理学科長山中（卓）氏 

11)基礎科学研究者養成プロジェクト研究発表会について 

12)通知文書のメール発信方法の見直しについて 

13)平成 26年度からの専攻秘書体制について 

14)科目等履修生の辞退について 

 

 

【議題】 

以下の議論が行われた。 

1) 専攻長より、理論物質学グループ吉野助教の転出に伴う人事について、理論物質学グループに配分する提案

があり承認した。また人事委員会を、川村(委員長)、常深、中嶋（悟）、近藤、黒木（物理）の五氏とすること

が提案されこれを承認した。 

2) 成績の親への通知の是非について：専門教育教務委員近藤氏より提議があり、議論した。 

 

 

【次回：定例教室会議】 2014年 3月 6日(木）17：00～ F313 

 
 

 

 

 

 

 

- 147 -



宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №267 
【日 時】 2014年 3月 6日（木）17：00～ F313 

【議 長】藤田 裕  【記 録】植田 千秋  

【出席者】  常深 博 、川村 光 、近藤 忠 、佐々木 晶、 

芝井 広 、寺田健太郎、中嶋 悟 、長峯健太郎、 

植田 千秋、大高 理 、住  貴宏、谷口 年史、寺崎 英紀、 

林田 清、 久冨 修 、廣野 哲朗、藤田 裕 、湯川 諭、 

桂  誠、 田越 秀行、谷  篤史、釣部 通 、藪田ひかる、 

横山 正 、吉野 元 

      委員 31名中 出席者 25名  定足 16名 

 海外出張者  0名 

【報告・連絡事項】 

1) 常深専攻長より、平成２６年度博士後期課程入学試験合格者の判定について、報告があった。 

2) 常深専攻長より、国際物理特別コース・統合理学特別コース入学試験合格者の判定について 

報告があった。 

3) 常深専攻長より、外部資金等の受入れ状況について、報告があった。 

4) 常深専攻長より、平成２５年度卒業者の決定及び楠本賞、理学部賞の受賞者について 

 報告があった。 

5) 常深専攻長より、平成２５年度の理数オナープログラム修了者について、報告があった。 

6) 常深専攻長より、平成２６年度の転学科転部について、報告があった。 

7) 常深専攻長より、平成２６年度の大学院科目等履修生について、報告があった。 

8) 常深専攻長より、学部学生の異動について、報告があった。 

9) 常深専攻長より、平成２６年度開講授業科目及び担当教員について、報告があった。 

10) 常深専攻長より、平成２６年度新入生学部別履修指導について、報告があった。 

11) 常深専攻長より、大学院学生の異動について、報告があった。 

12) 常深専攻長より、大学院学生の研究指導の委託について、報告があった。  

13) 常深専攻長より、平成２６年度課程博士及び論文博士の学位申請日程について、報告があった。 

14) 常深専攻長より、国費等外国人留学生（日韓共同理工系学部留学生）の受入について 

報告があった。   

15) 常深専攻長より、学内委員の選出について、報告があった。 

16) 常深専攻長より、平成２６年度の夏季一斉休業日が８月１３～１５日に決定した旨報告があった。 

17) 常深専攻長より、大学院教育プログラム準備ＷＧの進捗状況について、報告があった。 

18) 常深専攻長より、ティーチング・アシスタント（ＪＴＡ及びＳＴＡ）の指導について 

要望があった。 

19) 常深専攻長より、研究交流サロン設置検討の現状について、報告があった。 

 

 

【議題】 

1) 常深専攻長より、平成２６年度の宇宙地球科学専攻メンバーの役割分担案について 

説明と提案があり、議論の後、了承された。 

2) 常深専攻長より、理学部入試志願者の学力について報告があり、議論がなされた。 

 

【次回：定例教室会議】 2014年 4月 17日(木）17：00～ F313 
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Ｆ棟エントランス ロビーについて 

 

理学部Ｆ棟の建設計画は平成2年から開始された。すなわち昭和39年に建設された理学部建物の老朽

化に伴い、学部全体の改築および新造が計画されたが、Ｆ棟はその端緒になるべく、階段教室、オープ

ンスペースの研究室、天体望遠鏡をもつ天文ドームなど、当時としては斬新なプランが立てられた。し

かしながら、予算や基準面積の縛り、非常時の避難経路の確保など種々の制限により、通常構造の部屋

配置を有する現Ｆ棟の西半分の建物が竣工された。以来、理学部物理系・宇宙地球科学科の時代を経て、

大学院重点化以降は、主として宇宙地球科学専攻が使用している。 

Ｆ棟玄関については、池谷元伺教授（当時・故人）などの発案で、新しい学科の象徴的な存在として、

アピール性のある装飾を施すことが議論され、地球科学的に興味ある石材を具象化したデザインが採用

された。このときの内装関係の資金上の問題は、理学部Ｆ棟の建設担当であった㈱五洋建設のご厚意、

委任経理金の支援、有志の方々のご寄附によりまかなわれた。これらの天然石材は、21億年前に形成さ

れた世界最大の貫入岩体を構成する斑れい岩、12 億年前の波の痕の化石、10 億年前に炭酸ガスを固定

したシアノバクテリアが作ったストロマトライト、プレートテクトニクスの考えに先駆けた地層逆転構

造で有名な秋吉台の石炭岩（フリズナ・腕足貝化石入り）などがあり、地球の歴史を伝える貴重な試料

でもある。 

 2004年（16年度）には、これに加えて、「本専攻のテーマたる宇宙と地球をイメージできるもの、お

よび手に触れることのできる地球科学的試料」というコンセプトのもとに、岩石鉱物試料・大型化石プ

レート・マチカネワニ下顎のレプリカの展示、Ｆ棟エントランス天井部分への星図の表示、専攻名の入

ったプレートの設置がおこなわれた。これは理学研究科「平成16年度競争資金に係る間接経費執行計画」

における「Ｆ棟エントランス玄関ロビーの学生の教育・啓蒙目的での整備」に基づくものである（委員：

𡈽山 明、山中千博、佐伯和人、小柳光正、鳥居研一）。これらは、大学祭、オリエンテーションや講

義、公開講座の折りに紹介、説明され、教育研究や広報活動の面で役立っている。 

 

１）岩石鉱物試料 

 壁面石材以外のもので、地球科学的に興味ある岩石・鉱物試料を各15点選定した。独立行政法人・産

業技術総合研究所・地質標本館には一部の鉱物標本の寄贈をお願いした。豊遥秋博士（地質標本館前館

長・当時）には標本寄付を仲介していただいた。地球内部のマントルからもたらされたカンラン岩、世

界最古の岩石のひとつであるカナダ・アキャスタ地域の片麻岩（39.6億年前）、1990年代に噴火した雲

仙普賢岳の岩石（デイサイト）、縄文～古墳時代の権威の象徴であった糸魚川の翡翠（ひすい）、大型

水晶、かつては資源大国であった明治～昭和初期の日本を象徴する鉱石標本（日立鉱山産硫化鉄鉱・北

海道稲倉石鉱山産菱マンガン鉱）などである。 

 

２）大型化石プレート 

 1995年に故池谷名誉教授が、ドイツ（ボン）の地質標本業者Horst Burkard Mineralien Fossilien, よ

り購入した3点の化石プレートの展示が実現した。試料はそれぞれ、カンブリア紀中期の三葉虫

（Acadoparadoxides briareus）、デボン紀の直角貝化石（Orthoceras Fossil Plate）、およびアンモ

ナイト（Ammonite: Clymenia plate with Orthoceras）で、モロッコ、サハラ付近の産である。 
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３）マチカネワニ上顎・下顎部 

 マチカネワニは理学部の建設地から1964年に発掘された日本で初めて発見されたワニ類の化石であ

り、現在大阪大学総合学術博物館待兼山修学館に実物と復元骨格が展示されている。Ｆ棟玄関には、上

顎のレプリカ（ガラスケース入り）と下顎のレプリカを展示している。冨田幸光国立科学博物館地学研

究部古生物第三研究室長には同博物館のレプリカ作成室でマチカネワニ下顎レプリカの作成にご尽力

いただいたほか、展示方法に関して様々なアドバイスをいただいた。実際の製作はレプリカ作成室円尾

博美氏にお世話になった。また江口太郎教授（当時、大阪大学総合学術博物館長）にはレプリカを作る

ためのマチカネワニの原型データの提供や、解説のための各種資料を提供いただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            マチカネワニ下顎部  

４）天井星図 

 東洋や西洋の歴史的な星図、装飾的な星図等、色々な可能性を議論した後に、現代の科学教育という

観点から、実用的な星座早見盤のデザインを選定した。これは日本天文学会編、三省堂刊の「世界星図

早見」の北天の星図に基づいた。この図版の特徴は 4.5等星より明るい約900の恒星、天の川と星座等

が星表のデータに基づいてコンピュータで忠実に描かれていることである。（株）三省堂と日本天文学

会には、図案の使用を快諾頂いた。 

 

５）専攻名プレート（1200×300×30mm） 

 ステンレス製SUS304 のプレートに文字高さ100mmで「宇宙地球科学研究棟」と、縦にレーザー切文字

加工したもの。 

 
 

展示内容に関しては、今後も機会あるごとに内容の充実と更新を行う考えである。このロビーが、文

字通り「開かれた大阪大学・宇宙地球科学専攻の玄関」となることを期待したい。1995年におけるＦ棟

玄関ロビーの整備については当時の学科パンフレット「未踏のフロンティア」p18-23に詳しい写真と説

明がある。ここに改めて、国費でまかなえなかった部分をご寄付頂いた個人、団体、企業の名を記して、

感謝を申し上げたい。 

 裏 克己（阪大名誉教授）、金森順次郎（元阪大総長）、理学部同窓会、宇宙地球科学科有志 

大和地質研究所、日本電子、住友特殊金属、日本ペイント、サンハイ、オクエンテール 
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